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3 月 25 日 富 山 市 公会堂におい て
平成8年度富山大学学位記授与式を盛大に挙行
= 1 , 788人が社会 に 巣立つ ＝
平 成 8 年 度 富 山 大 学 学 位 記授 与式 が， 平 成 9 年 3 月 25 日 （ 火） 午前 10時30分 か ら 富 山 市 公会堂で 挙行され ま し た 。 式
に 先立ち本学フィ ル ハ ー モニ ー 管弦楽 団 に よ る オ ー ケ ス ト ラ 演奏があ り ま し た 。
授 与式で は ， ま ず小黒学 長 か ら 各 学 部及び大学 院 各研 究 科 の 代 表者 （ 学 部 卒業 生 1, 488人 ， 大学 院修了生 3 00 人 ， 合 計
1,788 人 ）に それぞれ学位 記が授 与され， 続い て 学 長 か ら 告辞があ り ， 学 位 記授 与式 を終了し ま し た 。
企 授与式場の卒業生
学位記授与式学長告辞（全文）
学長 小 黒 千 足
こ こ に お ら れる 1788名 の 諸君は ， 本学所定 の 課 程 を終
え ， た だ今め で た く 学士， 修士ま た は 博士の 学位 を授 与
され ま し た 。 教 職 員 一 同心 か ら お慶び い た し ま す 。 ま た ，
こ の 日 を心待ちに し て お ら れた ， 父母の 皆様のお喜 び は
大 き い も の と お察 し い た し ま す 。
さて ， 今回の 学 位 記授 与式 は ， 富 山 大 学 に と って 大 き
な 意 義 があ り ， 過 去50年 に 近 い 本 学 の 歴 史 の 中 で ， 特 に
記憶される べ き も の で あ り ま す 。
企 式終了後後輩たちの祝福 を 受け る
本学 は 、 平 成 5 年 に 全 国 の 国 立大学 に 先駆け て 教 育 改
革を行 い ， 教 養 部 を廃止 し て ， 4 年 一 貫教 育 を実 施 し ま
し た 。 当時 種 々の 理 由 に よ り ， 理想、 と は ：ff. 離 し た 教 養 教
育 の 改 善を求め て ， 格段に 充 実 し た カ リ キ ュ ラ ム を編成
い た し ま し た 。 その 教育 改革の 結 果 育 った 第 一 期 生 が ，
本 日 富 山 大学 を巣立ち ま す 。 諸君の 将来 は 我々大学 関 係
者 ばか り で は な く ， 社 会 の 注 目 す る 処 で あ り ま す 。 一 人
一 人 の 歩 む 道 は 異 な って い て も こ の 期待 に 応 え て 下さ
る こ と を希望い た し ま す 。
第二の 点は ， 本学 で 最初の博 士 号 が授 与された こ と で
あ り ま す 。 科学技術 の 発展が著 し い 今 日 ， あ る 分 野 で は
特 に 高 次 の 知 識 と 技術が要求されて お り ま す 。 その 要望
に 応 え る べ く ， 富 山 大 学 で は 平 成 6 年 4 月 工学研究 科 に
博士後期課 程 を設 置 い た し ま し た 。 本 日 その 成 果 で あ る
15名 の博士が誕生 いた し ま し た 。 諸君は 日 本 の 最高 の 教
育 を受け た こ と に 誇 り を も ち， 我が国の 将 来 を担 う 中 核
と し て 活躍される こ と を期待い た し ま す 。
さて ， 本 日 授 与された 学 位 が何で あ れ， ま た 専 攻 が ど
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の 分 野 で あ れ， 諸君は 今後何をす べ き か ， どの よ う に 生
き る べ き か ． 深 く 考えて 戴き た い の で あ り ま す 。 現在の
人 間 社 会 の 発展は 科学技 術 の 発 達 に 負 う 処が大 き い こ と
は 云 う ま で も あ り ま せん。 ま た ， 近 代 日 本 の 躍進は 先進
の テ ク ノ ロ ジ ー が基本 に な った こ と は 疑い も あ り ま せん。
し か し な が ら 最近 ， ひそか に テ ク ノ ロ ジ ー 罪悪論がささ
やかれ， さ ら に ， 自 然、への 回帰が強 く 叫ばれる よ う に な っ
た の も 事実 で あ り ま す 。 こ れは 何故で あ り ま し ょ う 。
大 き な 誤 り は ， ヒ ト が他 の 生 物 と 同様， 調和 を保 つ べ
き 自 然 の 中 の 一 つ の 存在で あ る こ と を忘れ， ま た ． ヒ ト
が ヒ ト で あ る こ と す ら 忘れが ち に な った こ と であ り ま す 。
ま た 更 に ， 個人 は それぞれ特徴があ り ， 個性 をも っ て い
て も ， やは り 社 会 の 一 員 で あ る こ と を重 く 受け止め る べ
き で あ り ま す 。 以 上 に 思 い を致さな い 限 り ， さ ら に 大 き
な 歪みが生 ずる こ と は 明白で あ り ま す 。 諸君一 人一 人が，
どの よ う な 社 会 人 で あ る べき か ， 社 会 人 と し て い か に 生
- 4 ー
幸E 第 387号
き る べき か ， ま た ， どの よ う に し て 自 然 と 調和 す る べ き
か ． 大 学 を去る に あ た って ， 改 め て 熟慮される こ と を希
望い た し ま す 。
文明を謡歌 し ， 己の 権利のみ唱える の で は ， 何物 も 得
ら れな い で し ょ う 。 権利の享受 と 同時 に社会への 貢献は，
社 会 の 一員 と し て 当 然果 た す べ き 責務 で あ り ま す 。 ま た ．
テ ク ノ ロ ジ ー の 成 果 に 甘え， その 利便さの みに 価 値 を見
い だす の で あ れば， 地 球 の 将 来 に 希望は も て ま せん。
い ま ， 最高学府を去る 諸君に ， さ ら な る 言 は 不 必 要 だ
と 考えま す 。 以 上述べた よ う に ， い か に 生 き る べ き か を
常に 自 ら 問い か け つつ， 己の 道 を進ま れる こ と を希望 し
ま す 。
最後に ， 諸君の前 途がそれぞれに 充 実 し ， そ し て 輝か
し い も の で あ る こ と を心 か ら 祈念 し て ， 送 別 の 言 葉を終
わ り ま す 。
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（ 法 律 ）
O 国 家 公務 員 法 の 一 部 を改正 す る 法律 （ 3 )  
（ 平 9. 3. 26 官 報号外 第 57号 ）
0恩給法等の 一 部 を改正 す る 法律 （ 4 ) （ 同 上 ）
O 国 立学校 設 置 法 の 一 部 を改 正 す る 法律 ( 14 )
（ 平 9. 3 .  3 1  官 報号外特 第 5 号 ）
（ 政 令 ）
O 国 立学校 設 置 法 施 行 令の 一 部 を改 正 す る 政令（80 )
（ 平 9. 3. 28 官 報号 外 第 59号 ）
0 日 本 育 英 会 法 施行令の 一 部 を改 正 す る 政令（95 ) （ 同
上 ）
O 国 立学 校 設 置 法 施行令の 一 部 を改正 す る 政令（99 )
（ 平 9. 3 .  31 官 報号外特第 5 号 ）
（ 省 令 ）
O 国 家 公 務 員 宿舎法 施 行 規 則 の 一部 を改 正 す る 省令
（ 大 蔵 7 ) （ 平 9. 3. 17  官 報 第 2097号 ）
0学校教育法 施行規則 の 一 部 を改 正 す る 省令の 一部 を
改 正 す る 省令 （ 文 部 6 ) （ 平 9. 3. 24官 報第2101
号 ）
0大学入学資格検定規程 の 一 部 を改 正 す る 省令 （ 同 10)
（ 平 9. 3. 27 官 報 第 21 04号 ）
0 国 家 公 務 員 等共済組合法 施行規則 等 の 一 部 を改 正 す
る 省令 （ 大 蔵20) （ 平 9. 3. 28 官 報号 外 第59号 ）
O 国立学校 設 置 法 施行規則 の 一 部 を改 正 す る 省令 （ 文
部 1 3 ) （ 平 9. 3. 31 官 報号外 第60号 ）
0 教 育 公務 員 特例 法 施行令第 1 条 の 規 程 に 基づ き 大 学
院 に 置 か れる 研 究科 の 長 を定 め る 省令の 一 部 を改 正
す る 省令 （ 同14) （ 向上 ）
0 国立大学 の 学 科 及 び課程 並 び に 講座及 び学科 目 に 関
す る 省令の 一部 を改 正 す る 省令 （ 同 15 ) （ 向上 ）
0 国 立大学 の 大 学 附 置 の 研 究 所 の 研 究 部 門 に 関 す る 省
令等の 一 部 を改正 す る 省令 （ 同 16 ) （ 同 上 ）
0大学 共 同 利用 機 関 紐織運営規則 の 一部 を改 正 す る 省
令 （ 同 17 ) （ 同 上 ）
（ 規 則 ）
O 人 事 院規則 17- 0 （ 管理 職 員 等 の 範囲 ） の 一 部 を改
正 す る 人 事院 規 則 （ 人 事 院 17- 0 -45 )  （ 平 9. 3. 
25 官 報 第 21 02号 ）
（ 告 示 ）
O 平 成 10年 度科学研究費補助金 （ 国 際学術研究 ） に よ
る 研究課題を公 募す る 件 （ 文部53 ) （ 平 9. 3 .  28 
官 報 第2105号 ）
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富山大学学則の一部 改 正
－ 富山大学学則の改正理由
1 教 育 学 部及び工学 部 の 学科 改組 に 伴 い ， 所 要 の 改 正 を行 う 。
2 人 文 学 部 国 際 文化学科及び理学部 地球科学 科 の 入学定員 の 改訂並び に 理 学 部 に 第 3 年 次 編入 学 定 員 が 新設 さ
れる こ と に 伴 い ． 所 要 の 改 正 を行 う 。
富 山 大 学学則 の 一 部 を改 正 す る 学則 を次の と お り 制 定す る 。
平 成 9 年 3 月 21 日
富山大学学則の一部を改正する学則
富 山 大学学則 （ 昭和 59年 3 月 12 日 全部改 正 ） の 一 部 を
次 の よ う に 改正 す る 。
第 2 条 第 l I頁 中 「小 学校教員 養 成 課 程 ， 中 学校 教 員 養
成 課 程 ， 養 護 学 校教 員 養 成 課 程 ， 幼稚 園 教 員 養 成 課 程 ，
情報教育 課程j を 「学校 教 育 教 員 養 成 諜 程 ， 総 合 教 育 課
程」 に ， 「電子情報工学科 ， 機械 シ ス テ ム 工 学 科 ， 物 質
工 学 科 ， 化 学 生 物 工学科Jを 「電気電 子 シス テ ム 工学科，
知 能情 報 工 学 科 ， 機械 知 能 シ ス テ ム 工学科， 物 質 生 命 シ
ス テ ム 工学科」 に 改 め る 。
別 表 第 1 を次 の よ う に 改 め る 。
別 表 第 1
学 部 学 科 等 入学定員 事妹編入制 収容定員
人 文 ：国子． 科 70人 280人
国 際 文 化 学 科 50 200 
人文学部
言 語 文 化 学 科 85 340 
計 205 820 
学校教育教員養成課程 1 50 600 
教育学部 総 合 教 育 課 程 40 160 
計 190 760 
経 i斉 学 科
昼 間 主 コ ー ス 155 620 
夜 間 主 コ ー ス 20 80 
年歪 〆凸'-4 寸＝一 科
経済学部
昼 間 主 コ ー ス 120 480 
夜 間 主コ ー ス 20 80 
経 戸邑以． j去 学 科
昼 間 主 コ ー ス 100 400 
夜 間 主 コ ー ス 20 80 
計 435 1,740 
富 山 大 学 長 小 黒 千 足
数 ρ寸4“' 科 52 208 
物 理 学 科 42 168 
イヒ ザ，，，ー，－ 幸十 38 152 
生 物 学 科 38 152 
理 学 部
地 球 科 学 科 40 160 
生 物 園 環 境 科 学 科 30 120 
（ 各 学 科 共 通 ） 10 10  
計 240 10 980 
電気電子システム工学科 96 5 394 
知 能 情 報 工 学 科 86 344 
工 学 部 機械知能システム 工学科 101 5 414  
物質生命システム工学科 159 636 
計 442 10 1 , 788 
% 言十 1 , 512  20 6 , 088 
備 考 経 済 学 部 の 「昼 間 主 コ ー ス 」 と は ， 主 と し て 昼
間 に 授 業 を行 う コ ー ス を， 「夜間 主 コ ー ス 」 と は ， 主 と
し て 夜 間 に 授 業 を行 う コ ー ス をい う 。
別 表 第 2 中
日 教育学部 小学校教員養成課程 小学校教諭一種免許状
中学校教員養成謀程 中学校教諭一種免許状 国語
養護学校教員養成課程 中学校教諭一種免許状 社会
幼稚園教員養成諜程 中学校教諭一種免許状 数学
中学校教諭ー径免許状 理科
中学校教諭一種免許状 音楽
中学校教諭一種免許状 美術
中学校教諭一種免許状 保健体育
中学校教諭一種免許状 家庭
中学校教諭一種免許状 英語
中学校教諭一種免許状 技術
高等学校教諭一種免許状 国語
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高等学校教諭一種免許状 地理歴史
高等学校教諭一種免許状 公民
高等学校教諭一種免許状 数学
高等学校教諭一種免許状 理科
高等学校教諭一種免許状 音楽
高等学校教諭一種免許状 美術
高等学校教諭一種免許状 書道
高等学校教諭一種免許状 保健備
高等学校教諭一種免許状 家庭
高等学校教諭一種免許状 英語
養護学校教諭一種免許状
幼稚園教諭一種免許状
情報教育課程 中学校教諭一種免許状 数学
中学校教諭一種免許状 理科
高等学校教諭一種免許状 数学
高等学校教諭一種免許状 理科
日 教育学部 学校教育教員養成課程 小学校教諭一種免許状
中学校教諭一種免許状 国語
中学校教諭一種免許状 社会
中学校教諭一種免許状 数学
中学校教諭一種免許状 理科
中学校教諭一種免許状 音楽
中学校教諭一種免許状 美術
中学校教諭一種免許状 保健体育
中学校教諭一種免許状 家庭
中学校教諭一種免許状 英語
中学校教諭種免許状 技術
高等学校教諭一種免許状 国語
高等学校教諭一種免許状 地理歴史
高等学校教諭一種免許状 公民
高等学校教諭一種免許状 数学
高等学校教諭一種免許状 理科
高等学校教諭一種免許状 音楽
高等学校教諭一種免許状 美術
高等学校教諭一種免許状 書道
高等学校教諭一種免許状 保健輔
高等学校教諭一種免許状 家庭
高等学校教諭一種免許状 英語
養護学校教諭一種免許状
幼稚園教諭一種免許状
日 工学部 ｜電子情報工学科 高等学校教諭一種免許状 工業
機械システム工学科 高等学校教諭一種免許状 工業
物質工学科 高等学校教諭一種免許状 工業
化学生物工学科 高等学校教諭一種免許状 工業
電気電子システム工学科 高等学校教諭一種免許状 工業
知能情報工学科 高等学校教諭一種免許状 工業
機械知能システム工学科 高等学校教諭一種免許状 工業
物質生命システム工学科 高等学校教諭ー種免許状 工業
改 め る 。
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附 買IJ
を 1 こ の 学則 は ， 平 成 9 年 4 月 1 日 か ら 施行 す る 。
リ
リ
リ
2 富 山 大学学則 の 全部 を改 正 す る 学則 （ 昭 和 59 年 3 月
12 日 制 定 ） の 一 部 を次の よ う に 改 正 す る 。
附 則 第 3 項を次 の よ う に 改 め る 。
3 別 表 第 1 に 規定す る 入 学 定 員 に は ， 当 分 の 間 ， 次
に 定 め る 定員 を含む も の と す る 。
学 部 弓出」． 科 定 員
人 文 よ寸誌ー． 科 5 人
人文学部 言 語 文 化 学 科 5 
計 10 
数 学 科 2 
物 理 学 科 2 
理 学 部 化 ：出子． 科 3 
生 物 学 科 3 
計 10 
電気電子シ ス テム工学科 6 
知 能 情 報 工 学 科 6 
工 学 部 機械知能シ ステム工学科 11 
物質生命シ ス テム工学科 4 
計 27 
正CJ込 計 47 
3 別 表 第 1 に 定 め る 収容定員 は ． 平 成 9 年 度 か ら 平
成 1 1 年 度 ま で は ， 次 の と お り と す る 。
学 部 学 科 等 平成9年度 平成10年度 平成11年度
人 文 ナぷム 科 280人 280人 280人
国 際 文 化 学 科 170 180 190 
人文学部
言 語 文 化 学 科 350 340 340 
計 800 800 810 
学校教育教員養成課程 150 300 450 
教育学部 総 合 教 育 課 程 40 80 120 
計 190 380 570 
｛（：土叉 i斉 戸寸ん- 科
昼 間 主 コ ー ス 620 620 620 
夜 間 主 コ ー ス 80 80 80 
経 戸邑以． 学 科
昼 間 主 コ ー ス 480 480 480 
経済学部
夜 間 主 コ ー ス 80 80 80 
司�怯叉 戸邑且． 法 寸詳£．ー 科
昼 間 主 コ ー ス 400 400 400 
夜 間 主 コ ー ス 80 80 80 
言十 1 ,740 1,740 1 , 740 
数 持十� 科 209 208 208 
物 理 寸ぷ£ー． 科 173 168 168 
1l: 詳十ム 科 152 152 152 
理 学 部 生 物 戸寸旦ー． 科 154 152 152 
地 E求 科 学 科 132 140 150 
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生 物 園 環 境 科 学 科 1 20 
各学科共通（第3年次編入学分） 10 
計 950 
電気電子シ ステム工学科 96 
知 能 情 報 工 学 科 86 
工 学 部 機械知能シ ス テム工学科 101 
物質生命シ ス テム工学科 1 59 
計 442 
ぷEミコ、 言十 4 , 122 
120 
20 
960 
192 
172 
202 
318 
884 
4 , 764 
学
120 
20 
970 
293 
258 
308 
477 
1,336 
5,426 
幸日 第387号
4 平成 9 年 3 月 31 日 に おけ る 教育学部 の 小 学 校教 員 養
成課程， 中学校教員養成課程， 養護学校教員 養成課程，
幼稚園教員 養成課程及び情報教育課程並び に 工学 部 の
電子情報工学科， 機械 シ ス テ ム 工学科， 物 質 工学科及
び化学生物工学科 に つ いて は ， 平成 9 年 3 月 3 1 日 に 当
該課程又 は学科 に 在学 す る 者 が，当 該課程 又 は 学 科 に
在学 し な く な る 日 ま での 問， 存続す る も の と す る 。
富山大学教養教育委員会規則の一部改正
富山大学教養教育委員会規則の改正理由
専 門 基礎科 目 部会 を廃止す る た め ， 所 要 の 改正 を行 う 。
富 山 大学 教 養 教 育 委 員 会規則 の 一 部 を改 正 す る 規則 を次 の と お り 制 定す る 。
平 成 9 年 3 月 21 日
富山大学教養教育委員会規則の一部を改正する規則
富 山 大学 教 養 教 育 委 員 会規則J （ 平 成 5 年 3 月 12 日 制定）
の 一 部 を次 の よ う に 改 正 す る 。
富 山 大 学 長 小 黒 千足
第 7 条第 3 項中 「及び専 門基礎科 目 に係 る 事項を担当 す
る た め の 部会」 を削 る 。
附 則
こ の規則 は， 平成 9 年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。
富山大学における教養科目及び共通基礎科目履修規則の一部改正
富山大学における教養科目及び共通基礎科目履修規則の改正理由
教 養 教 育 の カ リ キ ュ ラ ム 等を見直 し ， 教 育 内 容 の 充 実 を図 る た め ， 所要事項を改め る 。
富 山 大 学 に おけ る 教養 科 目 及び共通基礎科 目 履修規則 の一部 を改 正 す る 規則 を次の と お り 制 定す る 。
平 成 9 年 3 月 21 日
富 山 大 学 長 小 黒 千足
富山大学における教養科目及び共通基礎科目履修
規則の一部を改正する規則
富 山 大 学 に おけ る 教養 科 目 及び共通基礎科 目 履修 規 則
（ 平 成 5 年 4 月 1 日 制 定 ） の 一 部 を次の よ う に 改 正 す る 。
第 3 条 第 1J頁 の 表 を次 の よ う に 改 め る 。
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授 業
教 養 科 目
共通基礎科 目
正ロ〉、
科 目
教 養原 論 （教 養
原論演習 を 除く 。 ）
総合 科 目
計
外国語科 目
保健体育科 目
情報処理科 目
又は言諸表現科 目
言十
計
単 位 数
各 学 部 経 済学 部
（経I存湖司主問主
夜間 主コースコースを除く。）
12単位又は14単位 12単位
6単位又は4単位 4 単位
18単位 16単位
8 単位 4 単位
( 2カ国語各4単位） （ 英語 ）
2 単位 2 単位
2 単位
12単位 6 単位
30単位 22単位
平 成 9 年 4 月 発行 学
第 5 条 の 表 を次 の よ う に 改 め る 。
ぷサ4 ．ー 部 選 択 科 目 自 由 科 目
人文 学部 社会科学系授業科目 12単位又は
14単位（各
系から4単
自然科学系授業科目 叫1上）
教育学部 人文科学系授業科目 12単位又は
社会科学系授業科目 14単位（各 人文科学系授業科目系から2単
自然科学系授業科目 位以上）
経済 学部 人文科学系授業科目 12単位又は 社会科学系授業科目 4単位まで
（昼間主 14単位（各系から4単
コース） 自然科学系授業科目 位以上） 自然科学系授業科目
理 学 部 人文科学系授業科目 12単位又は
14単位（各
系から4単
社会科学系授業科目 位以上）
工学 部 人文科学系授業科目 12単位又は
14単位（各
系から4単
社会科学系授業科目 位J;,l上）
経済 学部 人文科学系授業科目 人文科学系授業科目
（夜間主 社会科学系授業科目 ロ単f立 社会科学系授業科目 8単位まで
コース） 自然科学系授業科目 自然科学系授業科目
第 7 条 第 2 項 に 次 の た だ し 書 を加 え る 。
た だ し ． 教 養 原 論 に つ い て は 1 年 次前 期 に お い て 不
足す る 単 位 を 1 年 次後期 に 履 修 す る こ と がで き な い 。
別 表 1 （ 第 2 条 関 係 ） 1 教 養 原 論 の 表 人 文科学系 の 項 中
こころの科学 2 1 ·L 理と教 育
｜
教一 2 教育学部の学生は履
修できない。
日こころの科学こころの科学 2 
現 代 と教 育 現代と教育 2 教育学部の学生は履
修できない。 lj 
中百貝yaJ の系
。
学
る
科
め
会
改
社
に
表同
「i’ 社会科学の方法と理論 2 
社会理論と現代 現代社会論I 2 
現代社会論H 2 
日本国憲法 2 
国家と政治 2 
法と政治
経済生活と法 2 
市民生活と法 2 をリ
11 
社会理論と現代
社針＋学の方法と理論 2 
現代社会論 2 
日本国憲法 2 
法 と政治
国家と市民 2 
経済生活と法 2 
市民生活と法 2 
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1地域と生 活｜；：；；；：；；
同凶門口
会副社とみ 斉
ーく寅
一
粧中
一し勲
一
の化
頃
一のと
一
域文
び
一命命一
地
恥
戸
出
一
活
一 o
H子一界
一
生
一
る科
一
世
一；
一
め然
一
う
一
札一攻始
一
和
一
地
一
同
一
生
「 川
5111
1 ‘
「HIll－ 同凶口υ
をに
Ill－－川」 1111L川」
1生命の世界｜…界
11 自然、と数理 2 
数 理の世界 社会と数理 2 
情報と数理 2 
機械の力学 2 
生産のための技術 2 
技 術の世界
電気電子機器 2 
材料の科学 2 
生活の科学 2 
生 活 の 科 学 睡眠の科学 2 園芸 .2 リを11 2 ｜自然と情報の数理
数 理の世界
社会と情報の数理 2 
技術の世界 2 
技 術の世界
材料の科学 2 
生活の科学 2 
生 活 の 科 学
睡眠の科学 2 リ
に改め る 。
別 表 1 （ 第 2 条 関 係 ） 2 総合科 目 の表中
「｜生活と福祉 I I 
｜人権と差別 I I 
1人一 I 2 I 
に I I 
｜現代の世界（時事的問題） I 2 I 
トータルコミュニケーショ ン 2 
2 総合科目特殊講義
に改め る 。
別 表 2 （ 第 2 条 関 係 ） 2 保健体育科 目 の 表 健 康 ス ポ ー
ツ の 項 中 「実技」 を 「実技 （ 野外 実 習 を含 む 。 ） に 改 め
。る・』ハコ
- 9 ー
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別表3 （第7条関係）各学部（経済学部夜間主コースを除く。）の衰を次のように改める。
区
教養科目
教養原論
分 1 年 次
前 可丁ti" 期 期
次
一後
年
T
j
一期
内喝υ
－ 4J’一前一期
次
一後
年
T1
！
一期
内♂“
－ 4 4a
一前 備 考
6 ρ町
、、Iノpon4 6 
総合科目
共通基礎科目
外国語科目
2 2 2 
2 2 
2 2 2年次開講は， 自由科目の単位とする。
保健体育科目 2 4 
1 腰修できる単位は． 6単位とする。
2 野外実習は， 各年次の上限単位数を超え
て履修できる。
情報処理科目文は
言語表現科目 2 2 各科目の履修できる単位は， 2単位とする。
注：衰の単位は， 各期に履修できる上限単位数である。
附 則
1 この規則は， 平成9年4月1日から施行する。
2 平成8年度以前の入学者については， なお従前の例による。
富山大学研究生規則の一部改正
ー 富山大学研究生規則の改正理由 一
現職教育のため任命権者の命により派遣される教職員の出願手続き及び授業料等について， 所要事項を定める。
富山大学研究生規則の一部を改正する規則を次のとおり制定する。
平成9年3月21日
富山大学長 小黒 千足
富山大学研究生規則の一部を改正する規則 第11条 現職教育のため任命権者の命により派遣される
教職員については． 検定料， 入学料及び授業料は徴収
富山大学研究生規則（平成7年3月17日制定） の一
部を次のように改正する。
しない。
第3条中第 2項を第 3項とし． 第l項の次に次のl項
を加える。
2 前項の場合において， 現職教育のため任命権者の命
により派遣される教職員は， 任命権者の推薦書を添付
するものとする。
第11条を第12条とし， 第10条の次に次の1条を加える。
（現職教育のために派遣される者の授業料等）
附 則
この規則は， 平成9年4月1日から施行する。
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富山大学学生交流規則の一部改正
富山大学学生交流規則の改正理由
平 成 8 年 1 1 月 1 日 付 け 文 高 学 第 164号 文部省高 等 教 育 局長 通 知 に 基づ き ， 特別聴講学生 が 大 学 問相 互 単 位 互 換協
定 に よ る 公立又 は 私立の 大 学 の 学 生 の 場 合 の 授 業 料 の 取扱い が改め ら れた こ と に 伴 い ， 所 要 の 改 正 を 行 う 。
富 山 大学学生交流規則 の 一 部 を 改正 す る 規則 を 次 の と お り 制 定す る 。
平成 9 年 3 月 21 日
富 山 大学長 小 黒 千 足
富山大学学生交流規則の一部を改正する規則 基づく公立又は 私立の 大学 の 学 生 で あ る と き は ， 授 業
料 は 徴収 し な い。
富 山 大 学 学生 交流規則 （ 平 成 7 年 3 月 17 日 制 定 ）
の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 附 則
こ の 規則 は ， 平 成 9 年 4 月 1 日 か ら 施行 す る 。
第 25条 第 4 項 に 次 の た だ し 書 を 加 え る 。
た だ し ， 特別聴講学生 が大学問相 互 単 位 互 換協定 に
富山大学人文学部規則の一部改正
富山大学人文学部規則の改正理由
1 教 養 教 育 の カ リ キ ュ ラ ム 等 の 見直 し に 伴 い ， 所 要 の 改正 を 行 う 。
2 専 門 科 目 の カ リ キ ュ ラ ム を 見 直 し ， 教 育 内 容 の 充 実 を 図 る た め ， 所 要 の 改正 を 行 う 。
富 山 大 学 人 文学 部規則 の 一 部 を 改正 す る 規則 を 次 の と お り 制 定す る 。
平成 9 年 3 月 21 日
富山大学人文学部規則の一部を改正する規則
富 山 大 学 人 文学部規則 （ 昭和 52年 5 月 16 日 制 定 ） の
一部 を 次 の よ う に 改正 す る 。
別表 I （ 第 3 条 第 2 項 関 係 ） 及 び別 表 II （ 第 4 条関係）
を 次 の よ う に 改 め る 。
別 表 I （ 第 3 条 第 2 項 関 係 ）
授 業科 目 及 び単 位 数
教 養 科 目 及 び共通基礎科 目
区 分 王 題 等 授 業 科 目
教 教 人 思想 と倫 理
哲 学 の す す め
人 間 と 倫 理
養 養 文 こ こ ろ の 科 学 こ こ ろ の 科 学
系 現 代 と 教 育 現 代 と 数 育
科 原
科 日 本 の 歴 史 と 社 会
日 論 目
歴 史 の 世 界 東 洋 の 歴 史 と 社 会
西 洋 の 歴 史 と 社 会
単位数
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
人
文
系
科
教 教 目
養 養 社
4" 
科 原 系
科
日
目 号白岡ι 
科白
が．
日系
富 山 大学長 小 黒 千 足
文 学 の 世 界
日 本 文 寸＂＇んー
タト 国 文 学
言 語 と 文 化 言 5苦 と 文 イヒ
音 楽
芸術 の 世 界 美 神j
社会理論 と 現代
社会科学の方法 と 理論
現 代 社 会 論
日 本 国 憲 法
法 と 政 治
国 家 と 市 民
経 済 生 活 と 法
市 民 生 活 と 法
経済 ・ 経営データ を読む
:ll二＼ 業 と 仕 事
産 業 と 経 済 世界経済の過去 と 現在
日 本 の 経 済 と 産 業
日 本 の 企 業 経 営
地 域 と 生 活 地域の経済 と社会 ・ 文 化
地 球 の 構 造 と 活 動
地 球 と 環 境
地 球 の 環 境
- 1 1 -
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
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専 門 科 目生 命 の 世 界 生 命 の 世 界 2 
教
十，」』． 宙 の 構 造 2 
自 化 学 物 質 の 世 界 2 
自 然 の 構 造
物 質 の 構 造 2 教 炊 量 子 の 世 界 2 養
自 然 と 情 報 の 数 理 2 
系 数 理 の 世 界
社 会 と 情 報 の 数 理 2 
科 技 術 の 世 界 2 原 技 術 の 世 界 材 料 の 科 学 2 
養 自 生 活 の 科 学 2 生 活 の 科 学 経 眠 の 科 学 2 
吾o""岡
情 報 の 科 学 コ ン ピ ュ ー タ の 百首 2 
事文 養 原 言命 I寅 習 2 又は 4
環 境 2 
生 と 死 2 
ジ ェ ン ダ ー （ 性 ） 2 
科 ’L、 と 身 体 2 
ぷロ〉、 技 術 と 干士 ぷ.］；、; 2 
現 代 文 化 2 
人 機 と 福 祉 2 
環 日 本 海 2 
科
科 学 と 社 4:、; 2 
目 現代の社会（時事的問題 ） 2 
トータルコミュニケーション 2 
目 総合 科 目 特 殊 講 義 2 
日 本 事 1育 6 
英 E苦 A 4 
タト 英 言昔 B 4 
ド イ ツ 5昔 A 4 
ド イ ツ 言苦 B 4 
共 国 フ ラ ン ス 5苦 A 4 
フ ラ ン ス 語. B 4 
中 国 5苦 A 4 
通 語 中 国 E昔 B 4 
ロ 二／ ア E苦 A 4 
ロ ン ア Z苦 B 4 
基 科 事月 軍事 E苦 A 4 
朝 撃事 言苦 B 4 
フ ア ン 言寄 B 2 
礎 目 日 本 言苦 A 4 
日 本 �tt B 4 
阪育 健 康 ・ ス ポ ー ツ 論 3 
科 健科 健 康 ス ポ ー ツ 演 習 2 
除目 健 康 ス ポ ー ツ 4 
情理
目 版科 ｛育 報 処 理 2 拠目
居現E苦科 言 E苦 表 現 2 
懐 日
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人 文学科
授 業 科 目1 i l 授 業 科 目 I i i 授業科 目 I i習実IEE 学学学学書館
館館
文 書書古文
文文
aaa
，n唱，nT戸hu
R3E
ロ
FE 入ヤ
級
論シ中礎リ語論基ギ
ン概
間典テ
学
人古ラ哲 61文化構造講読 1 2  
2 1文化構造特殊講義I 18 
2 1芸術文化史 I 2 
21コミュニケーションと社会 ｜ 2 
西洋思想史I I s I文書館学実習 I 3 I美術史 I 2 
西洋思想．史E I s I日本史基礎演習 I 4 I言語学概論 I 4 
哲学特殊講義 I s I東洋史慨説 I s I 音声学 I 4 
哲学演習 I s I東洋史特殊講義 I 12 I言語学実験実習 I 2 
哲学講読 I s I東洋史演習 I 24 I言語学演習 I t6 
文化基礎塾講読 I 2 I東洋史実習 I 2 I言韮品特殊講義 I' 時ロ岡冊 目L l車十 ＂＇－＇究 I ロロナ廿珂晴 I i 
美学 I 2 I東洋史基礎演習 I 4 I個別言語論 I 4 
論理学 ；広；；ア結I : I：：：；；立I 4 倫理思想
宗教思想 I 4 I西洋史特殊講義 I 12 I心理学実験E I 4 
東洋思想史 I 6 I西洋史演習 I 28 I心理学演習 I 10 
現代と思想 I 4 I西洋史実習 I 2 I心理学特殊講義 I 18 
比較思想 I 4 I西洋史基礎演習 I 4 I心理学研究法 I 2 
人間学特殊講義 I 6 I史学概論 I 2 I社会学概論 I 4 
人間学演習 I 10 I史学史 I 2 I社会学実習 I 5 
人間学講読 I B I 東西交流史特殊講義 I 2 I社会学演習 I s 
世界史序説 I 4 I行動文化入門 I 4 I社会学講読 I s 
日本史概説 I 8 ＼行動文化研究法 I 4 I社会学特殊講義 \ 18 
日本史特殊講義 I 18 I行動文化特殊講義I 6 I社会調査法 I s 
日本史演習 I 24 I文化構造慨論 I 6 I社会経済史 I 4 
日本史実習 I 6 I文化構造実習 I 4 I法制史 I 2 
日本史史料講読 I 6 I文化構造演習 112 I卒業研究 I to 
専 門 科 目
国際文 化学科
目1il 授 業 科 目 Iii 授 業 科 目 Ii
国際文化入門
国際文化概論
情報文化論
都市研究
｜ 日本文化論演習 I 8 I人文地理学概払 ｜ I -"- 関岡 I I J‘・ 4豆一F’＂＇－悶悶 I 
2 1日本文化講読 I 4 I 人文地理学特殊講義 I 12 
2 1中国文化講読 I 4 I人文地理学演習 I s 
2 1ロシア文化講読 I 4 I人文地理学講読 I 4 
国際地域研究（地誌学ll 2 I ア メ リ カ文化講読I 4 I人文地理学実習 I 5 
7イノ リ ティ研究｜ 21日本語・日本文化論講読 I BI文化人類学概論
国際社会研究（政治学）｜ 2 1外国語演習
民俗学 I 2 I日本語表現法
地球環境研究｛自然地理学）｜ 2 1日本の社会と文化
国際動態研究 I 2 I日本の歴史と思想
国際文化関帳論特暁講義 I 2 I比較日本文化論
4 1文化人類学特殊講義I 10 
4 I文化人類学演習 I s 
4 I文化人類学講読
4 I文化人類学実習 I 3 
2 I比較社会概論 I 4 
2 I 比較社会論特殊講義I s 国際文化関係論責習I 自然人類学
（日本と東 ア ジ ア） I 2 Iヨーロッパ文化論I 2 I比較社会論演習 I s 
国際文化関係輪車習Ill ｜文化環境論演習 I 4 I比較社会論講読 I 4 
（日本と欧米lI 2 I文化環境論講読 I 2 I比較社会論実習 I 4 
国際文化関係論実習 I 2 I考古学概論 I 4 I比較文学慨論 I s 
日本文化特殊講義I 4 I考古学特殊講義 I 20 I比較文学特殊講義I 14 
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中国文化特殊講義 4 考古学演習 8 比較文学演習
ロシア文化特殊講義 4 考古学講読 4 比較文学講読
アメリカ文化特殊講義 4 考古学実習 6 日本史概説
朝鮮文化特殊講義 4 博物館学 I 2 東洋史概説
日本文化演習 8 博物館学H 2 西洋史概説
中国文化演習 8 博物館学皿 2 法制史
ロシア 文化演習 8 博物館実習 3 国際公法
ア メ リカ文化演習 8 生涯学習概論 2 教育学概論
比較日本文化論責習 4 視聴覚教育メディア論 2 卒業研究
専 門 科 目
言語 文化学科
授 業 科 目
日本東洋言語文化特殊講義
日本語学演習
単位数 t霊
4 英語史E
20 英文法 I
業 科
日本文学演習
日本語学講読
日本文学講読
日本語学特殊講義
日本文学特殊講義
日本語学概論
20 英文法E
16 英語学特殊講義
16 英語学講読A
20 英語学講読B
20 英語学演習A
4 英語学演習B
10 英米文化論
目
学
14 
14 
4 
4 
4 
2 
4 
2 
10 
単｛数立
8 
2 
4 
2 
8 
日本文学史
書道史
朝鮮言語文化演習
朝鮮言語文化講読
朝鮮言語文化概論
41英語コミュニケイショ ン （作文）｜ 4 
81英語コミュニケイシヨ ン （会話l I 4 
朝鮮言語文化特殊講義
朝鮮語会話
朝鮮詩作文
朝鮮史
朝鮮学入門
中国言語文化演習
中国言語文化論読
中国言語文化概論
中国言語文化特殊講義
中国文化論
中国語会話
中国語作文
8 専門基礎ドイツ語 2 
10 ドイツ言語文化演習 18 
10 ドイツ言語文化講読 20 
10 ドイツ文化論 6 
2 ドイツ文学史 10 
2 ドイツ言語文化特殊講義 12 
2 ドイツ語会話 10 
12 ドイツ語作文
12 フ ラ ン ス言語文化演習 14 
6 フ ラ ン ス言語文化講読 14 
18 フ ラ ン ス文化論 6 
2 フ ラ ン ス文学史 8 
8 フ ラ ン ス言語文化特殊講義 10 
4 フ ラ ン ス語会話 10 
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ア メ リ カ文学史 6 フ ラ ン ス誇作文 4 
イ ギ リ ス文学史 I 2 比較言語文化講読 4 
イ ギ リ ス文学史E 2 ロシア言語文化演習 12 
英米言語文化基礎講義 2 ロシア 言語文化講読 12 
英米言語文化特殊講義 16 ロシア文化論 4 
英米言語文化講読A 8 ロシア 言語文化特殊講義 14 
英米言語文化講読B 12 ロシア語会話 6 
英米言語文化演習A 4 専門基礎ロシア語 2 
英米言語文化演習B 16 卒業研究 10 
英語史 I 2 
別表 II （ 第 4 条 関 係 ）
卒 業 に 必 要 な 修 得 単 位 数
人文学科 ・ 国際文 化学科 ・ 言語文 化学科
区 分
修 ｜ 選必 択 自 由
教
科
養
教 養 原 論 12又は 14
総 合 科 日 6 又は 4日
共 外 国 語 科 目 8 ( 2 か 国 語 ）
通
基 保 健 体 育 科 目 2 10 
礎 情 報 処 理 科 目
科
日 言 語 表 現 科 目
専 r� 科 日 84 
言十 124 
1 教養原論は ． 社会， 自 然の各系 列 か ら ， 各 4 単位以上， 計
12単位又は 1 4単位 を 修得す る こ と 。
2 教養科 目 は， 教養原論 と総合科 gを あ わせて 18単位修得す
る こ と 。
3 外国語は . 2 ヶ 国語各 4 単位計 8 単 位 を 修得す る こ と 。
4 外国人留学生 に 対 し ， 日 本事情及 び 日 本語 に 関す る 科 目 を
開講 し て い る が， 修得方法 は 別 に定め る 。
5 自 由単位に は上記の ほ か 他学部の専門 科 目 （教職 に 関 す る
専 門科 目 を 除 く 。 ） も 含め る こ と がで き る 。
附 則
1 こ の 規則 は ， 平 成 9 年4 月 1 日 か ら 施行 す る 。
2 平 成 8 年 度 以 前 の 入学 者 に つ い て は ， な お 従 前 の
例 に よ る 。
富山大学教育学部規則の一部改正
富山大学教育学部規則の改正理由
教 育 学 部 の 学科改組 に 伴 い ， 所 要 の 改正 を 行 う 。
富 山 大学教育学部規則 の 一 部 を 改正 す る 規則 を 次 の と お り 制 定す る 。
平 成 9 年 3 月 21 日
富 山 大 学 長 小 黒 千 足
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富山大学教育学部規則の一部を改正する規則
富 山 大 学 教 育 学 部 規 則 （ 昭 和 27年4 月 18 日 制 定 ） の
一 部 を 次 の よ う に 改正 す る 。
第 2 条 を 次 の よ う に 改 め る 。
（ 系 ， 専 攻 及 び コ ー ス ）
第 2 条 学校教育 教 員 養 成課 程 に 次 の 系 及 び専 攻 を 置く。
学 校 教 育 系 (1 ）教 育 学 専 攻 (2）学校心理学専攻
(3 ）幼 児 教 育 専 攻
障 害児 教 育 系 障 害 児 教育専攻
言語 ・ 社 会 系 (1 ）国語教育専攻 (2）英語教育専攻
(3 ）社会 科 教 育 専 攻
自 然 ・ 生 活 系 (1 ）数学教育専 攻 (2）理科教 育 専 攻
(3 ）技術教 育 専 攻 (4 ）家 政教育専攻
芸 術 ・ 体 育 系 (1 ）音楽 教 育 専 攻 (2）美術教育専攻
(3 ）保健 体 育 専 攻
別 表 I
報 第387号
2 総 合 教 育 課程 に 次 の コ ー ス を 置く。
(1 ）情報教育学 コ ー ス (2）環境教育 コ ー ス
(3）生 涯 ス ポ ー ツ コ ー ス
第 3 条 中「， 別表 I （イ）及 び（ロ）」 を 「， 別表 I 」 に 改 め る 。
第 1 1条 第 3 項 中 「課程又 は 専攻 （ コ ー ス ） 」 を 「専 攻
（ コ ー ス ） J に 改 め る 。
第 20条 中 「，別表 H 及 び別表 咽」 を 「， 別表 E ， 別表
W 及 び別表 珊 」 に 改 め る 。
別表 I か ら 別表 W ま で を 次 の よ う に 改 め る 。 （ 別添の
と お り ）
附 則
1 こ の 規則 は ， 平 成 9 年4 月 1 日 か ら 施行 す る 。
2 平 成 8 年 度 以 前 の 入学 者 に つ い て は ， な お 従前 の
例 に よ る 。
卒 業 に 必 要 な 単 位 数
1 学 校 教 育 教 員 養 成 課程
(1 ) 学校教 育 系 ， 障 害 児 教 育 系
ι戸竺
学 校 教 育 系 障 害 よ巴 教 育 系
教 育 学 ， 障 害 ｝巴 教 育 専 攻
学校心理学 専 攻 幼児教育専攻 〔 小 〕 〔 中 〕第 一 群 第二 群
教 人 文科 学 系 2 2 2 2 2 ト一一一一一一一一ー一
養 教養原論 社 会 科 学 系 2 6 2 2 6 2 2 6 2 2 6 2 2 6 2 自 然科 学 系 2 2 2 2 2 科 総 合 科 目 4 4 4 4 4 
目 計 1 8 1 8 1 8 1 8 1 8 
科共 外 国 語 科 目 8 ( 2ヶ国語各4 ) 8 ( 2ヶ国語各4 ) 8 ( 2ヶ国語各4 ) 8 ( 2ヶ国語各4 ) 8 ( 2ヶ国語各4 ) 
通 保 健 体 育 科 目 2 2 2 2 2 
基 情 報 処 理 科 目目 礎 言 語 表 現 科 目 2 2 2 2 2 
計 3 0 3 0 3 0 3 0 3 0 
学 部 共 通 科 目 4 4 4 4 4 
教 専 攻 科 自 2 4 2 0 
小学校及び幼稚園の教科
1 8 1 6 1 0 
専 科 言十 1 8 1 6 1 0 2 4 2 0 
第
別表 E 参照 1 2 1 2 1 2 8 8 
村両
門 第 教科教育法 1 8 1 2 2 2 教 道 徳 教 育 2 2 2 2 
欄 特 別活 動 2 2 2 2 
科 第 生 徒 指 導 ・五 教 育 相 談 ・ 2 2 2 2 
有場 進 路 指 導
職 第』L 教 育 実 習 5 5 5 4 4 目 ノ、欄
専 攻 科 目 1 0 
計 5 1 1 7 3 5 2 0 2 0 
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科専 ｜ ；専 攻 科 目 3 0 2 3 2 3 2 3 
目 門 ｜ 特 日リ 石斉 � 6 6 6 6 6 
言十 7 9 7 3 7 8 7 7 7 3 
自 由 選 択 2 5 3 1 2 6 2 7 3 1 
i』J 計 1 3 4 1 3 4 1 3 4 1 3 4 1 3 4 
備考 1 障害児教育専攻
(1) 〔小〕は． 小学校教諭普通免許状を取得する課程である。
〔中〕は， 中学校教諭普通免許状を取得する課程である。
(2) 第一群は， 理科教育及び家政教育を専攻する場合を示す。
第二群は， 国語教育， 英語教育， 社会科教育． 数学教育， 技術教育， 音楽教育， 美術教育及び保健体育を専攻する場合を示
す。
2 幼児教育専攻の専攻科目30単位には， 教育職員免許法施行規則第6条の表の第四欄に定める． 教職に関する科目 の最低修得単
位18単位を含むものとする。
3 「第二欄J ' 「第三欄」等は， 教育職員免許法施行規則第6条の表に規定する区分である。
4 自由選択に， 教養科目及び共通基礎科目の単位を10単位まで含むことができる。
(2) 言 語 ・ 社 会 系 ， 自 然 ・ 生 活 系 ， 芸 術 ・ 体育系
授
科 目＼業：区分 ＼平＼＼ 専＼＼ 攻
＼ 
言語 ・ 社会系 国語教育， 社会科教育専攻 言語 ・ 社会系
自 然・ 生活系 数学教育， 理科教育， 家政教育専攻 英語教育専攻
芸術 ・ 体育系 音楽教育， 美術教育， 保健体育専攻 自 然 ・ 生活系
〔 小〕 〔 中 〕 技術教育専攻
教 人 文科学系 2 2 2 
養 教養原論 社 会 科学系 2 6 2 2 6 2 2 6 2 自 然科学系 2 2 2 科 総 合 科 目 4 4 4 目 計 1 8 1 8 1 8 
科共 外 国 語 科 目 8 ( 2 ヶ 国語各 4 ) 8 ( 2 ヶ 国語各 4 ) 8 ( 2 ヶ 国語各 4 ) 
通 保 健 体 育 科 目 2 2 2 
基 情 報 処 理 科 目目礎 言 語 表 現 科 目 2 2 2 
計 3 0 3 0 3 0 
学 部 共 通 科 目 4 4 4 
教 専 攻 科 目 1 2 4 0 4 0 
小学校及び幼稚園の教科
1 6 
科 百十 2 8 4 0 4 0 
専 第
別 表 E 参照 1 2 8 8 
欄
教 第 教科 教育法 1 8 2 2 門 道 徳 教 育 2 2 2 
欄 特 別 活 動 2 2 2 
第 生 徒 指 導 ・
科 五 教 育 相 談 ・ 2 2 2 欄 進 路 指 導
職 第--'-- 教 育 実 習 5 4 4 ノ、
目 欄
専 攻 科 目
計 4 1 2 0 2 0 
専 攻 科 自
特 思IJ 研 究 6 6 6 
計 7 9 7 0 7 0 
自 由 選 択 2 5 3 4 3 4 
i口b、 計 1 3 4 1 3 4 1 3 4 
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備考 1 国語教育， 社会科教育， 数学教育， 理科教育， 家政教育， 音楽教育， 美術教育， 保健体育専攻
〔 小〕は ， 小学校教諭普通免許状を取得する課程である。
〔 中〕は ， 中学校教諭普通免許状を取得する課程である。
2 「第二欄J ' 「第三欄j 等は， 教育職員免許法施行規則第6条の表に規定す る区分である。
3 自 由選択に， 教養科目及び共通基礎科目の単位を10単位まで含むことができる。
2 総合教育課程 別表 H
第387号
ぷ〉〈三 情 報 教 育 コ ー ス 学 部 共 通 科 目環生 涯境ス教 育 コ ー スポ ー ツ コ ー ス
教 人文科 学 系 2 
養 教養原論 社会科学系 2 6 自 然科学系 2 2 科 総 合 科 目 4 
授 業 科 目
教 育 臨 床
人 権 教 育 論
目 員十 1 8 教 育 メ デ ィ ア 実 習
科 共 外 国 語 科 目 8 ( 2 ヶ 国語各 4 ) 環 境 教 育 概 論
通 保 健 体 育 科 目 2 生 涯 ス ポ ー ツ
基 情 報 処 理 科 目目 礎 言 語 表 現 科 目 2 計
計 3 0 
学 部 共 通 科 目 4 
専
r� 専 攻 科 目 5 4 科
目
特 '5U 石耳 究 6 
計 6 4 
自 由 選 択 4 0 
ム"' 計 1 3 4 
備考 自 由選択に， 教養科目及び共通基礎科目の 単位を10単
位まで含むことができる。
別 表 皿
学 校 教 育 教 員 養 成 課程
免 許 法 施 行 規 則
に 定 め る 科 目 授 業 科 目
区 分 等
教 育 学 概 論
教 育 の 本 質 及 び 幼 児 教 育 学 概 論
目 標 に 関 す る 科 目 教 育 1!コ干 会寸旦ヨ． 
( A 群 ） 西 洋 教 育 史
日 本 教 育 史
幼児． 児童又は生徒 教 育 心 理 学
の 心 身 の 発 達 及 び 幼 児 心 理 学 概 論
学習 の過程 に 関 す る 児 童 心 理 学
科 目 生 涯 発 達 心 理 学
( B 群 ） 学 習 心 理 学
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開
設
単
位
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
教 職 に 関 す る 科 目
教育学， 学校心理学専攻
. . . .. ， 晶 ・ . . . ー ー ー ー ・ ー ー
ー ・ . ・ ・ ・ . ・ . . . . . . . .
国語教育 ， 社会科教育，
数学教育， 理科教育， 家政
教 育 ， 音 楽 教 育 ， 美 術
教 育 ， 保 健 体 育 専 攻
（ 小 〕
必修 選 択
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
幼 児 教 育 専 攻
必修 選 択
2 
2 
2 
2 
開 学校教育教員 養 成課程設単 総 合 教 育 課 程
｛立 選 択
2 2 2 2 2 
2 2 
2 2 
2 2 
10  4 
障害児教育， 国語教育，
社会科教育， 数学教育，
障害m教育専攻 〔 小 〕 理科教 育 ， 家政教育，
音楽教育， 美術教育，
必修 選 択
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
保健体育専攻 〔 中 〕
・ ・. . .砕 晶 骨 . . . ー ー ー ・ ー ー ・ . . . － ー ・ ー ー ー ー ー ー ， . .
櫛激育， 英語教育専攻
必修 選 択
2 
2 
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教 育 社 会 学 2 2 2 2 2 
教 育 に 係 る 社 会 的 生 涯 学 習 論 2 2 2 2 2 
制 度 的 又 は 経 営 的 学 級 集 団 心 理 学 2 2 2 2 2 2 2 2 2 
な事項 に 関 す る 科 目 教 育 命lj 度 2 2 2 2 2 
( C 群 ） 教 育 法 規 2 2 2 2 2 
0 教 育 社 会 心 理 学 2 
教育 の方法及 び技術 教 育 方 法 学 2 2 2 2 2 
（情報機扱ひ教材の活用 を含む。） 教 育 課 程 論 2 2 2 2 2 2 2 2 2 に 関す る 科 目 主寸uー． 習 指 導 2 2 2 2 2 
( D 群 ） 教 育 工 再寸んー 2 2 2 2 2 
計 4 4 8 4 4 4 4 4 4 4 
開 教育学， 学校心理学専攻 障害児教育， 国語教育，· · · - · · · --- - - - - - - - -
免 許 法 施 行 規 則 国語教育 ， 社会科教育，
社会科教育， 数学教育，
号目見"' 
数学教育， 理科教育， 家政
幼 児 教 育 専 攻 障害用教育専攻 〔 小 〕 理科教 育 ， 家政教育，に 定 め る 科 目 授 業 科 目 教 育 ， 音 楽 教 育 ， 美 術
音 楽 教 育 ， 美術教育，
単
教育， 保健 体 育 専 攻
保健体育専攻 〔 中 〕
等
［ 小 ）
， ． ， ， ー ・ ， － － － · － － ー ． ． － ー ー ー － ー ・ ー ー ー ー ー ー ー ー ・b
区 分
m術教育， 英語教育専攻
位 必修 選 択 必修 選 択 必修 選 択 必修 選 択
教科教育法に関す る 科 目 別 表 W 参 照 18 12  2 
道徳教育 に 関 す る 科 目 道 徳 教 育 論 2 2 2 2 
特 別活動 に 関 す る 科 目 特 別 活 動 論 2 2 2 2 
教育課程一般に関する科目 別 表 VI - 1 保育内容 に 関 す る 科 目 18 
指 導 法 に 関 す る 科 目 ( 1 ）一③参照
生徒指導 及 び教 育 相 談 生 徒 指 導 論 （ 小 ） 2 2 2 に 関 す る 科 目
生徒指導， 教育相談及び 生 徒 指 導 論 （ 中 ） 2 2 進路指導 に 関 す る 科 目
教 育 実 習 教 育 実 習 （ 小 ） 7 5 5 教 育 実 習 （ 中 ） 6 4 （事前及び専討を併時 l 単位を含む） 教 育 実 習 （ 幼 ） 7 5 
33 4 31 4 27 4 16 4 t仁』] 計 4 4 
41 35 35 20 
備考 O印を付 し た授業科目は， 他の学部学生専用の開設授業科目である。
別 表 W
教 科 教 育 法 に 関 す る 科 目
学 校教 育 教 員 養 成課程
開 教 育 学 ， 学 校 心 理 学 専 攻 障害児教育， 国語教育， 社会科教育， 数学
授 業 科 目 設 国語教育， 社会科教育， 数学教育 ， 隣児教育専攻 教育 ， 理科教育， 家政教育， 音楽教育 ，単 理 科 教 育 ， 家 政 教 育 ， 音 楽 教 育 ， 〔 小 〕 美術教 育 ， 保 健 体 育 専 攻 〔 中 〕
位 美 術 教 育 ， 保 健 体 育 専 攻 〔 小 〕
・・... ...ー・······ · · · － － － － － － － － － － － －····晶晶・..........ー・・・ーー・ー・. . ー ー ・ ー ー · · · · · · －
技術教育． 英語教育専攻
国 語 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 2 
社 会 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 2 
算 数 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 2 
理 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 2 
生 活 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 2 
音 楽 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 * 2 
図 画 工 作 科 教 育 （ 小 ） 2 2 * 2 
家 庭 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 2 
体 育 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 * 2 
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国 語 科 教 育 法 （ 中 ） 2 2 
社 会 科 教 育 法 （ 中 ） 2 2 
数 学 科 教 育 法 （ 中 ） 2 2 
理 科 教 育 法 （ 中 ） 2 2 
音 楽 科 教 育 法 （ 中 ） 2 2 
美 術 科 教 育 法 （ 中 ） 2 2 
保 健 体 育 科 教 育 法 （ 中 ） 2 2 
技 術 科 教 育 法 （ 中 ） 2 2 
家 庭 科 教 育 法 （ 中 ） 2 2 
英 語 科 教 育 法 （ 中 ） 2 2 
地 理 歴 史 科 教 育 法 2 
公 民 科 教 育 法 2 
書 道 科 教 育 法 2 
計 4 4 1 8 1 2 ( 6 科 目 ） 2 （ 専攻教科 1 科 目 ）
備考 障害児教育専攻 〔 小 〕 の12単位には 牢 印の授業科目を 2 科目 （ 4 単位 ） 以上含むものとする。
別 表 V
小 学 校 及 び 幼 稚 園 の 教 科 に 関 す る 科 目
学 校 教 育 教 員 養 成 課 程
開 教 育 学． 障害児教育専攻 国語教育， 社会科教育， 数学教育，
教 科 授 業 科 目 号員瓦
"' 
学校心理学 専攻 幼 児 教 育 専 攻 〔 小 〕 理科教育， 家政教育， 音楽教育．単 美術教育， 保健体育専攻 〔 小 〕
位 必 修 必 修 選 択 選 択 必 引多
国 5昔 小 学 校 国 語 2 2 2 2 2 
キ士 メ� 小 学 校 社 会 2 2 2 2 
算 数 小 学 校 算 数 2 2 2 4 2 2 
理 科 小 学 校 理 科 2 2 ( 2 教科） 2 2 
生 j舌 小 学 校 生 活 2 2 2 2 2 
ソ ル フ ェ ー ジ ュ * 1 
音 楽 ヒ ア ノ 奏 法 * 1 
1目:r. 楽 通 it 岡 2 2 
図 画 工 作 I 1 1 * 1 1 
図 画 工 作 II * 1 
素 描 i寅 習 1 1 
図 画工作 絵 画 演 習 1 彫 刻 I （ 塑 造 ） 1 
彫 刻 II （ 実 材 ） 1 
工 士てE邑＝ j貧 習 1 
子 ど も と 造 形 2 1 
小 学 校 体 育 I * 1 1 
小 学 校 体 育 E * 1 1 
体 育 体 育 生 理 学 2 
救 急 処 置 ・ 看 護 法 2 2 
発 育 旦寸ι一 2 
家 庭 小 学 校 家 庭 2 2 2 2 
言十 3 3 1 8 9 7 1 0 1 6 1 6 （ $ 印 を l 教科2 単 （専攻教科の科目を除 く 。 ）位以上含む。）
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専 攻 科 目
l 学校 教育 教 員 養 成課程
( 1 )  学 校 教 育 系
① 教 育 学
学
開 教 育 学 専 攻授 業 科 目 壬員五凡，単
位 必 修 選 択
教 育 哲 3寸且ー． 2 2 
西 洋 教 育 史 4 2 2 2 
日 本 教 育 史 4 2 2 2 
教 育 市lj 度 2 2 
教 育 千子 政 2 2 
事文 3円"" 法 規 2 2 
教 育 社 会 学 4 2 2 2 
生 涯 学 習 論 2 2 
社 fミ、 教 育 2 2 
数 育 調 査 2 2 
教 育 課 程 論 2 2 
主寸以ー． 習 指 導 4 2 2 2 
授 業 石背 � し 2 2 
教 育 工 守主ヱt一． 2 2 
教 育 学 特 別 講 義 4 2 2 2 
教 育 学 演 習 4 4 
〔 特 設 科 目 〕
計 44 4 6 10  
特 日lj 研 11: 必 修 6 単 位
備考 専攻科目は ， �IJ表田 の教職に関する科目と し て 履修 し た
授業科目以外のもの か ら 履修するものとする。
③ 幼 児 教 育
開
専 門 科 目 区分等 授 業 科 目 設単
位
幼 児 教 育 学 演 習 2 
幼 児 心 理 学 演 習 2 
幼 児 心 理 学 研 究 法 2 
幼 1,1[1, 教 育 幼 児 心 理 学 特 別 講 義 2 
幼 児 臨 床 心 理 学 2 
幼 l,f[l. ’L、 理 幼 児 心 理 学 実 験
幼 児 の 環 境 と 文 化 2 
幼 児 教 育 史 2 
家 庭 教 育 国主ι間 2 
教 育 課 程 一 般 幼 児 教 育 課 程 論 2 に 関 す る 科 目
報 第387号
② 学校心理学
開 学 校 心 理 学 専 攻授 業 科 目 吾09:'.単
位 必 修 選 択
発 達 心 理 学 2 2 
青 年 心 理 学 2 2 
教 授 心 理 学 2 2 
社 会 心 理 学 2 2 
学 級 の 人 間 関 係 2 2 
教 育 臨 床 心 理 学 2 2 
発 達 臨 床 心 理 学 2 2 
学
校 カ ウ ン セ リ ン グ 2 2 
教 育 統 計 2 2 
性 格 心 理 学 2 2 
教 育 心 理 学 演 習 2 
発 達 心 理 学 演 習 2 
心 理 学 研 究 法 2 2 
教育心理学実験 I 1 
教育心理学実験 E 1 
教育心理学特 別 講 義 2 2 
発達心理学 特 別 講 義 2 2 
〔 特 設 科 目 〕
計 32 6 4 10  
特 5.Jlj 研 � 必 修 6 単 位
幼 児 教 育 専 攻
必 修 選 択
2 
2 
2 
2 
2 
2 
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保 育 内 d台� 総 a'ι 岡 2 2 
保育内容 「心 身 の 健康」 I 2 2 
保育内容 「 心 身 の 健康J II 1 
保育内容 「 人 と の か か わ り j 2 2 
保育内容 「環境 と のかかわ り J 2 2 
保 育 内 容 に 保育内容 「 こ と ばj 2 2 
関 す る 科 目 保育内容 「 感 性 と 表現」 I 1 1 
保育内容 「 感性 と 表現」 E 2 2 
保育内容 「 感性 と 表現」 皿 2 2 
保育内容 「感性 と 表現j N 1 
保 育 内 容 特 別 演 習 2 2 
保 育 内 容 特 別 講 義 2 2 
指導法 に 関 す る 科 目 指 導 法 （ 保 育 方 法 ） の 研 究 2 2 
特 設 科 目 障 主Eコ 児 f呆 育 2 2 
21 5 
計 44 4 
30 
特 別 研 1'-し 必 修 6 単 位
(2) 障 害 児 教 育 系
障 害 児 教 育
専 門 科 目 区 分 等 授 業 科 目 開 設 単 位 障害児教育専攻
必 修 選 択
心身に障害のある幼児， 児童又は生徒につ い 障 霊Eヨ;: ｝巴 教 育 原 号画晶岡 2 2 
て の 教 育 の 本 質 及 び 目 標 に 関 す る 科 目 障 釜Eコ;: 児 教 育 i寅 習 2 2 
｛�きに障害のある幼児 J盟又は生徒についての教育に
精 神 遅 滞 児 教 育 概 論 2 2 
精 神 遅 滞 児 教 育 演 習 2 2 
係る社会的， 制度的又は経営的な事項に関す る 科 目 障 害 児 教 育 特 別 講 義 2 2 
障 害 児 ’L、 理 寸；＞＇－＇． 2 2 
精 神 遅 滞 児 心 理 学 2 2 
心 身 に 障 害 の あ る 幼 児 ， 児 障 霊Eコ;: }![!, 病 理 ザ，，，ー． 2 2 
童 又 は 生 徒 の 心 理 ， 生 理 及 障 害 児 精 神 保 健 学 2 2 
び 病 理 に 関 す る 科 目 障 害 児 生 理 ・ 心 理 演 習 I 2 2 
障 害 児 生 理 ・ 心 理 演 習 E 2 2 
障 害 児 心 理 ・ 病 理 特 別 講 義 2 2 
精 神 遅 滞 児 教 育 課 程 論 2 2 
障 害 児 教 育 指 導 法 2 2 
心 身 に 障 害 の あ る 幼 児 ， 児 障 害 児 教 育 指 導 法 演 習 I 2 2 障 害 児 教 育 指 導 法 演 習 E 2 2 童 又 は 生 徒 の 教 育 課 程 及 び 障 害 児 教 育 研 究 法 2 2 指 導 法 に 関 す る 科 目 精 神 遅 滞 児 心 理 診 断 実 習 2 2 
障 霊Eコ� }![!, 臨 床 実 習 2 2 
障 害 児 教 育 指 導 法 特 別 講 義 2 2 
心身i：障 害 の あ る 幼 児 ， 児 童 ： rn生徒 l： つ い て の教育実習 精 神 遅 滞 児 教 育 実 習 3 3 
障 害 }![!, 学 概 壬員間ι 2 2 
特 設 科 目
計 19 4 45 23 
特 日リ 石背 究 必 イ｜多 6 単 位
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(3 )  言語 ・ 社 会 系
① 国 語 教 育
専 p, 開 国 語 教 育 専 攻
単
設科 目 授 業 科 目 〔 小 〕 〔 中 〕区 分 等 位 必修 選 択 必修 選
国 百苦 史 4 2 国 雪口五口 寸且t一． 各 弓白ι岡 8 
国 雪ロ五ロ 主寸￥ー． 国 語
p寸zー． I寅 習 1 2  2 
＊ 国 圭口五口 表 現 論 2 2 2 
国 言苦 且寸ιー 概 毛ロι岡 2 2 2 
国 語 学 特 別 講 義 4 
日 本 文 t主子主． 史 8 2 2 
日 本 文 学 各 論 I （ 古 典 ） 6 2 2 2 日 本 文 学 各 論 II （ 近 代 ） 6 
国 文 且ー「ι 日 本 文学講読演 習 I （ 古 典 ） 6 1 
日 本 文学講読演 習 II （ 近 代 ） 6 1 
文 旦寸A一 概 号白A岡 2 
日 本 文 学 特 別 講 義 4 
i莫 文 ：是子主主． 中 国 文
十,,.,. 史 4 2 2 2 漢 文 ぶ寸泣一． 概 吾白A岡 4 2 
書 道 史 4 2 2 ＊ 書 道 各 �＇岡.,,. 4 
書 法 I 槽 書 6 1 
書 道 書 法 II 行 書 6 1 書 法 皿 草 書 3 
書 法 田 か な 3 2 
書 法 回 築 隷 6 
書 道 特 5jlj 講 義 4 
国 壬関五口 教 育 概 説 2 
国 語 科 教 育 国 5苦 教 育 各 ニ画ι問 4 
国 語 教 育 演 習 4 
特 設 科 目
8 4 20 1 0  
計 124 1 2  10  40 
特 別 研 究 必 修 6 単 位
備考 ＊ 印 の授業科 目 の う ち
「国語表現論」 は く 「音声言語j 及 び 「文章表現j に 関す る も の を 含 む〉 科 目 であ る 。
「書道各論」 は く 「書論J 及 び 「鑑賞J を 含 む〉 科 目 であ る 。
② 英 語 教 育
第387号
障 害 児
教 育 専 攻
〔 中 〕
択 必修 選 択
2 2 
6 
10  
2 
2 
4 2 
4 2 
4 2 
4 2 
5 2 
5 
2 
4 2 
2 
2 
5 
5 
2 
2 2 
5 
4 
2 
4 
4 
14  6 
20 
専 門 開 英 語 教 育 専 攻 障害児教育専攻設科 目 授 業 科 目 単位 〔 中 〕区 分 等 必 修 選 択 必 修 選 択
英 三ロ五口 音 声 持寸£ー． 4 2 2 2 2 
英 文 法 4 2 2 2 2 
英 苦口五口 主寸んー 英 言音 史 2 2 2 2 
英 語 ・二�子,_ i寅 習 5 4 5 
英 語 p寸tー， 講 一日'lC 5 4 5 
英 文 寸A以ー． 史 4 2 2 
米 文 E寸ιー 史 2 2 
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英 米 文 学 英 米 文
P寸主主ー． i寅 習 7 1 6 7 
英 米 文 戸寸ιー 講 読 I 5 4 1 4 3 
英 米 文 ナ且4与 講 lift II 5 4 1 4 
英 米 文 学 議 吾面τ3と� 皿 5 4 1 4 
英 $; 、 話 I 5 2 3 2 （ オ ー ラ ル コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ）
英 語 コ ミ ュ ニ 英 品;z;;;、 E古 II 4 1 3 ケ ー シ ョ ン （ オ ー ラ ル コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ）
英 作 文 I 5 2 3 2 
英 作 文 II 4 1 3 
比 較 文 化 異 文 化 理 解 と 外 国 事 情 4 2 2 2 
英 語 科 教 育 英 5苦 教 育 各 論 2 2 英 E吾 教 育 i寅 習 3 3 
英 語 科 特 別 講 義 10 10 
＝ Eコ E苦 且寸ιー 概 古目品岡 2 2 
ド イ ツ 言苦 中 級 4 4 
特 設 科 目
言十 91 20 20 15 5 40 20 
中寺 別 研 究 必 修 6 単 位
③ 社 会 科 教 育
ネ土 � 、 科 教 育 専 攻 障 害 Ye 専 門 開 〔 中 〕
科 目 授 業 科 目 設 〔 小 〕 共 法律 ・ 政治 ・ 教 育 専 攻
区 分 等 単 通 歴 史 地 理 社 会 ・ 経 済 〔 中 〕位 必
選 択 （疹 必修 選 択 必修 選 択 必修 選 択 必修 選 択
日 本 史 寸主話ー． 概 晋ロA聞 2 2 2 2 
日 本 史 学 各 論 I 2 2 2 2 2 2 
日 本 史 学 各 論 E 2 2 2 2 2 2 
日 本 史 学 演 習 I 4 * 2  2 4 4 
日 本 史 日 本 史 学 演 習 H 4 4 * 2  2 4 4 東 洋 史 学 2 2 2 2 及 び 西 洋 史 学 概 論 2 2 2 2 2 外 国 史 西 洋 史 学 各 論 I 2 2 2 2 2 2 
西 洋 史 学 各 論 H 2 2 2 2 2 2 
西 i羊 史 ：比子九 演 習 4 * 2  2 4 4 
史 ぷ寸且ー． 概 論 2 2 2 2 2 
考 古 寸＂＂：： 2 2 2 2 
地 理 寸,>.Lι一 品企 弓自問ι I 2 2 2 
地 理 寸,>.Lι一 五色 吾Eι岡 II 2 4 2 2 
地 吾晶υ＋ 寸＂＂：： I 4 2 2 2 2 2 
地 晶ま 学 II 4 2 2 2 2 4 2 
人 文 地 理 学 各 論 I 2 2 2 2 2 2 人 文 地 理 学 各 論 E 2 2 2 2 2 
地 理 学 人 文 地 理 学 各 論 皿 2 2 2 2 人 文 地 理 学 各 論 W 2 2 2 2 
自 然 地 理 学 各 論 I 2 2 2 2 2 
自 然 地 理 学 各 論 E 2 2 2 2 
地 図 十且ι 2 2 2 2 
地 理 ：主子，＿ i寅 習 4 4 4 4 
地 理 ぷ寸且ー． 実 験 4 4 4 4 
地 理 ：主弓ミZ与． 巡 検 2 2 
法学概 論 （ 国 際 法 を 含 む 。 ） 2 2 2 2 
憲、 法 2 2 2 2 2 
法 律 学 法 律 ぶ寸旦ー． 各 論 2 2 2 *2 2 法 律 寸且ゐー i寅 習 4 4 4 食2 2 
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政 治 学 政治学概論 I （ 国際政治を含む 。 ） 2 2 2 2 2 2 J 政 治 ．子手三，＿ 概 論 II 2 2 2 2 2 
政 治 主寸ι- 各 号ロA岡 I 2 2 2 *2 
政 治 十且4 各 弓口問ι II 2 4 2 2 2 
政 治 十且4 I寅 習 4 4 4 -t.2 2 
社 Zゐo;、 ナ品ん 概 ＝両ι聞 I 2 2 2 2 
社 $、' 寸)llー， 概 号白A岡 II 2 2 2 2 2 
社 � 泣寸ム- 各 弓再途開為 I 2 2 2 *2 
社 f三五、 ぷ十且． 各 論 II 2 2 2 2 2 
社 会 学 ， ネ土 � 十且ι 各 －ロz問h、 III 2 2 2 2 
干上 #;; 、 旦十ι I寅 習 4 4 4 -:.2 2 
経済原論 I （ 困際経済 を 含 む 。 ） 2 2 2 2 
経 済 学 経 j斉 原 論 II 2 2 2 2 2 
経 j斉 史 2 2 2 *2 
r、土x i斉 寸泣ι」 各 吾ロ也開 I 2 2 2 2 
＊ヒ又t i斉 ぶ寸1ー． 各 弓白ι岡 II 2 2 2 2 
経 1斉 ぶ寸且ー． i寅 習 4 カ2 2 
哲 寸)llー， 2 2 2 
哲 寸A以� ' 倫 理 寸A以ー． 2 2 2 
倫 理 学 ，万±て・ 教 p寸uー． 2 2 2 食2
宗 教 学 ， ’し、 理 寸且£．ー 概 さ自る問ι 2 2 2 2 
心 理 学 社 � ’し、 理 寸且tー， 2 2 2 2 
三ロ4刀、 長日 ’し、 理 ナ)ll. 2 2 2 2 
社会科教 育 演 習 （ 地理 ・ 歴 史 ） 2 2 2 2 
社会科教育 社 会 科 教 育 演 習 （ 公 民 ） 2 2 2 2 社会科特 別 講 義 （ 地 理 ・ 歴 史 ） 4 4 4 4 
社 会 科 特 別 講 義 （ 公 民 ） 4 4 4 4 
特 設 科 目
22 10 2 6 16 2 8 4 6 1 2  8 
計 140 12 40 40 
40 （共通必��22を含む。） （共通射撃22を含む。） 20 
特 別 研 究 必 �多 6 単 位
備考 1 － ＊ 印 の う ち か ら ， いずれか 1 科 目 （ 2 単位 ） を 修得す る も の と す る 。
－ ＊印の う ち か ら ， いずれか l 科 目 （ 2 単位 ） を 修得す る も の と す る 0
・ カ印の う ち か ら ， いずれか 1 科 目 （ 2 単位） を修得す る も の と す る 。
2 専攻科 目 の40単位は， 心理学概論， 社会心理学， 認知心理学以外の授業科 目 か ら 修得する も の と す る 。
(4)  自 然 ・ 生 活 系
① 数 学 教 育
専 門 開 数 学 教 育 専 攻 教
障
育
害
専 攻児科 目 授 業 科 日 設単 〔 ノl、 〕 〔 中 〕 〔 中 〕区 分 等 位 選 択 必 修 選 択 必 修 選 択
市泉 ＊� 代 数 寸，，，．ー 4 2 2 2 
代 数 三寸法一． 代 数 寸λuー． I 4 4 4 4 
代 数 主寸uー． II 2 2 
集 t口』 と 位 相 2 2 2 
幾 何 ザ，，.，.」 幾 何 寸A以一． I 4 4 4 4 
幾 イ可 持ー十ム II 2 2 
解 析 子主とム I 4 4 4 4 
解 析 寸，，，．ー 角平 析 寸戸tー， II 4 2 2 
関 数 解 キ斤 寸且ゐー 2 2 
石室 －法r-て 自命 統 計 ぶ寸1ー． 2 2 2 2 
続 計 寸且ゐ一 確 率 自命 2 2 2 
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コ ン ビ ュ ー タ 計 算 機 論 2 2 ’｜育 報 基 礎 きロ岡ι 2 
応 用 数 寸，，，ー与 4 4 
応 用 数 学 応 用 数 理 A 2 2 
町、 用 数 理 B 2 2 
数 学 科 教 育 数 学 科 教 育 各 論 2 2 
数 * セ 、、 ナ 2 2 2 
数 寸且4一 特 別 講 義 8 8 
特 設 科 目
22 6 1 4  6 
計 56 12  12  20  40 
特 )jlj 石青 究 必 修 6 単 位
備考 ＊ 印 を 含め て修得す る も の と す る 。
② 理 科 教 育
専 r� 開 理 科 教 育 専 攻 教
障害児
育設 〔 中 〕科 目 授 業 科 目 単 〔 小 〕 物 理 化 学 生 物 地 学 〔 中 〕区 分 等 位 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択
一 般 物 理 学 I 2 2 2 2 2 2 2 
一 般 物 理 学 E 2 2 2 2 2 2 2 
一 般 物 理 学 皿 2 2 2 2 2 2 
物 理 学 各 論 I 2 2 2 2 2 
物 理 学 各 論 E 2 2 2 2 2 
物 理 す＂＂与 物 理 学 各 論 E 2 2 2 2 2 物 理 学 各 論 W 2 2 2 2 2 
物 理 学 各 論 V 2 2 2 2 2 
物 理 ・二主子主． i寅 習 2 2 2 2 2 
物 理 学 特 別 講 義 2 2 2 2 2 
物 理 学 実 験 I 2 2 2 2 2 2 2 
物 理 学 実 験 E 2 2 2 2 2 
化 寸ユ主えー． 総 ロー咽 I 2 2 2 2 2 2 2 
化 寸，，，ー． 総 ＝白岡ι II 2 2 2 2 2 2 2 
化 寸主立一， 各 自ーι問 I 2 2 2 2 2 
化 寸，，＿，一． 各 ＝画ι聞 II 2 2 2 2 2 
化 ぶ寸且ー． 各 ＝画t聞h、 田 2 2 2 2 2 
化 A寸以ー． 化
寸＂°＇' 各 官白岡 N 2 2 2 2 2 
化 寸，，，ー，」 各 ＝画晶岡 v 2 2 2 2 2 
化 f且£－． 演 習 2 2 2 2 2 
化 学 特 別 講 義 2 2 2 2 2 
化 且寸£噌． 実 験 I 2 2 2 2 2 2 2 
化 且寸Zー． 実 思食 II 2 2 2 2 2 
化 寸，，，.ー 実 草食 皿 2 2 2 2 2 
生 物 学 総 論 I 2 2 2 2 2 2 2 
生 物 学 総 論 E 2 2 2 2 2 2 2 
生 物 学 各 論 I 2 2 2 2 2 
生 物 学 各 論 E 2 2 2 2 2 
生 物 学 各 論 皿 2 2 2 2 2 
生 物 学 各 論 W 2 2 2 2 2 
生 物 A寸Uー． 生 物 学 各 論 V 2 2 2 2 2 
生 物 学 各 論 羽 2 2 2 2 2 
生 物 学 特 別 講 義 2 2 2 2 2 
生 物 学 実 験 I 2 2 2 2 2 2 2 
生 物 学 実 験 H 2 2 2 2 2 
生 物 学 実 験 皿 1 
生 物 学 野 外 実 習 1 1 
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地 寸，，，ー， 車志 論 I 2 2 2 2 2 2 2 
地 会寸u一． 総 論 II 2 2 2 2 2 2 2 
地 十且4 各 毛ロι岡 I 2 2 2 2 2 
地 声寸£ー． 各 ＝白必岡' II 2 2 2 2 2 
地 A寸且ー． 各 ロー岡ι 田 2 2 2 2 2 
地 詩寸人ー 地
且寸tー． 各 音ロι岡 N 2 2 2 2 2 
地 会寸以ー． 各 一白岡 v 2 2 2 2 2 
地 学 特 別 講 義 4 4 4 4 4 
地 2寸泣ー． 実 験 I 2 2 2 2 2 2 2 
地 寸A且4． 実 験 II 
地 寸且£ー． 実 験 田 1 1 
地 学 野 外 巡 検 2 2 2 2 2 
理 科 教 育 各 論 I 2 2 2 2 2 2 
理 科 教 育 理 科 教 育 各 論 E 2 2 2 2 2 2 
理 科 教 育 特 別 講 義 2 2 2 2 2 2 
特 設 科 目
計 102 8 4 32 8 32 8 32 8 32 8 24 12 40 40 40 40 24 
特 ).JIJ 研 究 必 修 6 単 位
① 技 術 教 育
専 門 教 育 開 障 害 』巴設 技 術 教 育 専 攻 教 育 専 攻科 目 授 業 科 目 単 〔 中 〕区 分 等 位 必 修 選 択 必 修 選 択
図 十,,.,. 製 図 2 2 2 
木 材 加 工 木 キオ 力日 工 十且£． 2 2 
木 材 加 工 ・ 同 実 習 2 2 2 
金 属 加 工 金 属 加 工 学 2 2 金 属 加 工 ・ 同 実 習 2 2 2 
機 械 工 学 概 論 4 4 2 2 
材 キ斗 力 ：主子主． 2 2 
工 業 力 ナ且4 2 2 
工 業 幸九 力 A寸Uー． 2 2 2 機 f成 機 構 ：主子4 2 2 
機 f戎 吾p又凡a 計 法 2 2 2 
機 械 工 作 法 2 2 
機 械 材 キヰ 2 2 
機 械 工 学 演 習 2 1 
機 械 工 学 実 験 ・ 実 習 2 1 
電 気 工 学 概 論 4 4 2 2 
電 子 回 路 2 2 
電 気 回 路 2 2 2 電 子 工 主寸主ー． 4 2 2 
電 六A. 電 ヌ� 応 用 2 2 
電 'A 機 器 主寸£ー． 2 2 
電 気 工 学 演 習 2 1 1 
電 気 工 学 実 習 2 1 
電 気 工 学 実 験 2 2 
栽 培 F寸2ー． 2 2 
園 τ合E金ご 寸芦之一． 2 2 
作 物 十且ι 2 2 
栽 培 応、 用 見 虫 寸ュuー． 2 2 
土 壌 肥 料 二主子-4 2 2 
栽 培 学 ・ 同 実 習 2 2 2 
栽 培 寸且4一 実 験 1 1 
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情 報 基 礎 情 報 基 礎 概 論 4 4 情 報 基 礎 ・ 同 実 習 2 2 2 
技 術 科 教 育 概 論 2 2 
技 術 科 教 育 技 術 科 教 育 演 習 2 2 基礎技術科教 育 ゼ ミ ナ ー ル
技 術 科 教 育 ゼ ミ ナ ー ル 1 
技 術 科 特 別 講 義 6 6 
特 設 科 目
24 4 18 2 
計 85 12 20 40 
特 J.llj 研 究 必 4多 6 単 位
④ 家 政 教 育
専 門 開 家 政 教 育 専 攻 障 害 w. 設 教 育 専 攻科 目 授 業 科 目 単 〔 小 〕 〔 中 〕 〔 中 〕区 分 等 位 必 修 選 択 必 修 選 択 必 修 選 択
家 庭 管 理 ：忌子且． 2 2 
家 庭 管 理 学 実 験 1 
家 庭 経 営 学 家 族 関 係 寸－・ 2 2 2 、 2 
家 庭 経 i斉 主寸国ー． 2 2 2 2 
家 政 学 原 毛ロι聞 2 2 2 
被 月民 材 キヰ 戸寸主ー． 2 2 2 2 
被 服 整 理 学 I 2 2 
被 服 整 理 学 II 2 2 
被 服 構 成 学 I 2 2 2 
被 服 構 成 学 II 2 2 
4変 月日 衛 生 十).i-4 2 2 
被 服 材 料 学 実 験 1 
被 月反 寸兵以ー． 被 服 整 理 学 実 験 I 1 
被 服 整 理 学 実 験 E
被 服 構 成 学 実 験 1 
被 服 衛 生 学 実 験 1 
被 服 構 成 学 実 習 I 1 
被 服 構 成 学 実 習 E 1 
被 服 構 成 学 実 習 皿 1 
生 活 デ ザ イ ン 2 2 
栄 養 ナ且4 I 2 2 2 2 
栄 養 十,,,. II 2 2 
食 日ロ日 十どん I 2 2 2 2 
食 ロロ口 旦寸z一． II 2 2 
食 口口口 待3 生 寸且4一与 2 2 2 調 理 科 ?f:. 2 2 
栄 養 戸寸ιー i寅 習 1 
食 物 A寸ん- 栄 養 学 実 験 1 食 品 学 実 験 I 1 
食 品 学 実 験 II 
食 品 衛 生 学 実 験
調 理 科 学 実 験 1 1 
調 理 I 1 
調 理 n 1 
調 理 回 1 
食 文 化 弓目ι岡 2 2 
住 居 主寸江一． I 2 2 2 2 
住 屠 ナ且4 II 2 2 
住 居 寸ぷ＇：： 住 居 寸－＂＇，ι・ 皿 2 2 
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住 居 主寸ι一 演 刃臼刃
住 居 戸→且一． 実 験
製 図 1 
f呆 育 十,,_,_ 保育学 I （家庭看護を含む 。 ） 2 2 2 2 保 育 学 E 2 2 
家 庭 電 気 ・ 機 械 2 2 2 2 
家 庭 電 気 ・ 機 械 家 庭 電 気 ・ 機 械 実 習
↑育 報 処 理 2 2 
家 庭 科 教 育 家 庭 科 教 育 各 論 2 2 家 庭 科 教 育 演 習 2 2 
家 庭 科 特 別 講 義 6 6 
特 設 科 目
10 2 22 6 20 4 
言十 82 12  12  24  40 
特 glj 研 究 必 イ｜多 6 単 位
備考 専攻科 目 の 40単位は ， 情報処理以外の授業科 目 か ら 修得す る も の と す る 。
(5)  芸 術 ・ 体 育 系
① 音 楽 教 育
専 F守 開 コ目血 楽 教 育 専 攻 障 害 Ye 
科 目 授 業 科 目 圭ロ又凡 教 育 専 攻単 〔 ノト 〕 〔 中 〕 〔 中 〕区 分 等 位 必 修 選 択 必 修 選 択 必 （｜多 選 択
ソ ル フ ェ ー ジ ュ ソ ル フ ェ ー ジ ュ I 2 2 2 2 ソ ル フ ェ ー ジ ュ E 2 2 
独 日目 法 I 2 2 2 2 
戸三公＝ 楽 1虫 日目 法 II 2 * 2  * 2  
.g 、 日目 法 4 2 2 2 2 2 ピ ア ノ 奏 法 I 2 2 2 2 
ピ ア ノ 奏 法 II 2 * 2  * 2  
器 楽 管 楽 器 奏 法 3 5主 楽 器 奏 法 5 2 2 
H 楽 器 奏 法 2 
ふ口 奏 法 4 1 2 2 2 
指 t軍 法 指 t牽 法 2 1 2 2 
1目zニ 楽 理 壬匝t問b、 1 
手口 声 A寸Mー． I 2 2 
手口 声 出寸ι一 II 2 2 
音 楽 理 論 ， 対 位 法 2 2 
作 曲 法 作 曲 法 I 1 
及 び 作 曲 法 II 2 2 
音 楽 史 音 楽 史 概 吾•＂＇問 2 2 2 2 
西 洋 音 楽 史 2 2 
日 本 ご白目ニ 楽 史 2 2 
民 族 ご企目ι 楽 �以A． 2 2 
音 楽 科 教 育 音 楽 科 教 育 各 論 2 2 
音 楽 特 別 講 義 14 14 
コ江田 楽 通 壱白変岡、 2 
特 設 科 日
12  16 4 16 4 
言十 68 20 
12  40 20 
特 日リ E青 究 必 修 6 単 位
備考 ＊ 印の う ち か ら ， いずれか I 科 目 （ 2 単位 ） を 修得す る も の と す る 。
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② 美 術 教 育
専 門 開 美 締5 教 育 専 攻 F章 害 Yt. 設 教 育 専 攻科 目 授 業 科 目 単 〔 小 〕 〔 中 〕 〔 中 〕区 分 位 選 択 必 ｛｜多 選 択 必 修 選 択
造 形 の 基 礎 I 1 1 
，川ヨ品ス 函 論 2 2 2 2 
素 描 6 6 2 4 6 
素 描 i寅 習 2 2 2 2 
’，6 Zミ 画 *i: 画 8 8 2 2 6 8 4 
:1;� 画 i寅 習 2 2 2 2 
絵 画 技 法 演 習 4 4 4 4 
版 画 2 2 2 2 
野 外 風 景 実 習 2 2 2 2 
造 形 の 基 礎 II 
周5 五リ 号画ι聞 2 2 
周5 実リ 彫 刻 I （ 塑 造 ） 8 2 2 2 6 2 彫 刻 II （ 実 材 ） 8 2 2 6 2 
彫 刻 屋 外 実 習 2 2 
彫 刻 技 法 演 習 3 1 3 
造 形 の 基 礎 田 1 1 1 
ア ザ イ ン 号ロι冊 2 2 2 
デ ザ イ ン I （ 機 器 ） 4 2 4 2 
デ ザ イ ン デ ザ イ ン II （ 伝 達 ） 4 2 2 2 2 2 デ ザ イ ン 皿 （ 環 境 ） 4 2 4 
総 合 デ ザ イ ン 実 習 4 2 4 
デ ザ イ ン 技 法 演 習 4 4 
図 法 及 び 製 図 2 2 
造 形 の 基 礎 W 1 
工 コヨロ1ζ: さ肩＝δ岡‘ 2 2 2 
工 z会E主r I （ 木 工 ） 4 2 2 2 1 
工 三コE士 工 士三E II （ 金 工 ） 4 2 2 4 1 
工 τ堂E土 ill （ 陶 芸 ） 4 2 4 
工 τE 白r i寅 習 2 2 2 2 
工 芸 技 法 演 習 3 1 3 
造 形 の 基 礎 V 1 1 
美 術 理 論 美 術 理 至百岡ι 4 2 2 2 2 
及 び 美 術 理 論 ・ 美 術 史 演 習 4 2 2 4 
美 や!ii' 史 美 都j 史 10 6 2 8 2 
美 併t 史 実 習 2 2 2 
美 術 科 教 育 基 礎 1 
美 術 科 教 育 ・ 論 4 2 4 
美 術 科 教 育 美 術 科 教 育 各 論 4 2 2 4 美 術 科 教 育 演 習 4 2 4 
子 ど も と 造 形 4 2 4 
美 術 教 材 実 習 4 2 4 
特 設 科 目
言十 140 12 20 20 16 4 40 20 
特 別 研 究 必 fl多 6 単 位
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③ 保 健 体 育
専 門 開 f呆 健 体 育 専 攻 障 害 児設 教 育 専 攻科 目 授 業 科 目 単 〔 小 〕 〔 中 〕 〔 中 〕区 分 位 必 修 選 択 必 修 選 択 必 修 選 択
体 操 I 2 1 1 1 1 
体 操 II 2 1 2 
舞 踊 I 2 1 1 1 
舞 踊 II 2 1 2 
器 械 運 動 I 2 1 1 1 
器 f戎 運 動 II 2 1 2 2 陸 上 競 技 I 2 1 1 1 1 
陸 上 競 技 II 2 1 2 
ノ t レ ー ボ ー jレ 2 1 1 1 1 
バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 2 1 1 1 1 
サ ツ カ 一 2 2 2 
体 育 実 技 ア ー ス 2 1 2 一
ソ フ ト ボ ー jレ 2 1 2 
ノ τ ド 、 ン ト ン 2 2 
ノ 、 ン ド ボ ー jレ 2 2 
柔 道 2 2 
剣 道 2 2 
7J℃ 泳 I 2 1 1 
水 泳 II 2 2 
登 山 2 1 2 
ス キ 一 I 3 3 
ス キ 一 II 3 3 
体 育 原 理 2 2 2 2 
体 育 原 理 ・ 体 育 史 2 2 2 
体 育 心 理 学 ・ 体 育 ’L、 理 戸寸ιー 2 2 2 2 
体育経営管理学 ・ 体 育 経 営 管 理 学 2 2 2 2 
体 育 社 会 学 ・ 体 育 ネ士 £』' 寸且4ー 2 2 2 
運 重力 寸主uー， 身 体 運 動 寸且ι一 2 2 2 2 
運 動 技 術 さ日壬d開b、 2 2 2 
生 理 ナ且4 体 育 生 理
寸且ιー 2 2 2 2 
体 育 解 剖 2主子主． 2 2 2 
衛生学及び公衆衛生学 律I 生 寸且＇： 2 2 2 2 
学 校 保 健 管 理 2 2 2 2 2 
学 校 保 健 精 神 保 健 1 1 1 救 急 処 置 ・ 看 護 法 2 2 2 2 
発 育 ナ且4 2 2 2 
保健体 育 科 教 育 保 健 体 育 教 育 論 2 2 2 
保 健 体 育 特 別 演 習 2 2 2 
保 健 体 育 特 別 講 義 10 10  
特 設 科 目
計 87 2 10  24 16 20 12 40 20 
特 別 研 究 必 修 6 単 位
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2 総 合教 育 課程 自 然 環 境 野 外 実 習 2 2 
① 情 報 教 育 環 境 物 理 学 総 論 2 2 環 境 物 理 学 I 2 2 
開 情報教育 コ ー ス授 業 科 目 名 設単位
必修 選 択
課通 教 育 情 報 科 学 概 論 2 2 
程科 科 学 技 術 史 2 2 自 然 環 境 教 育 論 2 
共 目 運 動 処 方 論 2 2 
情 報 処 理 I 2 2 
情 報 処 理 演 習 I 2 2 
環 境 物 理 十且£． II 2 2 
環 境 物 理 学 各 論 I 2 2 
環 境 物 理 学 各 論 E 2 2 
環 境 物 理 学 各 論 皿 2 2 
環 境 物 理 学 各 論 W 2 2 
環 境 物 理 学 演 習 2 2 
環 境 物 理 学 実 験 I 2 2 
環 境 物 理 学 実 験 E 2 2 
環 境 化 戸寸ιー 総 吾ロ問ι 2 2 
環 境 化 寸，，，ー' I 2 2 
情 報 処 理 II 2 2 環 境 化 寸且ι一 II 2 2 
情 報 処 理 演 習 II 2 2 環 境 化 学 各 論 I 2 2 
ン ス ア ム 管 理 2 2 環 境 化 学 各 論 E 2 2 
計 算 機 概 号ロι 岡 2 2 環 境 化 学 各 論 E 2 2 
情 報 科 寸且んー 概 吾員t同s、 2 2 環 境 化 学 各 論 W 2 2 
ン ス ア ム 設 計 2 2 環 境 化 寸且んー i寅 習 2 2 
知 i哉 工 ザ且ゐー 2 2 環 境 化 学 実 験 I 2 2 
ソ フ ト ウ ェ ア 科 学 2 2 環 境 化 学 実 験 E 2 2 
微 分 積 分 寸,u.ι- 2 2 環 境 生 物 学 総 論 2 2 
高泉 売3 代 数 且プ「ι 2 2 環 境 生 物 学 I 2 2 
確 率 統 計 十,,,. 2 2 環 境 生 物 寸且4ー． II 2 2 
1育 報 数 十且，＿ 2 2 環 境 生 物 学 各 論 I 2 2 
計 算 科 ぶ寸Lー 2 2 
教 育 メ デ イ ア E命 2 2 
授 業 シ ス テ ム 論 2 2 
教 育 統 言十 2 2 
教 育 情 報 科 学 特 別 講 義 2 2 
教 材 デ ザ イ ン 論 2 2 
イ ン タ ー フ ェ ー ス デザ イ ン 論
2 2 
情 報 教 育 論 2 2 
情 報 教 育 特 別 講 義 2 2 
圭ロ百＇＂、 長日 科 ぶ寸且ー． 概 論 2 2 
吾ロ心刃、 長日 科 十,,,. j寅 習 2 2 
認 知 科 学 特 別 講 義 2 2 
環 境 生 物 学 各 論 E 2 2 
環 境 生 物 学 各 論 皿 2 2 
環 境 生 物 学 各 論 W 2 2 
環 境 生 物 学 演 習 2 2 
環 境 生 物 学 実 験 I 2 2 
環 境 生 物 学 実 験 E 2 2 
環 境 地 寸店主4ー 総 吾両ι聞 2 2 
環 境 地 p寸zー， I 2 2 
環 境 地 ナ且，＿ II 2 2 
環 境 地 学 各 論 I 2 2 
環 境 地 学 各 論 E 2 2 
環 境 地 学 各 論 E 2 2 
環 境 地 学 各 論 W 2 2 
生 体 情 報 シ ス テ ム 論 2 2 環 境 地 � i寅 習 2 2 
生体情報 シ ス テ ム 特別 講 義 2 2 環 境 地 学 実 験 I 2 2 
情 報教 育 基 礎 ゼ ミ ナ ー ル 4 4 環 境 地 学 実 験 E 2 2 
情 報 教 育 ゼ ミ ナ ー ル 4 4 環 境 と 法 2 2 
特 号員又IL 科 目 環 境 と 経 j斉 2 2 
言十 72 30 2 22 54 
地 域 環 境 ミロ企岡匙 I 2 2 
地 域 環 境 号百也聞 II 2 2 
特 �lj 石青 究 必 修 6 単 位 地 域 環 境 論 田 2 2 
地 域 環 境 論 N 2 2 
② 環 境 教 育
生 活 環 境 論 I 2 2 
生 活 環 境 苔ロ冊ι II 2 2 
授 業 科 目 名 単
開設位 環境教育
コ ー ス
必修 選 択
諜通 教 育 情 報 科 学 概 論 2 2 
程科 科 学 技 術 史 2 自 然 環 境 教 育 論 2 
共 百 運 動 処 方 論 2 2 
ボ ラ ン テ イ ア 概 論 2 2 
ボ フ ン テ ィ ア 活 動 2 2 
環 境 保 護 活 動 論 2 2 
環 境 情 報 デ ザ イ ン I 2 2 
環 境 情 報 デ ザ イ ン E 2 2 
1育 報 処 理 2 2 
情 報 処 理 i寅 習 2 2 
教 育 統 言十 2 2 
環 境 科 学 特 論 I 2 2 
環 境 科 学 特 論 E 2 2 
環 境 科 学 特 論 皿 2 2 
特 設 科 日
計 130 20 2 32 54 
自 然 環 境 教 育 法 2 2 特 別 研 究 必 修 6 単 位
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① 生 涯 ス ポ ー ツ
授 業 科 目 名 湖設単
位
生涯 ス ポ ー ツ コ ー ス
必修 選 択
課通 教 育 情 報 科 学 概 論 2 2 
程科 科 学 技 術 史 2 自 然 環 境 教 育 論 2 共 日 運 動 処 方 論 2 2 
生 涯 ス ポ ー ツ 論 2 2 
余 日目 吾画ι聞 2 2 
ス ポ ー ツ 比 較 文 化 論 2 2 
ス ポ ー ツ 経 営 論 2 2 
ス ポ ー ツ マ ー ケ テ イ ン グ論 2 2 
ネ土 �』' 体 育 概 白ーι聞 2 2 
ス ポ ー ツ ジ ャ ー ナ リ ズ ム 論 2 2 
ス ポ ー ツ 生 理 学 2 2 
解 音lj 且寸ι日 2 2 
バ イ オ メ カ ニ ク ス 2 2 
ス ポ ー ツ 心 理 学 2 2 
ス ポ ー ツ と 栄 養 2 2 
ス ポ ー ツ 指 導 論 2 2 
体 力 診 断 の 理 論 2 2 
体 力 ト レ ー ニ ン グ 論 2 2 
野 外 活 動 一白岡 2 2 
ス ポ 一 ツ 医 ナ,.,,. 2 2 
救 急 法 2 2 
ス ポ ー ツ 関 係 法 規 論 2 2 
ス ポ ー ツ カ ウ ン セ リ ン グ論 2 2 
生 涯 ス ポ ー ツ 特 別 講 義 10 10 
運 動 処 方 I寅 習 4 2 2 
イ本 力 ト レ ー ニ ン グ j寅 習 4 2 2 
ス ト レ ッ チ ン グ 演 習 4 2 2 
ア ー ピ ン グ 演 習 4 2 6 2 野 外 活 動 r寅 習 4 2 2 
ス ポ ー ツ マ ー ケ テ イ ン グ演 習 4 2 2 
バ イ オ メ カ ニ ク ス 演 習 4 2 2 
フ ィ ー ル ド ワ ー ク j寅 習 4 2 2 
ス キ 一 3 1 
ア 一 ス 3 1 
報 第387号
ゴ 1レ フ 3 1 1 
コL ア ロ ピ ク ス 3 1 1 4 
水 泳 3 1 1 
野 外 活 動 3 1 1 
施 吾P又凡， 実 習 10 5 5 
特 設 科 目
23 1 2  
言十 1 18 19 
54 
特 日リ 石青 究 必 修 6 単 位
別 表 W
取 得 で き る 免許状の種類
3果 程 免 許 状 の 種 類
小 学 校 教 諭 l 種 免 許 状
中学校教諭 l 種免許状の教科 高等学校教諭 l 種免許状の教科
国 言苦 国 苦口五口
社 � 、 地 理 歴 史
数 学 公 民
理 科 数 寸且4ー
学 校 教 育 教 員 三日包 楽 理 科
養 成 課 程 美 術 音 楽
保 健 体 育 美 術
技 術 書 道
家 庭 保 健 体 育
英 雪周五閃 家 庭
英 5吾
幼 稚 園 教 諭 l 種 免 許 状
養 護 学 校 教 諭 l 種 免 許 状
備 考 教育職員 免許法施行規則 に定め る 所定 の 単位 を 修得 し た
と き は ， 複数の免許状 を あ わせて取得す る こ と がで き る 。
日IJ 表VID
免 許 状 の 種類
ド イ ツ 語
中 国 語
商 業
工 業
授 業 科 目
ド イ ツ 語 科 教 育 法
中 国 語 科 教 育 法
商 業 科 教 育 法
工 業 科 教 育 法
開 設単 位
2 
2 
2 
2 
富山大学経済学部規則の一部改正
富山大学経 済学部規則の改正理由 ー
1 授 業科 目 を 増 設 及 び変 更 し ， 教 育 及 び授 業 内 容 の 充 実 を 図 る た め ， 所要事 項 を 改 め る 。 i 
2 字句 の 整 備 を 行 う 。
富 山 大 学 経 済 学 部規則 の 一 部 を 改 正 す る 規則 を 次 の と お り 制 定す る 。
平 成 9 年 3 月 21 日
富山大学経済学部規則の一部を改正する規則
富 山 大学経 済学部規則J （ 昭和 50年 6 月 27 日 制 定 ）
部 を 次 の よ う に 改正 す る 。
別 表 第 1 及 び別 表 第 2 を 次 の よ う に 改 め る 。
の ー
富 山 大学長 小 黒 千 足
附 買リ
こ の 規則 は ， 平 成 9 年 4 月 1 日 か ら 施行 す る 。
2 平 成 8 年 度 以 前 の 入学者 に つ い て は ， な お 従 前 の
例 に よ る 。
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別 表 第 l
数位単び及目科業授
畳 間 主 コ ー ス
択一
44444
－4444444
41
44444
一44
441
4444444
4
一444
44
－4
44
4
選択必
修一伊介P－f 
経営法学科
択7
44
選
aa－a“．anyan－z 
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｛｜事
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報
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事
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事事
繭
形険券
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事
民
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法
学
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経営法学科
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aaa
aqaqaq 
a“．
aaa
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選必
経 営 学 科
選
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44444
一4444444
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－44444
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4 4
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aazaa－aaz
a－－
aa－aa－aa－aa－aaz 
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主 bh制”’
必
経 済 学 科
選選
択
必
修 ； 修 ； 択
4 
4 
4 
計
考
1 こ の表に掲げる授業科 目 の ほ か， 特殊講義 を 設け る こ と がで き る 。2 自 由科 目 と し て の教養科 目 及 び共通基礎科 目 を 専 門科 目 の選択科 目
と し 卒業要件単位に含め る こ と がで き る 。
3 教育職員 免許状取得の た め の 授業科 目 は ， 卒業要件単位の う ち に加えない
4444
一44444444
一4
4444
一44
44
Z・44444444
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444
44
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44
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必
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備
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数位単ぴ及目科業授
夜 間 主 コ ー ス
経営法学科
選
a品1aqn44句。，“
－aayaqの4a94句。，uaaτ044ayauzn4
aaa
nFh－nzu 
択
a“．aa・nF“nFhu
44・aa－
aa・nJuaq－nyhw
経 営 学 科経 済 学 科
nzunyhun’uny“
Aa－－ 
必
。。1 
44
24
42
一4
424
一42424
42
一8
866642
一2
24
憲 法
行 政 法
税 法
地 方 自 治 法
地 方 公 務 員 法
刑 法
刑 事 訴 訟 法
法 哲 学
英 米 法
比 較 法 概 論
政 治 学
国 際 政 治 学
財 産 法 I
財 産 法 E
家 族 法
金 融 取 引 法
民 事 訴 訟 法
破 産 法
商 法
手 形 小 切 手 法
保 険 ・ 海 商 法
証 券 取 引 法
経 済 法
消 費 者 保 護 法
雇 用 法
社 会 保 障 法
国 際 取 引 法
国 際 公 法
国 際 経 済 組 織 法
経 済 学 演 習
経 営 学 演 習
法 学 演 習
経 済 学 卒 業 論 文
経 営 学 卒 業 論 文
法 学 卒 業 論 文
法 学 外 図 書 講 読
経 済 学 入 門
社 会 科 学 入 門
法 学
日 本 史 学 総 論
日 本 史 概 説
西 洋 史 学 総 論
東 洋 史 慨 説
職 業 指 導
開設単位
目科業授
基
民事法
共
リ玄ツ択一
44
4
－4444
一4
4444
－4
44
－44
4424
一4
4
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－44
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礎
法
;:.. iι 
業
係
法
関
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経
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＂＂」邑
法
学
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選択必修
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必
経 営 学 科
選
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一44
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択
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4
4
選
択
必
修 ； 修
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の授業科
目
ふ －昌 司函
102以上
備
102以上
考
1 こ の表に掲げる授業科 目 の ほか． 特殊講義 を 設 け る こ と がで き る 。
2 自 由科 目 と し て の教養科 目 及 び共通基礎科 目 を専 門 科 目 の選択科 目
と し卒業要件単位に含め る こ と がで き る 。
3 教育職員 免許状取得のための授業科 目 は． 卒業要件単位の う ち に加
え な い。
102以上
4 
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別 表 第 2
（ 昼 間 主 コ ー ス ）
区 分
専 必
攻
専 科
自 ｛疹
専 選
門 門 択基
礎
科 必
目 ｛｜多
科
専 選
攻
目 科
目 択
合 計
経 済 学 科
経 済 学 基 礎 演 習
経 営 学 基 礎 演 習
司· － － － － － － － － － － － － － － － － － － 『四 国 ” ー ー － ” ” ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ー ・ ー ー ー ・ ・ ー
経 済 学 演 習
経 営 学 演 習
－ － ー － － － － － － － ー ー ・ . . . .・ ー ー ・ ー ． ． － － － ー ー・ ・ · － － － － － － - - - - - - -
経 済 学 卒 業 論 文
経 営 学 卒 業 論 文
ミ ク ロ 経 済 学
マ ク ロ 経 済 学
政 治 経 済 学
経 済 学 入 門
社 会 科 学 入 門
経 j斉 十- 系
経営 ・ 経営法学系， 共通
自 由科目 と しての教養科目
及び共通基礎科目
( 10単位 ま で ）
学 報
単 位 修 得 方 法
所要単位
2 
－ ー ・ ・ ・ ー ー ・ ー ー
8 16 
ー ・ ・ ・ ， ． ． ． ． ．
6 
12  
92  
64 以上
以上
108以上
経 営 学 科
経 営 学 基 礎 演 習
経 済 学 基 礎 演 習－・4・4酔争4・－・.. · · · － · · · ·酔 争 . . ・ ・ 晶 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ー － ・ ー ー ー ー
経 営 学 演 習
経 済 学 演 習
・ － － － － － － － · · － － ー ・ ・ ・ ・ ー ・ ー ー ・· － － ー ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4・ ・ . . . . .‘ ・ ．
経 営 学 卒 業 論 文
経 済 学 卒 業 論 文
経 営 学 概 論
会 計 学 総 論
流 通 tt 吾白A岡
経 営 基 礎 数 学
経 片邑以， 且寸£一． 系
経済 ・ 経営法学系， 共通
自由科目 と しての教養科目
及び共通基礎科目
( 10単位 ま で ）
所要単位
2 
・ － ・ ・ ・ － － － － －
8 16 
6 
12  
92  
64 以上
以上
108以上
注 30単 位 を 限度 と し て ， 夜 間 主 コ ー ス で開 講 さ れ る 専 門科 目 か ら 履修す る こ と がで き る 。
た だ し ， 演習， 専 門基礎科 目 ， 外国書講読及 び卒業論文 は 除 く 。
単 位 修 得 方 法
（ 夜 間 主 コ ー ス ）
区 分 経 済 学 科 所要単位 経 営 学 科 所要単位
専
科
攻
必 経 済 学 演 習 経 営 学 演 習
経 営 学 演 習 8 経 済 学 演 習 8 
専 目 11多 法 ナ且4 i寅 習 法 ぷ寸M」ー i寅 習
専 選 ミ ク ロ 経 済 学 経 営 学 概 論
r� 択 マ ク ロ 経 済 学 簿 言己 原 理基 政 治 経 済 学 流 通 総 百画岡晶 1 2  r� 礎科
1 2  必 経 済 学 入 門 94 経 営 科 学 概 説 94 
目 fl多 社 会 科 学 入 門 以上 以上
科 専 選
経済 ・ 経営 ・ 経営法学系， 共通 経済 ・ 経営 ・ 経営法学系， 共通
攻
科 自 由科目 と しての教養科目 自由科目 と しての教養科目
目 及び共通基礎科目 及び共通基礎科目目 択 ( 8 単位 ま で ） ( 8 単位 ま で ）
合 計 102以上 102以上
注 30単位 を 限度 と し て ， 畳間主 コ ー ス で開 講 さ れ る 専 門科 目 か ら 履修す る こ と がで き る 。
た だ し ， 基礎演習， 演 習 ， 専 門 基礎科 目 ， 外図書講読及 び卒業論文は 除 く 。
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経 営 法 学 科
法 学 基 礎 演 習
ー ・ ー ー ・ ． ． ． ． ． ． ， ， ， ． ，
－ － － － － － － ， ー ー ー － － ー · · · － － － － · ー ー ー ー
法 p寸ιー 1寅 習
ー ー ー ・ ・ ー ・ ・ － － － － ・ ・ ・‘ ・ ー ー ー ー ー ・ － － － － ’ ー ー － － ー ー ー · · － － － · ， ー ，
法 学 卒 業 論 文
憲、 法 I 
刑 法 総 号ロ 問ι 
民 法 員lj
法 寸且£ー． I 
法 寸A以ー． II 
経 営 法 学 系
経済 ・ 経営学系， 共通
自 由科目 と しての教養科目
及び共通基礎科目
( 10単位 ま で ）
経 営 法 学 科
法 ナ且4 7寅 習
経 済 学 演 習
経 営 学 演 習
憲 法
刑 法
財 産 法 I 
法 戸寸Zー． 
法 学 卒 業 論 文
経 営 法 学 系
経済 ・ 経営学系， 共通
自 由科目 と しての教養科目
及び共通基礎科目
( 8 単位 ま で ）
所要単位
2 
・ ． ， ， ・ ・ ・ ・ ー ー
8 16 
4・ ・ ・ー ・ － ・b ・· － －
6 
1 2  
9 2  
64 以上
以上
108以上
所要単位
8 
1 2  
94 
以上
32以上
102以上
平 成 9 年 4 月 発行 学 報 第387号
富山大学理学部規則の一部改正
富山大学理学部規則の改正理由
1 教 養 教 育 の カ リ キ ュ ラ ム 等 の 見直 し に 伴 い ， 所 要 の 改正 を 行 う 。
2 専 門 科 目 の カ リ キ ュ ラ ム を 見 直 し ， 教 育 内 容 の 充 実 を 図 る た め ， 所 要 の 改正 を 行 う 。
富 山 大学理学部規則 の 一 部 を 改正 す る 規則 を 次 の と お り 制 定す る 。
平 成 9 年 3 月 21 日
富 山 大 学 長 小 黒 千 足
富山大学理学部規則の一部を改正する規則
富 山 大学理学 部規則 （ 昭 和 52年 5 月 16 日 制 定 ） の 一 部
を 次 の よ う に 改 正 す る 。
別 表 I （ 第 3 条 第 2 項 関 係 ） 及 び別 表 II （ 第 4 条関係）
を 次 の よ う に 改 め る 。
附 奥IJ
1 こ の 規則 は ， 平 成 9 年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。
2 平 成 8 年 度 以前 の 入学 者 に つ い て は ， な お 従 前 の
例 に よ る 。
別 表 I （ 第 3 条 第 2 項 関 係 ）
授 業 科 目 及 び 単 位 数
教 養科 目 及 び共 通 基礎科 目
区分 主 題 等 授 業 科 目
思 想 と 倫 理 哲 学 の す す め人 間 と 倫 理
人 こ こ ろ の 科 学 こ こ ろ の 科 学教 教
現 代 と 教 育 現 代 と 教 育
文 日 本 の 歴 史 と 社 会
系 歴 史 の 世 界 東 洋 の 歴 史 と 社 会西 洋 の 歴 史 と 社 会
養 養 日 本 文 ぷ寸旦ー． 科 文 学 の 世 界 外 国 文 寸会主んー
日 言 語 と 文 化 言 語 と 文 化
芸 術 の 世 界
コ白日0 楽
科 原 美 祢1
ネ土 社 会 理 論 と 現 代 社会科学の方法 と 理論現 代 社 会 論
よ＂＂』三 日 本 国 憲 法
系 法 と 政 治 国 家 と 市 民目 z両聞b、 科 経 済 生 活 と 法
市 民 生 活 と 法日 経済 ・ 経営デー タ を 読む
単
位
数
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
社 企 業 と 仕 事
� 、 産 業 と 経 済 世界経済の過去 と 現在
系 日 本 の 経 済 と 産 業
科 日 本 の 企 業 経 営
教 目 地 域 と 生 活 地域の経済 と 社会 ・ 文化
地 球 と 環 境 地 球 の 構 造 と 活 動
地 球 の 環 境
生 命 の 世 界 生 命 の 世 界養 自 宇 宙 の 構 造教
自 然 の 構 造 化 学 物 質 の 世 界扶 物 質 の 構 造
原 系 量 子 の 世 界数 理 の 世 界 自 然、 と 情 報 の 数 理
養 科 社 会 と 情 報 の 数 理技 術 の 世 界 技 術 の 世 界
雪ロι聞 目 材 料 の 科 学
生 活 の 科 学 生 活 の 科 学
睡 眠 の 科 学
情 報 の 科 学 コ ン ピ ュ ー タ の 話
科 教 養 原 論 演 習
環 境
生 と 死
ジ ェ ン ダ ー （ 性 ）
総、 ’し、 と 身 体
目 技 術 と 社 会
1ロ』 現 代 文 化
人 権 と 福 祉
科 環 日 本 海
科 学 と 社 会
目 現代の世界 （ 時事的問題）
ト ータルコ ミ ュニケーシ ョ ン
総 合 科 目 特 殊 講 義
日 本 事 情
共 タキ 英 E百 A 
通 国 英 5昔 B 基 言音 ド イ ツ 語i A 礎
科 科 ド イ ツ 語 B
日 日 フ ラ ン ス 語 A
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2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 X li 4 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
6 
4 
4 
4 
4 
4 
フ ラ ン ス 語 B 4 
外 中 国 語 A 4 
中 国 5苦 B 4 共 国 ロ ン ア 語 A 4 
ロ ン ア 王ロ五口 B 4 語
通 朝 常手 言苦 A 4 
科 朝 鮮 語 B 4 
フ ア ン 語 B 2 
基 目 日 本 語 A 4 
日 本 圭ロ五ロ B 4 
礎 健 康 ・ ス ポ ー ツ 論 3 
健康 ・ ス ポ ー ツ 演習 2 
健 康 ス ポ ー ツ 4 
科
1育 報 処 理 2 
目
盲 5吾 表 現 2 
第387号
数理統計学特論
実解析学特論
応用 数理特論
数値解析
情報数理特論
科学英語
i羊書講読
数学特別講義
数学講究
n’unJunJ“ハソ白an宮内ソ白
4 
報学平 成 9 年 4 月 発行
3ド
8 
＊ 印 を 付 し た 数学特別講義の単位数は， 必要に応 じ て 定め る 。
単位数 単位数
専 門 基 礎 科 目 議 震 専 攻 科 目 議 襲
解析学序論 I 2 線形代数学 I 2 
解析学序論 I 演習 2 線形代数学 I 演習 2 
解析学序論 E 演習 2 線形代数学 E 2 
解析学序論 E 2 解析学 I 2 
線形代数学序論 2 解析学 I 演習 2 
線形代数学序論演習 2 解析学 E 2 
物理学序説 I 2 解析学 E 演習 2 
物理学序説 E 2 解析学要論 2 
物理学概論 I 2 解析学要論演習 2 
物理学概論 E 2 代数学序論 2 
化学序説 I 2 代数学 I 2 
化学序 説 E 2 代数学 E 2 
化学概論 I 2 幾何学 I 2 
化学概論 E 2 幾何学 E 2 
生物学序説 I 2 位相数学序論 2 
生物学序説 E 2 位相数学 I 2 
生物学概論 I 2 位相数学 E 2 
生物学概論 E 2 複素解析学序論 2 
地球科学序説 I 2 複素解析学 I 2 
地球科学序説 E 2 複素解析学 H 2 
地球科学概論 I 2 実解析学 I 2 
地球科学概論 H 2 実解析学 E 2 
生物園環境科学概論 I 2 数理統計学 2 
生物園環境科学概論 E 2 微分方程式論 2 
放射線基礎学 2 応用数理 2 
離散数理 2 
情報数理 2 
情報科学特論 2 
情報科学 I 2 
情報科学 E 2 
統計デー タ 処理 2 
プロ グ ラ ミ ン グj寅習 I 2 
プロ グ ラ ミ ン グj寅習 E 2 
代数学特論 2 
幾何学特論 2 
解析学特論 4 
科
単位数 単位数
専 門 基 礎 科 目 議 選 専 攻 科 目 露 襲択
微分積分学 I 2 物理数学A 4 
微分積分学 E 2 物理数学 B 4 
線形代数学 2 力学 I 6 
応用数学基礎 2 力学 E 4 
計算機演習 2 電磁気学 I 6 
化学序説 I 2 電磁気学 E 4 
化学序説 E 2 熱統計学 I 4 
化学概論 I 2 熱統計学 E 4 
化学概論 E 2 量子力学 I 6 
生物学序説 I 2 量子力学 H 4 
生物学序説 E 2 量子力学特論 2 
生物学概論 I 2 光学 2 
生物学概論 E 2 相対論 2 
地球科学序説 I 2 物理実験学A 2 
地球科学序説 E 2 物理実験学 B 2 
地球科学概論 I 2 物理学実験 I 2 
地球科学概論 E 2 物理学実験 II （物性A ) 2 
生物圏環境科学概論 I 2 物理学実験 II （ 物性 B ) 2 
生物園環境科学概論 E 2 物理学実験 II （ 量 子 ） 2 
放射線基礎学 2 物性物理学 A 4 
基礎化学実験 1 物性物理学 B 4 
基礎生物学実験 1 物性物理学特論 2 
基礎地球科学実験 1 核物理学 A 2 
基礎生物圏環境科学実験 1 核物理学 B 2 
核物理学特論 2 
電磁波物理学A 2 
電磁波物理学 B 2 
電路波物理学特論 2 
i羊書講読 2 
物理学特別講義 ＊ 
卒業論文 12 
主，＿1子理物
目科門専
科� 寸ー数
＊ 印 を 付 し た物理学特別講義の単位数は ， 必要に応 じ て定 め る 。
科
単位数 単位数
専 門 基 礎 科 目 必修選択 専 攻 科 目 必刑事 選択
微分積分学 I 2 基礎物理化学 I 2 
微分積分学 E 2 基礎物理化学 E 2 
線形代数学 2 基礎無機化学 2 
応用 数学基礎 2 化学平衡学 2 
物理学序説 I 2 化学反応学 2 
物理学序説 E 2 構造化学 2 
物理学概論 I 2 量子化学 2 
物理学概論 E 2 化学熱力学 2 
生物学序説 I 2 触媒化学 2 
生物学序説 日 2 分子分光学 2 
生物学概論 I 2 分子物性学 2 
生物学概論 H 2 無機構造化学 2 
地球科学序説 I 2 材料科学 2 
地球科学序説 E 2 化学工学 2 
地球科学概論 I 2 物理化学特論 I 1 
� 寸ー
・νu，nl 
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細胞生物学
遺伝学
植物発生学
基礎細胞学
基礎遺伝学
微生物科学
細胞生物学特論
細胞生理学
遺伝学特論
資源生物学
生体エ ネ ルギー論
植物生態学
生体制御学実験
科学英語
生物学特別講義
卒業論文
nJ“ny“ハソ白
141ム1A14噌19unL
1 
1 
6 
2 
報学平成 9 年 4 月 発 行
＊ 
1 2  
＊ 印 を付 し た 生物学特別講義の単位数は， 必要に応 じ て 定め る 。
単位数 単位数
専 門 基 礎 科 目
選 選
専 攻 科 目
必 選
択
必
P事 択 jl妻 択
微分積分学 I 2 地球圏物理学序説 2 
微分積分学 E 2 一般地質学 2 
線形代数学 2 基礎地球力学 2 
応用数学基礎 2 鉱物学 2 
物理学序説 I 2 プ レ ー ト テ ク ト ニ ク ス 2 
物理学序説 E 2 環境化学概論 2 
物理学概論 I 2 地球化学 2 
物理学概論 E 2 環境問位体学 2 
化学序説 I 2 洋書講読 4 
化学序説 E 2 科学英語 2 
化学概論 I 2 地球惑星物理学 2 
化学概論 E 2 地球連続体力学 2 
生物学序説 I 2 雪氷学概論 2 
生物学序説 E 2 岩石磁気学 2 
生物学概論 I 2 雪氷物理学 2 
生物学概論 E 2 物理探査学 2 
生物園環境科学概論 I 2 雲物理学 2 
生物圏環境科学概論 E 2 基礎地球力学演習 2 
地球科学序説 I 2 層 序学 2 
地球科学序説 E 2 古生物学 2 
地球科学概論 I 2 岩石学 2 
地球科学概論 E 2 列 島地質 2 
放射線基礎学 2 地殻進化学 5 
基礎物理学実験 火山学 2 
基礎化学実験 1 鉱床学 2 
基礎生物学実験 1 地質学演習 2 
基礎生物園環境科学実験 1 地震科学 2 
宇宙jjlj地学 2 
海底地震計学 2 
自然災害ア セ ス メ ン ト 2 
構造地質学 2 
海洋地質学 2 
海域地震テ ク ト ニ ク ス 2 
地球科学実験 4 
層 序学実験 3 
岩石鉱物学実験 3 
地球物理学実験 3 
雪氷学実験 3 
地球計測実習 2 
地質学巡検 I 1 
地質学巡検 E 1 
地質学巡検 E 3 
地質調査法案習 8 
地球菌物理学実習
科且，＿寸ー科球地
必要 に 応 じ牢 印 を 付 し た化学演習， 化学特別講義の 単 位 数 は ，
て定め る 。
科
単位数 単位数
専 門 基 礎 科 目 必修 選択 専 攻 科 目 必修 択選
微分積分学 I 2 基礎動物形態学
微分積分学 E 2 基礎植物形態学
線形代数学 2 植物分類学 2 
応用 数学基礎 2 基礎系統学
物理学序説 I 2 基礎分類学
物理学序 説 E 2 系統進化学特論
物理学概論 I 2 比較内分泌学
物理学慨論 H 2 形態形成学
化学序 説 I 2 形態学特論 1 
化学序 説 E 2 動物系統進化学
化学概論 I 2 動物行動学 1 
化学概論 E 2 動物生理学 2 
地球科学序説 I 2 基礎生理学 1 
地球科学序説 E 2 植物生理学 2 
地球科学概論 I 2 生物科学特論 2 
地球科学概論 E 2 植物系統進化学 2 
生物園環境科学概論 I 2 応用生物学 1 
生物園環境科学概論 E 2 生体構造学実験 6 
放射線基礎学 2 臨海実験 I 1 
基礎物理学実験 1 臨海実験 E 1 
基礎化学実験 1 野外実験 I 1 
基礎地球科学実験 1 野外実験 H 1 
基礎生物閤環境科学実験 1 生物化学
生理化学 2 
生体応答学 2 
放射線生物学 1 
放射線生物学特別講義 1 
生体調節学 ー 2 
生理活性物質化学 2 
発生制御学 2 
基礎発生学 1 
動物発生学 2 
地球科学概論 E 2 物理化学特論 E 1 
生物 圏環境科学概論 I 2 無機化学特論 2 
生物園環境科学概論 E 2 分析化学特論 2 
放射線基礎学 2 物理化学実験 3 
基礎物理学実験 1 無機分析化学実験 3 
基礎生物学実験 1 プ ロ グ ラ ミ ン グ実習 1 
基礎地球科学実験 1 基礎有機化学 I 2 
基礎生物圏環境科学実験 1 基礎有機化学 E 2 
基礎化学実験 1 脂肪族化学 I 2 
芳香族化学 I 2 
脂肪族化学 H 2 
構造有機化学 2 
反応有機化学 2 
有機立体化学 2 
生体物質化学 2 
芳香族化学 E 2 
高分子化学 2 
生化学 2 
有機化学特論 I 1 
有機化学特論 H 1 
有機化学実験 6 
水環境化学 2 
環境化学演習 2 
環境化学計調lj 2 
計視lj化学特別講義 2 
科学英語 4 
化学演習 ＊ 
化学特別講義 ＊ 
卒業論文 12 
A以．ザー物生
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海域地球科学実習 I I 2 
地球聞物理学特論 I I 10 
地球進化学特論 I 1 10 
地球科学特別講義 ｜ ｜ ＊ 
卒業論文 I 12  
＊ 印を付 し た地球干中学特別講義の単位数は ， 必要に応 じ て定め る 。
生 物 圏 環境科学科
単位数 単位数
専 門 基 礎 科 目 必修選択 専 攻 科 目 必修選択
微分積分学 I 2 環境生物学概論 2 
微分積分学 E 2 生物物理化学 2 
線形代数学 2 生物化学 1 
応 用 数学基礎 2 基礎植物形態学 1 
物 理学序 説 I 2 基礎動物形態学 1 
物理学序 説 H 2 環境植物生理学 2 
物理学概論 I 2 生理化学 2 
物理学概論 H 2 基礎系統学
化学序説 I 2 基礎分類学 1 
化学序 説 E 2 生体応答学 2 
化学概論 I 2 植物生態学 2 
化学概論 E 2 光生物学 2 
生物学序 説 I 2 基礎遺伝学 1 
生物学序説 E 2 基礎細胞学 1 
生物学概論 I 2 生体エ ネ ルギー論 2 
生物学概論 E 2 細胞機能論 2 
地球科学序 説 I 2 植生変動論 2 
地球科学序説 E 2 生体調節学 2 
報 第387号
放射線基礎学 2 生体応答学特別講義 1 
基礎物理学実験 1 生態学 1 
基礎化学実験 1 放射線生物学
基礎生物学実験 1 放射線生物学特別講義
基礎地球科学実験 1 生物園機能実験 6 
環境物理化学 2 
環境化学概論 2 
環境基礎化学 2 
水環境化学 2 
環境無機化学 2 
基礎有機化学 I 2 
一般地質学 2 
環境化学計iRIJ 2 
地球化学 2 
環境化学演習 2 
基礎有機化学 E 2 
環境問位体学 2 
層 序学 2 
陸水化学 2 
環境地球化学 2 
環境保全化学 2 
環境地球化学特別講義 2 
計iRIJ化学特別講義 1 
環境計測特別講義 1 
環境化学計測実験 6 
科学英語 2 
野外実習 I 2 
野外実習 E 2 
生物圏環境科学特別講義
＊ 
卒業論文 12 
地球科学概論 I 2 
地球科学概論 E 2 
動物生理学特別講義 1 
植物生理学特別講義 1 ＊ 印 を 付 し た 生 物 園 環 境 科 学 特 別 講 義 の 単 位 数 は ， 必 要 に 応 じ て定 め る 。
別 表 II （ 第 4 条 関 係 ）
卒 業 に 必 要 な 修 得 単 位 数
数 学 科 物 理 学 科 化 学 科 生 物 学 科 地球科学科 生物圏環境科学科区 分 必 修 必 修 必 修 選 択 必 修 選 択 必 修 選 択選 択 必 修 選 択 選 択
教 教 養 原 論 1 2又 は 14 12又 は 14 12又 は 14 12又 は 14 1 2又 は 14 1 2又 は 14（人が｜学 ・ 社会科学系）
養 総 合 科 目 6 又 は 4 6 又 は 4 6 又 は 4 6 又は 4 6 又 は 4 6 又 は 4科
目 言十 18 18 18 18 18 18 
共
外
（英語
国を含語む 2
科
ヶ国語目） 8 8 8 8 8 8 
通 保 健 体 育 科 目 2 2 2 2 2 2 基
礎 情 報 処 理 科 目 又 2 2 2 2 2 2 科 は 言 語 表 現 科 目
目 計 1 2  12  12  12  12  1 2  
専 専 門 基 礎 科 目 1 2  8 1 0  1 0  1 19 20 20 20 
F守 専 攻 科 目 42 22 50 14 51 13 34 30 3 1  33 52 1 2  科
日 言十 54 30 60 24 52 32 34 50 3 1  53 52 32 
自 由 （ 選択 ）科 目 10 10  10  10  10 10  
t口』 計 124 124 124 1 24 124 1 24 
1 教養原 論 は ， 人文科学系及 び社会科学系 か ら 各 4 単位以上選択 し ， 12単位又は14単位 を 修得す る こ と 。
2 外国語は 2 ヶ 国語 （ 英語 を 含 む 。 ） を 各 4 単位， 計 8 単位以上修得す る こ と 。
3 外国 人留学生 に対 し ， 日 本事情及 び 日 本語 に 関 す る 科 目 を 開 講 し て い る が． 修得方法 は 別 に 定め る 。
4 専攻科 目 の選択は ， 他学科の専攻科 目 （ 一部の科 目 を 除 く 。 ） の う ち か ら も 選択す る こ と が出 来 る 。
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富山大学工学部規則の一部改正
富山大学工学部規則の改正理由 一
工 学 部 の 学 科 改 組 に 伴 い ， 所 要 の 改 正 を 行 う 。
富 山 大学 工 学 部 規則 の 一 部 を 改正 す る 規則 を 次 の と お り 制 定す る 。
平 成 9 年 3 月 21 日
富山大学工学部規則の一部を改正する規則
富 山 大 学工学 部規則 （ 平 成 5 年 4 月 1 日 全部改正 ） の
一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。
第 2 条 中
「電子情報工学科 「電気電子 シ ス テ ム 工学科
機械 シ ス テ ム 工学科 を 知 能情報工学科
物 質 工学科 機械知 能 シ ス テ ム 工学科
化 学 生 物 工学 科 」
に 改 め る 。
別 表 I （ 第 4 条 関 係 ）
物 質 生 命 シ ス テ ム 工学科J
富 山 大学長 小 黒 千 足
別 表 I （ 第 4 条 関 係 ） 及 び別 表 II （ 第 6 条 関 係 ） を 次
の よ う に 改 め る 。
附 則
1 こ の 規則 は ， 平 成 9 年 4 月 1 日 か ら 施行 す る 。
2 平成 8 年 度 以 前 の 入学者 に つ い て は ， な お 従前 の 例
に よ る 。
卒 業 に 必 要 な 修 得 単 位 数
IB:�プ 電気電子システム工学科 知 能 情 報 工 学 科 機械知能システム工学科 物質生命システム工学科
教 養 科 目 か ら 修 得 す る 単 位 数 1 8 
共通基礎科 目 か ら 修得す る 単位 数 1 2 
計 3 0 
専 専門基礎科 目 か ら修得する単位数 3 0 以 上 1 4 以 上 8 以 上
門 8 4 以 上
専 攻科 目 か ら 修得す る 単位数 5 4 以 上 7 0 以 上 7 6 以 上
科
目 言十 8 4 以 上
自 由 単 位 1 0 以 内
i口b、 計 1 2 4 
備考 1 単位の修得方法 に つ い て は ， 81J表 E で示す。
2 自 由単位は， 富山大学 に お け る教養科 目 及 び共通基礎科 目 履修規則 に定め る 自 由科 目 及 び他学科の 専 攻 科 目 並 び に 他 学部 の 専
攻科 目 か ら 履修 し た単位であ る 。
3 教養科 目 ・ 共通基礎科 目 及 び専 門 科 目 の修得単位数合計が卒業 に必要な 124単位に満た な い場合は， 自 由単位の内10単 位 を 限度
と し て 卒業 に必要な修得単位数124単位に含め る こ と がで き る 。
た だ し ， 教職 に 関 す る 授業科 目 の単位は 除 く 。
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別 表 II （ 第 6 条 関 係 ）
電 気 電 子 シ ス テ ム 工 学 科
単 位 数 単 位 数
授 業 科 目 名 必 選 選 自 選 授 業 科 目 名 必 選 選 自 選
修 必 択 由択 修 必 択 由択
微分積分 l 2 電気電子計測工学 2 
微分積分 2 2 セ ン サ ー 工学 2 
専 線形代数 2 シ ス テ ム 制御工学第 1 2 
微分方程式 l 2 シ ス テ ム 制御工学第 2 2 
微分方程式 2 2 電気電子材料工学 2 
門 ベ ク ト ル解析 2 結晶物理工学 2 
複素解析 2 電子物性工学及 び演習 3 
基 数値解析及び演習 2 専 量子効果デバ イ ス 2 フ。 ロ グ ラ ミ ン グi寅習 2 量子光工学 2 
力 学 2 表面エ レ ク ト ロ ニ ク ス 2 
礎 熱 ・ 波動 2 半導体デバ イ ス 及 び演習 3 
量子力学 2 集積 回路工学 2 
科 電磁気学第 l 及 び演習 3 光 ・ 電子デバ イ ス 2 
電磁気学第 2 及 び演習 3 ナ ノ エ レ ク ト ロ ニ ク ス 2 
電気回路第 1 及 び演習 3 攻 安全 ・ 開発管理工学 2 
目 電気回路第 2 及 び演習 3 電気電子工学研究 レ ビ ュ ー 1 
ア ナ ロ グ電子 回路及 び演習 3 自 由課題製作実験 2 
デ ィ ジ タ ル電子回路 2 電気電子実験第 1 2 
電力 発生工学 3 電気電子実験第 2 2 
電気エ ネ ル ギー 伝送工学 4 電気電子実験第 3 2 
高電圧工学 2 科 電気電子実験第 4 2 
半導体電力 変換工学 2 電気電子工学論文輪読第 1 2 
専 電気機器工学第 1 2 電気電子工学論文輪読第 2 2 
電気機器工学第 2 2 卒業論文 10 
電動力 応用工学 2 工業英語 2 
攻 電気電子工学設計製 図 2 
プ ラ ズマ理工学 2 電気電子 シ ス テ ム 工学特論
法規及 び管理 1 目科
電磁波工学 2 職業指導 4 
信号処理工学 2 
日 環境電磁工学 2 
通信方式 2 
通信 シ ス テ ム 2 
電波法規
計算電磁工学 2 
備考
1 電気電子 シ ス テ ム 工学特論の単位数は必要に応 じて定め る 。
2 卒業に必要 な 修得単位数は ， 次の条件 を 満 た し124単位以上で あ る こ と 。
( 1 ） 教養科 目 ， 共通基礎科 目
富山大学 に お け る 教養科 目 及 び共通基礎科 目 履修規則 に 定め る 選択科 目 30単位以上
(2） 専 門 科 目
専 門基礎科 目 は41単位中30単位以上， 専攻科 目 は必修科 目 27単位 を 含め54単位以上， 合計84単位以上
84単位の内訳は， 学科の定め る と こ ろ に よ る 。
3 職業指導の単位は， 卒業に必要な 修得単位数に は含め な い 。
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知 能 情 報 工 学 科
単 位 数 単 位 数
授 業 科 目 名 必 選 選 自 選 授 業 科 目 名 必 選 選 自 選
（｜多 必 択 由択 イ｜多 必 択 由択
微分積分 2 コ ン ビ ュ ー タ グ ラ フ ィ ク ス 2 
専 微分積分演習 2 人工知能基礎 2 
門 線形代数 2 自 然言語処理 2 
基 線形代数演習 2 人工知能 シ ス テ ム 2 
微分方程式及 び演習 2 視覚情報処理 2 
礎 ベ ク ト ル解析 2 音情報学 2 
科 情報数学 2 ヒ ュ ー マ ン イ ン タ フ ェ イ ス 2 
目 情報数学演習 2 仮想現実感方式 2 
確率統計論 2 専 知能生体情報工学 2 
数値解析 2 フ’ レ イ ン コ ン ピ ュ ー テ イ ン グ 2 
電気磁気学 2 安全 ・ 開発管理工学 2 
電気回路 2 知能情報工学基礎演習 2 
電気回路演習 2 知能情報工学実験第 1 2 
電子回路工学 2 知能情報工学実験第 2 2 
論理情報回路 2 攻 知能情報工学実験第 3 2 
専 電磁波工学 2 知能情報工学実験第 4 2 
情報伝送工学 2 自 由製作実験 2 
光通信工学 2 知能情報工学研修第 1 2 
デ ジ タ ル 信号処理 2 知能情報工学研修第 2 2 
攻 オ ー ト マ ト ン ・ 言語理論 2 卒業論文 1 0  
計算機ア ー キ テ ク チ ャ 2 科 工業英語 2 
ソ フ ト ウ エ ア 工学 2 工業 ロ シ ア 語 2 
多変量解析論 2 
情報理論 2 知能情報工学特論
科 符号理論 2 
計算論 2 職業指導 4 
意味解析論 2 目
ア ル ゴ リ ズ ム 解析 2 
目 コ ン パ イ ラ 構成法 2 
デー タ ベ ー ス 論 2 
ネ ッ ト ワ ー ク ア ー キ テ ク チ ャ 2 
高度通信方式 2 
情報 メ デ ィ ア 学 2 
情報セ キ ュ リ テ イ 2 
画像処理 と パ タ ー ン 認識 2 
備考
1 知能情報工学特論の単位数は必要に応 じ て定め る 。
2 卒業 に必要 な 修得単位数は ， 次の条件 を 満 た し 124単位以上で あ る こ と 。
( 1 ） 教養科 目 共通基礎科 目
富山大学 に お け る 教養科 目 及 び共通基礎科 目 履修規則 に定め る 選択科 目 30単位以上
(2） 専 門 科 目
専 門基礎科 目 は18単位中 14単位以上． 専攻科 目 は必修科 目 28単位 を 含め70単位以上， 合計84単位以上
84単位の内訳は． 学科の定め る と こ ろ に よ る 。
3 職業指導の単位は， 卒業 に必要な修得単位数 に は 含め な い 。
- 41-
平 成 9 年 4 月 発行 学 報 第387号
機 械 知 能 シ ス テ ム 工 学 科
単 位 数 単 位 数
授
専
門
基
礎
科
目
専
攻
科
目
備考
業 科 目 名
微分積分第 1
微分積分第 2
線形代数第 1
線形代数第 2
微分方程式
圃 圃 司· － － － － ・ ． ， ， ． ・ ・ ・ ー ・ ー ー . . ’ E 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 司. . . ー ー ー ー ・ ー ・ ー ー ー · · － － － － － － －
工業力 学
化学
電磁気学
量子力学
材料力学第 1
材料力学第 2
材料強度演習 第 1
国体力 学
－ － － － － － － ー ， . ・ － － － － － － － － － ” ” e ・ ・p ・p ・ ・ ・ ー ・ ー ー . . .』 ・ ー ー － － － － ， ， 司 ・ ・ ・ a』 . .
強度設計工学
材料強度演習 第 2
要素設計学第 1
要素設計学第 2
ー ー ー ー ー ， ，  ． 司 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ． “ ・ ・ ・ ・ － － ー ー － － － － － － － － － － · · · · ・ ・ ・ ・ ． ． ． ． ． ． ．
生産加工学
生 産加工学演習
切削加工学
精密加工学
· · · · · · · · - · - ．‘ ’ － － － － － ・ ・ 4 ・b 骨 骨 骨 ， ー ・ － － － － － － － － － － ・ ・ ， ， ， ， . . . . ー ー ー
基礎材料工学
機械材料工学
塑性工学
塑性 ・ 材料工学演習
. . . . . . .  － － － － － － · · · ー ， ， a， 骨 骨 骨 ・ ー ， ， ， － － － － － － － － － － ・ ・ ， . . . . . ・ 骨 骨 骨 ・ ． ．
基礎熱力学
応用熱力学
熱工学演習
伝熱工学
エ ネ ル ギ一 変換工学第 1
・ ． ． ． ． ． ， ． ， ， ， ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ー ー ー ー ー ー ・ ー ー ー ． ． ． ． ． ， ． ． ， ， ． ． ． ． ， ・ ー ー ー ー ー . .
基礎流体工学
流体工学演習
流体力 学
エ ネ ル ギ一 変換工学第 2
ー ー ー ・ . ・ ・ ・ ・ ・ a・ ・ ・ ー ・ ー ー ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・・ . . . . ー ー ー ー ー ー ー ・ ・ ・ ・ ・ . .. 酔 . .
数理解析第 1
数理解析第 2
数理解析演習
環境数値解析工学
必 選
11多 必
ー ー ー ．‘ ー ・ ー ー ー ’ ー ・ ・ ー ー ・ ー
2 
ー · · · · · · · － ー ， E ， ー － － －
1 
ー ー ・ ー ー ー . . ・ ・ ・ ー ・ ・ ・ ・ ー
1 
1 
1 
ー ー ー ー ， ， ， ，
2 
4・ ・ 4・ ー ・ ・ ー ．
1 
ー ， ． ー ， ， ， ，
ー . .・ ・ . .・ ー ー ，
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ー
ー ー ー ー ． ． ． ． ．
選 自 選 科
目
択 由択 群
2 
2 
2 A 
2 
2 
. . ’ ・ ・ ・ ． ． ．
2 
2 B 
2 
2 
2 c 
2 
・ ・ a ” ・. . . . ー ー ・ ・ ・ ー ・ ー . ・b ・ ． ． － ・ ． ．
2 
2 D 
2 
ー ， ． ， ， ， ， ， ，
2 
2 E 
2 
. . . ， ・ ー ー ， ’ ・ ・ ・ ・ ． ． ． － － ・ ． ． ． ． ． ．
2 
2 
2 F 
ー ・ . . . . . . . . . .・ ー . .‘ ・‘ ・‘
2 
2 
G 
2 
2 
ー ・ ， ． ． ， ， ． 4’ ・ . . . . . . .
2 H 
2 
－． ． ．・ ・ ・． ． ． ． －． ． ． ． ． ． ． ．  . . . . ー ー . . .
2 
2 
2 
1 機械知能 シ ス テ ム 工学特論の単位数は必要に応 じ て 定め る 。
授 業 科 目 名
機構学
機械力学
動的設計解析学
機械動的解析演習
ー ー ー － － － － － ー － － ・ － － － － － － － － － － － － － － － － － － · · · · · · · · · · · · · · ·・ ・ a‘ . .・ ー ， . . .
制御理論第 1
制御理論演習
専 制御理論第 2制御 回路学
制御要素
－ － － － － － ・ ・ ・h ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ー ー ・ ・ ー ー ・ ・b ・ ー ． ． ． ． ・ ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．
計測工学
機械情報工学
精密測定学
計測工学 ・ 精密視lj定学演習
ー ， ． ． ， ． ・. . . . . . . . . . ・. . ー · · · － · ， ー － － － ー ー ・ ． ． 司. . . ” ・ ・ ・ ・ ・ ， ， ， ， ， ， . . ・. .
計算力学
攻 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 工学
ソ フ ト ウ ェ ア 工学演習
応用機械情報工学
環境工学概論
L C  A 設計論
機械情報処理工学
知能機械情報工学
科 英語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
工業英語
工業 ド イ ツ 語
機械安全工学
機械工学 自 由演習
機械入 門 ゼ ミ ナ ー ル
機械知能 シ ス テ ム 工学特論
機械工学輪読目 機械工学設計製 図 第 1
機械工学設計製図第 2
機械工学実習
機械工学実験第 1
機械工学実験第 2
卒業論文
職業指導
2 卒業 に必要 な 修得単位数は ， 次の条件 を 満 た し 124単位以上で あ る こ と 。
( 1 ） 教養科 目 ， 共通基礎科 目
富山大学 に お け る 教養科 目 及 び共通基礎科 目 履修規則 に定め る 選択科 目 30単位以上
(2） 専 門 科 目
必
4多
晶 司. . . . . . . .
1 
1 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
10  
選
必
· － · － － ・ ． ．
・ ・ ・ ・ ー ー ー
選 自 選
択 由択
2 
2 
2 
. . . ・ ． ．‘ ・‘ 争 － ー ・ ・ ・ . . ‘
2 
2 
2 
2 
ー ・ － － － · · ·
2 
2 
2 
・ ・ ・ ・ ， ， . . 4・ 4・ ー ・ ・ ー ・ ー
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
4 
専 門基礎科 目 は 18単位中必修 2 単位 を 含 め 8 単位以上， 専攻科 目 は必修科 目 35単位 を 含め76単位以上， 合計84単位以上
84単位の内訳は． 学科の定め る と こ ろ に よ る 。
3 職業指導の単位は ， 卒業に必要な修得単位数に は 含 め な い 。
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目
群
. ・ ー ー ． ． ． ． ．
K 
’ ー ー · · · · － ・
L 
－ ・ ． ． ． ． ． ． ．
M 
共
通
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物 質 生 命 シ ス テ ム 工 学 科
単 位 数 単 位 数
授 業 科 目 名 必 選 選 自 選 授 業 科 目 名 必 選 選 自 選
修 必 択 由択 修 必 択 由択
微分積分 l 2 高分子化学 2 
微分積分 2 2 生体高分子化学 2 
線形代数 1 2 高分子物理化学 2 
専 線形代数 2 2 物理化学演習 2 
応 用 数学 l 2 細胞生産工学 1 2 
応 用 数学 2 2 細胞生産工学 2 2 
門 応 用 数学 3 2 生命物性工学 1 2 
物理学 l 2 生命物性工学 2 2 
物理学 2 2 生命物性工学演習 2 
基 物理学 3 2 生化学 l 2 
無機化学 1 2 生化学 2 2 
無機化学 2 2 専 生化学 3 2 礎
基礎有機化学 l 2 遺伝子工学 1 2 
基礎有機化学 2 2 遺伝子工学 2 2 
科 分析化学 2 生命放射工学 2 
物理化学 l 2 生命情報工学 2 
物理化学 2 2 攻 生命計測工学 2 
日 物理化学 3 2 生命分子機能工学 2 
物質 ・ 生命システム工学ゼ ミ ナール 2 マ イ ク ロ メ リ テ ィ ッ ク ス 2 
物理学実験 粉体物性工学 2 
化学実験 粉体プ ロ セ ス 工学 l 2 
資源化学 2 粉体 プ ロ セ ス 工学 2 2 
無機化学 3 2 科 プ ロ セ ス 工学量論 2 
生物無機化学 2 移動現象論 1 2 
専 生物有機化学 2 移動現象論 2 2 
有機化学 1 2 多 相系移動現象論 2 
有機化学 2 2 反応工学 1 2 
有機化学演習 2 反応工学 2 2 
攻 目構造有機化学 2 生物化学工学 2 
有機合成化学 2 生物反応工学 2 
反応速度論 2 拡散操作論 2 
科 電気化学 2 物質移動論 2 
無機化学演習 2 分離工学 2 
配位化学 2 拡散プ ロ セ ス 工学 2 
量子化学 2 プ ロ セ ス 設計 1 2 
目 物理有機化学 2 プ ロ セ ス 設計 2 2 
機器分析化学 l 2 化学 プ ロ セ ス 制御 2 
機器分析化学 2 2 プラ ン ト 設計工学 2 
機器分析化学演習 2 プ ロ セ ス 工学計算 1 1 
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プ ロ セ ス 工学計算 2 2 生命工学実験 4
材料製錬工学 2 プ ロ セ ス 工学実験 1
材料精錬工学 2 プ ロ セ ス 工学実験 2
金属化学 2 プ ロ セ ス 工学実験 3
腐 食 ・ 防食工学 2 プ ロ セ ス 工学実験 4
機能性材料工学 l 2 プ ロ セ ス 工学実験 5
専 機能性材料工学 2 2 専 材料化学実験
高温反応、工学 2 機能性材料学実験
材料評価学 2 材料設計工学実験
結晶構造学 2 材料物性工学実験
相変態 ・ 熱処理論 2 応用物性工学実験
素形材工学 2 工場実習
攻 材料設計工学 2 攻 応 用 化学輪読
材料学序論 2 生命工学輪読
材料組織学 2 プ ロ セ ス 工学輪読
材料強度学 2 材料工学輪読
組織制御工学 2 自 由演習
量子工学序論 2 情報処理
科 応用 物性工学 2 科 プ ロ グ ラ ミ ン グ 及 び演習
応用 物性工学演習 2 品 質管理
低温工学 2 電気工学概論
材料力学 4 電子工学概論
応用 化学実験 1 1 . 5  機械工学概論
応用 化学実験 2 1 . 5  工業英語 1
目 応用 化学実験 3 1 . 5  目 工業英語 2
応用 化学実験 4 1 . 5  工業 ド イ ツ 語
応用 化学実験 5 1 . 5  卒業論文
応用 化学実験 6 1 . 5  
生 命工学実験 1 1 . 5  物質生命 シ ス テ ム 工学特論
生命工学実験 2 1 . 5  
生命工学実験 3 1 . 5  職業指導
備考
1 物質生命シ ス テ ム 工学特論の単位数は必要に応 じ て定め る 。
2 卒業 に必要 な 修得単位数は ， 次の条件 を 満た し 124単位以上 で あ る こ と 。
( 1 ) 教養科 目 ， 共通基礎科 目
富山大学 に お け る 教養科 目 及び共通基礎科 目 履修規則 に 定め る 選択科 目 30単位以上
(2） 専 門 科 目
専 門基礎科 目 及 び専攻科 目 は 必修科 目 10単位 を 含め84単位以上， 合計84単位以上
84単位の内訳は， 学科の定め る と こ ろ に よ る 。
3 職業指導の単位は， 卒業に必要な修得単位数に は含め な い。
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平 成 9 年 4 月 発行 ...,.,, ザー 報 第 387号
富 山 大学大学院学則 の 一部改正
ー 富 山 大 学 大 学 院学 則 の 改正 理 由
1 大 学 院 人 文科学研究科専 攻 の 名 称 変更 に 伴 い ， 所 要 の 改正 を 行 う 。
2 大 学 院 教育学研究科 （ 修士課程 ） 教科教育専 攻 の 整 備 （ 音 楽 教 育専修 の 設 置 ） に 伴 い ， 所 要 の 改正 を 行 う 。
3 大学 院理学研究科 生 物 園 環境科学専 攻 の 設置 に 伴 い ， 所 要 の 改正 を 行 う 。
4 大学 院理学研究科数学専攻 物理学専攻， 生 物 学 専 攻 及 び地球科学専 攻 並 び に 大学院工学研究科 （ 博士 前 期
課 程 ） 電 子情報工学専 攻 の 入 学 定 員 の 改 訂 に 伴 い ， 所 要 の 改正 を 行 う 。
富 山 大学大学 院学則 の 一 部 を 改正 す る 学則 を 次 の と お り 制 定す る 。
平 成 9 年 3 月 21 日
富 山 大 学 大学院学則 の 一 部 を 改正 す る 学則
富 山 大学大学 院学則 （ 昭和 53年 4 月 1 日 制 定 ） の 一 部
を 次 の よ う に 改正 す る 。
第 6 条 中 「 日 本 ・ 東 洋 文 化 専 攻 ， 西 洋 文 化 専 攻 j を
「文化構 造研究専 攻 ， 地 域 文 化 研 究 専 攻 j に 改 め ， 「 ．
地球科学専攻J を に 地球科学専 攻 ， 生 物 圏 環 境 科 学 専
攻J に 改 め る 。
別 表 第 1 を 次 の よ う に 改 め る 。
別 表 第 1
研究科名
人文科学
研 究 科
教 育 学
研 究 科
経 済 学
研 究 科
理 学
研 究 科
課 程 名 専 攻 等 名
修 士 課 程
文 化 構 造 研 究 専 攻
地 域 文 化研 究 専 攻
計
修 士 課 程
学 校 教 育 専 攻
教 科 教 育 専 攻
員十
修 士 課 程
地域 ・ 経済政策専攻
企 業 経 営 専 攻
計
数 寸＝一． 専 攻
物 理 学 専 攻
修 士 課 程
化 学 専 攻
生 物 学 専 攻
地 球 科 学 専 攻
生物園環境科学専攻
計
入学定員 収容定 員
5 人 10人
5 10 
10 20 
6 12  
26 52 
32 64 
4 8 
4 8 
8 16 
12  24  
12  24  
10 20 
10 20 
10 20 
10 20 
64 128 
富 山 大 学長 小 黒 千 足
電 子 情 報 工 学 専 攻 45人 90人
機械シス テム工学専攻 30 60 
博士前期課程 物 質 工 学 専 攻 27 54 
化 学 生 物 工 学 専 攻 24 48 
工 学 言十 1 26 252 研 究 科
システム生産工学専攻 6 18 
博士後期課程 物 質 生 産 工 学 専 攻 6 18 
計 1 2  36 
言十 138 288 
tロ>. 言十 252 516 
注 ： 教 育 学研究科 の 入 学定員 内 に は 外 国 人 留学生 と し て ，
学校教育専 攻 に 1 人 ， 教科教育専 攻 に 2 人 を 含 む も の
と す る 。
別 表 第 2 中
人文科学 日本 ・ 東洋文化専攻 中学校教諭専修免許状 社会
研 究 科 日 本 ・ 東洋E史文化コ ー 1 高等学校教諭専修免許状 地理歴 史
目 � · 目 文 字 コ ー ス 中学校教諭専修免許状 国雪回五悶
高等学校教諭専修免許状 国語
中 目 � ， 中 国 土字 コ ー 1 中学校教諭専修免許状 中 国語
高等学校教諭専修免許状 中 国語
西洋文化専攻 中学校教諭専修免許状 社会 を
西洋H · I史文化コ 日 1 高等学校教諭専修免許状 地理歴史
高等学校教諭専修免許状 公民
英 語 ー 英 景 文 学 コ ー ス 中学校教諭専修免許状 英語
高等学校教諭専修免許状 英語
ドイ7語 。 ドイ 7 文字コ ー 1 中学校教諭専修免許状 ド イ ツ 言苦
高等学校教諭専修免許状 ド イ ツ 言苦
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学
人文科学 文化構造研究専攻 中学校教諭専修免許状 社会
研 究 科 高等学校教諭専修免許状 地理歴史
高等学校教諭専修免許状 公民
地域文化研究専 攻 中学校教諭専修免許状 社会
社 会 歴 史 コ ー ス 高等学校教諭専修免許状 地理歴史
国 語 コ ー ス 中学校教諭専修免許状 国語
高等学校教諭専修免許状 国語
中 国 5苦 コ ー ス 中学校教諭専修免許状 中 国 語
高等学校教諭専修免許状 中 国語
英 語 コ ー ス 中学校教諭専修免許状 英語
高等学校教諭専修免許状 英吾日五ロ
ド イ ツ 語 コ ー ス 中学校教諭専修免許状 ド イ ツ 語
高等学校教諭専修免許状 ド イ ツ 語
「 l 教 育 学 ｜ 理科教育専修
研 究 科
小学校教諭専修免許状
中学校教諭専修免許状 ｜ 理科 ｜ を
高等学校教諭専修免許状 ｜ 理科 l j  
「 i 教 育 学 ｜ 理科教育専修
研 究 科
小学校教諭専修免許状
中学校教諭専修免許状 理科
高等学校教諭専修免許状 理科
小学校教諭専修免許状
中学校教諭専修免許状 音楽
高等学校教諭専修免許状 音楽
幼稚園教諭専修免許状
音楽教育専修
「 t 理 学 ｜地球科学専攻 ｜ 中学校教諭専附状 ｜ 理科
研 究 科 高物教師免献 理科 ！？
「 l 理 学 ｜地球科学専攻 中学校教諭専修免許状 理科
研 究 科 高等学校教諭専修免許状 理科
生物圏環境科学専攻 中学校教諭専修免許状 理科
高等学校教諭専修免許状 理科 ' J  
に 改 め る 。
報 第 387号
附 則
1 こ の 学則 は ， 平 成 9 年 4 月 1 日 か ら 施行 す る 。
2 別 表 第 1 に 定め る 収 容 定 員 は ， 平 成 9 年 度 は ， 次 の
と お り と す る 。
研 究 科 名 課 程 名 専 攻 等 名 収容定員
修 士 課 程 文 化 構 造 研 究 専 攻 5人人文科学研究科 地 域 文 化研 究 専 攻 5 
計 10 
修 士 課 程 学 校 教 育 専 攻 12  教 育 学 研 究 科 教 科 教 育 専 攻 49 
品十 61 
修 士 課 程 地域 － 経済政策専攻 8 経 済 学 研 究 科 企 業 経 営 専 攻 8 
計 16 
数 A十,,_ 専 攻 20 
物 理 学 専 攻 20 
修 士 課 程 化 学 専 攻 20 理 学 研 究 科 生 物 学 専 攻 18 
地 球 科 学 専 攻 18 
生物園環境科学専攻 10 
計 106 
電 子 情 報 工 学 専 攻 75 
機械 シ ス テ ム 工学専 攻 60 
博士前期課程 物 質 工 学 専 攻 54 
化 学 生 物 工 学 専 攻 48 
工 学 研 究 科 計 237 
シ ス ァ ム生産工学専攻 18 
博士後期課程 物 質 生 産 工 学 専 攻 18 
言十 36 
言十 273 
合 言十 466 
3 平 成 9 年 3 月 31 日 に お け る 人 文科学研究科 日 本 ・ 東
洋 文 化専 攻 及 び西 洋 文 化専 攻 に つ い て は ， 平 成 9 年 3
月 31 日 に 当 該専 攻 に 在 学 す る 者が 当 該 専 攻 に 在学 し な
く な る 日 ま で の 間 ， 存続す る も の と す る 。
富 山 大学学位規則 の一部改正
－ 富 山 大学学位 規 則 の 改正 理 由
1 教 育 学 部 及 び工学 部 の 学科改組 に 伴 い ， 所 要 の 改正 を 行 う 。
2 人 文科 学 研 究科 専 攻 の 名 称 変 更並 び に 理学研究科生物 園 環境科学専 攻 の 設置 に 伴 い ， 所 要 の 改正 を 行 う 。
富 山 大 学 学 位 規則 の 一 部 を 改正 す る 規則 を 次 の と お り 制 定す る 。
平 成 9 年 3 月 21 日
富 山 大学長 小 黒 千 足
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富 山 大 学学位規則 の 一 部 を 改正 す る 規則
�‘ →ー
富 山 大学 学 位 規 則J （ 昭和 40年 1 月 22 日 制 定 ） の 一 部 を
次 の よ う に 改 正 す る 。
第 3 条 の 2 の 表 中
小 学 校 教 員 養 成 課 程
中 学 校 教 員 養 成 課程
教 育 学 部 養護学校教員養成課程 教 育 学 を
幼 稚 園 教 員 養 成 課 程
情 報 教 育 課 程
「 ｜ 学校教育教員 養成課程 I 教 育 学 ｜｜ に ，教 育 学 部 、 合 教 育 課 程 J 
l 電 子 情 報 工 学 科
工 4λ以－． 機械 シ ス テ ム 工 学科 ｜ 工部 ｜ 物 質 工 学 科 学 ｜ を
化 学 生 物 工 学 科 l
l 電気電子シ ス テム 工学科
工 ヴ，ー＂＇－． 知 能 情 報 工 学 科 ｜ 工部 ｜ 機械知能 シ ス テム 工学科 学 ｜ に ，
物質生命シ ス テ ム 工学科 f
報 第 387号
「 ｜ 日 本 東 洋 文 化専 攻 ｜ 文 学 ｜ 一 ｜ を人文科学研究科 西 洋 文 化 専 攻 J 
「 ｜ 文 化 構 造 研 究 専 攻 ｜ 文 学 ｜ 一 ｜ に ，｜ 人文科学研究科 地 域 文 化 研 究 専 攻 」
数 1品子 専 攻
物 理 学 専 攻
理 学 研 究 科 化 ザ且ムー 専 攻 理 学 を
生 物 イ＂＂与< 専 攻
地 球 科 学 専 攻
数 寸.... ．ー 専 攻
物 理 学 専 攻
理 学 研 究 科 化 学 専 攻 理 学生 物 学 専 攻
地 球 科 学 専 攻
生 物 園 環 境 科 学 専 攻
に 改 め る 。
附 則
1 こ の 規則 は ， 平 成 9 年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。
2 平成 8 年 度 以 前 の 入 学者 に つ い て は ， な お 従前 の 例
に よ る 。
富 山 大学大学院人文科学研究科規則 の一部改正
富 山 大 学 大 学 院 人 文科学研究科規則 の 改正理由
専 攻 の 名 称 変 更 に 伴 い ， 履 修方 法 及 び カ リ キ ュ ラ ム を 見 直 し ． 教 育 内 容 の 充 実 を 図 る た め ． 所 要 の 改正 を 行 う 。
富 山 大学大学 院 人 文科学研究科規則 の 一 部 を 改正 す る 規則 を 次 の と お り 制 定す る 。
平成 9 年 3 月 21 日
富 山 大 学 大 学 院 人 文 科学研 究科規則 の 一 部 を 改
正 す る 規則
富 山 大学大 学 院 人 文科学研 究科規則 （ 昭和61 年 4 月 1
日 制 定 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。
第 4 条 第 1 J頁 中 「， 必修科 目 1 2単 位 」 を に 必 修 科 目
4 単 位 」 に 改 め ， 同 条 に 次 の 1 項 を 加 え る 。
富 山 大学長 小 黒 千 足
3 前 項 の 規 定 に よ り 履修 し た 授 業 科 目 の 修 得単 位 は ，
人 文科学研究科委 員 会 （ 以下 「委員 会」 と い う 。 ） の
議 に 基づ き ， 第 1 項 に 規 定す る 修 了 に 必要 な 単位 に 含
め る こ と がで き る 。
第 8 条 中 「， 人 文科学研究科委 員 会 （ 以 下 「 委 員 会 」
と い う 。 ） 」 を 「 ， 委 員 会j に ， 「 3 名 」 を 「 3 人 」 に
改 め る 。
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別 表 を 次 の よ う に 改 め る 。
別 表
各 専 攻授 業 科 目 及 び単 位 数
専 攻 授 業 科 目
単 位 数
必修 選択
哲 学 特 論 （1 ) 4 
哲 学 哲 学 特 論 （2) 4 哲 学 特 論 （3) 4 
哲 学 j寅 習 4 4 
人 間 学 特 論 (1) 4 
問 学 人 間 学 特 論 （2) 4 文 人 人 間 学 特 論 （3) 4 
人 間 学 演 習 4 4 
言 語 学 特 論 （1 ) 4 
言 E苦 学 言 語 学 特 論 （2 ) 4 化 言 語 学 特 論 （3) 4 
言 語 学 演 習 4 4 
心 理 学 特 論 (1 ) 4 
’L、 理 学 心 理 学 特 論 （2 ) 4 
構 心 理 学 演 習 4 4 
社 会 学 特 論 (1 ) 4 
社 � 学 社 会 学 特 論 （2 ) 4 
社 会 学 演 習 4 4 
造 文 化 構 造 特 論 （ 1 ) 4 
文 化 構 造 論 文 化 構 造 特 論 （2) 4 
文 化 構 造 論 演 習 4 4 
考 古 学 特 論 (1 ) 4 
考 古 寸＂＂： 考 古 学 特 論 （2) 4 
研 考 古 学 演 習 4 4 
人 文 地 理 学 特 論 (1 ) 4 
人 文 地 理 学 人 文 地理学特 論（2) 4 
人 文 地 理 学 演 習 4 4 
究 文 化 人 類 学 特 論 4 文 化 人 類 学 文 化 人 類 学 演 習 4 4 
比 較 社 会 特 論 (1 ) 4 
比 較 社 会 論 比 較 社 会 特 論 （2) 4 
専 比 較 社 会 論 演 習 4 4 
比 較 文 学 特 論 ( 1) 4 
比 較 文 学 比 較 文 学 特 論 （2) 4 
比 較 文 学 論 演 習 4 4 
攻 国 際 文 化論特 論（1 ) 4 
国 際 文 化論特 論（2) 4 
国 際 文 化 論特 論（3) 4 
国 際 文 化 論 国 際 文 化論特 論（4 ) 4 
国 際 文 化 論特 論（5) 4 
国 際 文 化論特 論（6) 4 
国 際 文 化 論 演 習 4 4 
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専 攻 授 業 科 目
単 位 数 備 考
必修 選択
日 本 史 学 特 論 （1 ) 4 
日 本 史 学 日 本 史 学 特 論 （2) 4 日 本 史 学 特 論 （3) 4 
日 本 史 学 演 習 4 4 
日 本 語 学 特 論 （1 ) 4 
日 本 語 学 日 本 語 学 特 論 （2) 4 
日 本 語 学 演 習 4 4 
地 日 本 文 学 特 論 （1 ) 4 
日 本 文 学 日 本 文 学 特 論 （2) 4 日 本 文 学 特 論 （3) 4 
日 本 文 学 論 演 習 4 4 
東 洋 史 学 特 論 （ 1 ) 4 
主主 東 洋 史 学 特 論 （2) 4 東 洋 史 学 東 洋 史 学 特 論 （3) 4 
東 洋 史 学 演 習 4 4 
朝鮮語 ・ 朝鮮文学特論(I ) 4 
朝 鮮 言 語 文 化 朝鮮語 ・ 朝鮮文学特論（2) 4 
文 朝鮮言語 文 化 特 論 演 習 4 4 
中 国 語 学 特 論 （1 ) 4 
中 国 語 学 中 国 語 学 特 論 （2) 4 
中 国 語 学 演 習 4 4 
中 国 文 学 中 国 文 学 特 論 4 イじ 中 国 文 学 論 演 習 4 4 
西 洋 史 学 特 論 (1 ) 4 
西 洋 史 学 西 洋 史 学 特 論 （2) 4 
西 洋 史 学 演 習 4 4 
イ ギ リ ス 言語文化特論( 1 ) 4 
研 イ ギリ ス言語文化 イ ギ リ ス 言語文化特論（2) 4 
イ ギ リ ス 言語文化特論（3) 4 
イ ギ リ ス 言語文化論演習 4 4 
ア メ リ カ 言語文化特論(1 ) 4 
ア メ リ カ言語文化 ア メ リ カ 言語文化特論（2) 4 
究 ア メ リ カ 言語文化特論（3) 4 
ア メ リ カ 言語文化論演習 4 4 
英 語 学 特 論 （ 1 )  4 
英 5音 学 英 語 学 特 論 （2) 4 英 語 学 特 論 （3) 4 
専 英 語 学 演 習 4 4 
ドイ ツ言語文化特論（1 ) 4 
ドイ ツ言語文化特論（2) 4 
ドイ ツ言語文化特論（3) 4 
ド イ ツ 言語文化 ド イ ツ言語文化特論（4) 4 
攻 ドイ ツ言語文化特論（5) 4 
ドイ ツ言語文化特論（6) 4 
ドイ ツ言語文化特論（7) 4 
ドイ ツ言語文化論演習 4 4 
フ ラ ンス言語文化 フ ラ ン ス 言 語 文 化 特 論 4 
フ ラ ン ス 言語文化論演習 4 4 
ロ シ ア言語文化 ロ シ ア 言 語 文 化 特 論 4 
ロ シ ア 言 語 文 化 論 演 習 4 4 
附 則
1 こ の 規則 は ， 平 成 9 年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。
2 平成 8 年 度 以 前 の 入学 者 に つ い て は ， な お 従前 の 例
に よ る 。
平 成 9 年 4 月 発行 ..,,,, ザー 報
富 山 大学大学院教育学研究科規則 の 一 部改正
一 富 山 大学 大学院教育学研究科規 則 の 改正 理 由
1 教科教育 専 攻 の 整備 （ 音 楽 教 育専 修 の 設置 ） に 伴 い ， 所 要 の 改正 を 行 う 。
第 387号
2 学校教育専攻学校教 育 専 修 の 特殊教育 に 関 す る 授業 科 目 を 見直 し ， 教 育 内 容 の 充 実 を 図 る た め ， 所 要 の 改 正
を 行 う 。
富 山 大学大学院教 育学研究科規則 の 一 部 を 改 正 す る 規則 を 次 の と お り 制 定す る 。
平 成 9 年 3 月 21 日
富 山 大学長 小 黒 千 足
富 山 大 学 大 学 院 教 育学研 究科規則 の 一 部 を 改正 す る 規 則
富 山 大学大学 院教育学研究科規則 （ 平 成 6 年 3 月 1 4 日
制 定 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改正 す る 。
第 2 条 中 「理科 教 育 専 修 」 を 「繋謀議」 に改め る 。
別 表 第 1 （ 第 3 条 関 係 ） 特殊教育 に 関 す る 心理 の 項 中
「精 神 遅滞 児 学 習 過程特論」 を 「障 害児 認 知 心 理 学 特 論 」
に 改 め ， 同 表特殊教育 に 関 す る 生理 の 項 中
「障害児構理学特請 I I 2 
障 害 児 痛 理 学 特請 i�官 I I 2 を 「障 害問病理学時 ｜ I 2 J に改め，障 害 児 家 臨痛理学特論 I I 2 
障 害児覚！ · 題 担 障 害 特請 I I 2 」
同 表 中 「⑦家 政 教 育 専 修 」 を 「③ 家 政 教 育 専 修 」 に ，
に 次 の 1 表 を 加 え る 。
④音楽 教 育 専 修
分 野 授 業 科 目
（ 共通 ） 学校教育研究 I （教 育 学 系 ）学校教育研究 日 （教育心理学系）
音楽科教育研究
音楽科教育特論 I
音楽科教育 音楽科教育特論演習 I
音楽科教育特論 E
音楽科教育特論演習 E
声 楽 声楽特論声楽特論演習
器楽特論
器 楽 u.楽特論演習 I
器楽特論演習 E
作曲 － 指侮法 作曲法特論作 曲 法特論演習
音 楽 学 音楽学特論音楽学特論演習
課 題 石耳 究
附 則
単 位 数 備 考必修 選択
2 
2 修得単位数
2 30単位以上
2 
2 ①学校教育専攻科 目
2 4 単位必修
2 4 単位選択
2 ②教科教育専攻科 目
2 2 単位必修
2 10単位選択
2 ③課題研究
2 4 単位必修
2 ④ 自 由 選択科 目
2 6 単位選択
2 ⑤修士論文
2 必修
4 
「⑥技術教育専修」 を 「⑦技術 教 育 専 修 」 に ． 「⑤保 健
体 育 専 修 J を 「⑤保健体育専 修j に ， 「④美術教育専修」
を 「⑤美術教育 専 修 J に 改 め ， 「③理科教育 専 修 」 の 次 こ の 規則 は ， 平 成 9 年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。
富 山 大学大学院経済学研究科規則 の 一部改正
富 山 大 学 大 学院経済学研究 科規則 の 改正理 由
授 業科 目 を 増 設 し ， 教 育 ・ 研 究 内 容 の 充実 を 図 る た め ， 所要事項 を 改 め る 。
富 山 大学大学院経済学研究科規則 の 一 部 を 改正 す る 規則 を 次 の と お り 制 定す る 。
平 成 9 年 3 月 21 日
富 山 大 学長 小 黒 千 足
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富 山 大 学 大学 院経済学研 究科規則 の 一 部 を 改正 す る 規則 附 則
第 387号
1 こ の 規則 は ， 平 成 9 年 4 月 1 日 か ら 施行 す る 。
富 山 大学 大 学 院経 済 学研究科規則 （ 平 成 3 年 3 月 30 日 2 平 成 8 年 度以前 の 入 学者 に つ い て は ， な お 従前 の 例
制 定 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 に よ る 。
別 表 を 次 の よ う に 改 め る 。
別 表
各 専 攻 授 業 科 目 及 び 単 位 数
専 攻 授 業 科 目 単位数 備 考
理論経済学 現 代 経 済 の そ デ ル 分 析 特 殊 研 究 2 0印 の授業科
0現 代 経 1斉 の モ ア Yレ 分 キ庁 i寅 習 8 自 の う ち 1 科
経 1斉 坊クιミ 動 と 安 疋r』一三・ 化 特 殊 研 究 2 目 を 必修 と す
地 0経 i斉 苅クι之 動 と 安 ，疋J』． 化 i寅 習 8 る 。
政 治 経 j斉 学 特 殊 研 究 2 
0政 治 経 1斉 A寸Uー． i寅 習 8 
域 経 i斉 哲 Aてf:. 特 殊 研 究 2 
O経 j斉 哲 且寸ιー 演 習 8 
経 i斉 十� 史 特 殊 石売 究 2 
0経 i斉 子主L 史 I寅 習 8 
’｜育 報 資 本 王 義 分 析 特 殊 研 究 2 
0情 報 資 本 王 義 分 析 j寅 習 8 
理 論 経 1斉 ．→込u一． 特 殊 研 究 2 
経 0理 平面岡 経 j斉 学 i寅 習 8 
数 理 経 1斉 ぶ寸2ー． 特 殊 研 究 2 
O 数 理 経 済 ザ，，，ー' i寅 習 8 
i斉 比較経済論 西 欧 経 済 史 特 殊 研 究 2 
0西 欧 経 i斉 史 i寅 習 8 
日 本 経 i斉 史 特 殊 研 究 2 
0 日 本 経 j斉 史 i寅 習 8 
政 環 境 勤 F疋..... 監 査 論 特 殊 研 究 2 
0環 境 勘 ，克Aー三・ 監 査 論 i寅 習 8 
農 業 構 造 と 地 域 開 発 特 殊 研 究 2 
策 0 農 業 構 造 と 地 域 開 発 i寅 習 8 
よヒ 較 ネ土 � 、 寸A以戸． 特 殊 研 究 2 
0比 較 干士 � 寸且4一． I寅 習 8 
経 j斉 発 展 と 産 業 政 策 特 殊 研 究 2 
専 O経 j斉 発 展 と 産 業 政 策 i寅 習 8 
東 南 ア ン ア の 経 済 開 発 特 殊 研 究 2 
0東 南 ア 二／ ア の 経 j斉 開 発 i寅 習 8 
攻 中 国 経 j斉 特 殊 研 究 2 
O 中 国 経 i斉 1寅 習 8 
政 策 科 学 経 済 政 策 と 地 域 産 業 構 造 論 特 殊 研 究 2 
0経 済 政 策 と 地 域 産 業 構 造 論 演 習 8 
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経 i斉 法 特 殊 研 究
0経 j斉 法 i寅 習
商 取 ヲ ｜ 法 特 殊 研 究
O商 取 ヲ ｜ 法 演 習
l2 業 組 織 法 特 殊 研 究
O企 業 組 織 法 j寅 習
労 働 法 特 殊 研 究
O労 働 法 演 習
国 際 商 事 仲 裁 法 特 殊 研 究
0 国 際 商 事 ｛中 裁 法 7寅 習
外 国 経 A邑'4 書 研 究
備 考
こ の表 に掲 げ る 授業科 目 の ほか， 特別研究 を 設 け る こ と がで き る 。
富 山 大学大学院理学研究科規則 の 一部改正
一 富 山 大 学 大学 院理学研究科規 則 の 改正 理 由 ーーーーーーー…一一…ー
第 3B7号
8 
2 
8 
2 
8 
2 
8 
2 
8 
2 
8 
2 
8 
2 
8 
2 
8 
2 
8 
2 
1 化学専 攻 ， 生 物 学 専 攻 及 び地球科学専 攻 の カ リ キ ュ ラ ム を 見直 し ， 教 育 内 容 の 充 実 を 図 る た め ， 所 要 の 改 正
を 行 う 。
2 生物 圏 環境科学専 攻 の 設 置 に 伴 い ， 所要事項 を 定 め る 。
3 字 句 の 整備 を 行 う 。
富 山 大学大学 院 理学研究科規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規則 を 次 の と お り 制 定す る 。
平 成 9 年 3 月 21 日
富 山 大 学 大 学院理学研 究科規則 の 一 部 を 改正 す る 規則
富 山 大学大学 院理学研究科規則 （ 昭 和 53年 4 月 1 日 制
定 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。
別 表 を 次 の よ う に 改 め る 。
富 山 大学長 小 黒 千 足
附 則
1 こ の 規則 は ． 平 成 9 年 4 月 1 日 か ら 施行 す る 。
2 平 成 8 年 度 以 前 の 入 学 者 に つ い て は ， な お 従前 の 例
に よ る 。
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別 表
各 専 攻 授 業 科 目 及 び 単 位 数
専 攻 授 業 科 目 単位数 備 考
イモ 数 ナ且4 特 吾ロ会間‘ I 2 0 印 は 必修科 目
代 数 ；与子と£． 特 ョロ問ι II 2 
幾 何 寸，，，.一 特 弓目ι聞 I 2 
幾 何 且寸ん一 特 吾白合岡、 II 2 
多 様 体 特 論 I 2 
多 様 体 特 論 II 2 
関 数 解 析 寸，，，ー． 特 一面開 I 2 
関 数 解 析 寸且£． 特 論 II 2 
複 素 解 析 A寸Lιー 特 一面岡 I 2 
複 素 解 析 舟寸以ー． 特 論 II 2 
実 解 析 且寸ιー 特 論 I 2 
実 解 析 ぷ寸uー． 特 号Eι岡 II 2 
確 率 過 程 特 論 I 2 
確 率 過 手皇 特 論 II 2 
確 率 現 象 特 ヨ画晶開 I 2 
数 学 専 攻 確 率 現 象 特 九百開 II 2 
関 数 方 手呈 式 特 論 I 2 
関 数 方 手皇 式 特 音ロι岡 II 2 
応 用 数 理 特 論 I 2 
応 用 数 理 特 B＇岡'" II 2 
数 理 現 象 特 論 I 2 
数 理 現 象 特 論 II 2 
情 報 数 理 寸，，，ー.． 特 吾白A岡 I 2 
↑育 報 数 理 寸品以ー． 特 吾白ι岡 II 2 
情 報 ン ス ア ム 特 雪ロ4岡 I 2 
｛育 報 ン ス ア ム 特 論 II 2 
0数 主寸且ー． 特 私自開 2 
数 理 科 寸，，，・． 特 ＝面4開5‘ I 
数 理 科 F寸L一 特 論 II 
Oゼ 、ー、 ナ 一 jレ 4 
O数 主寸且ー． 特 別 研 � 16. 
凝 縮 系 物 理 且寸A一 I 2 0 印 は 必修科 目
凝 縮 系 物 理 寸品tー， II 2 
磁 ’性 物 理 寸且tー． 2 
f民 1昆 物 理 寸且£ー． 2 
物 理 学 専 攻 素 粒 子 物 理 寸，，，ー.，. I 2 
素 粒 子 物 理 寸，，.，． II 2 
場 。コ 量 子 論 I 2 
場 。コ 量 子 論 II 2 
回 折 物 理 寸且4ー 2 
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手吉 日日目 物 理 寸＇ー°＇． I 2 
結 白目日 物 理 寸A以ー． n 2 
電 波 物 理 ；与子且． 2 
電 波 分 光 ナ且4 I 2 
電 波 分 光 ナ且4 n 2 
量 子 コニ レ ク ロ ー ク ス I 2 一
量 子 .:L レ ク ト ロ ー ク ス n 2 一
レ ザ 分 光 ザ且4ー 2 
O現 代 物 理 ：主子主． 特 －ロa岡、 2 
物 理 寸戸£ー． 特 別 講 義 I 1 
物 理 寸，，，ー＿， 特 j'Jlj 講 義 n 1 
0物 理 寸＂＂： 特 別 実 験 2 
Oゼ 、 ナ 一 jレ 4 
O物 理 'f. 特 j'Jlj 石耳 究 14 
化 寸，.，，ー－ 反 応 －百t聞b、 2 0 印 は 必修科 目
触 媒 化 且寸ιー 2 
表 面 化 ：忌子ミ£． 2 
物 質 化 ぶ寸且ー． 2 
構 造 化 十且，＿ 4 
E目[ 子 化 且寸ιー 2 
固 体 化 且寸ιー 2 
有 機 反 応 吾百ι聞 2 
有 機 構 ？旧益二 壱口£開泊、 4 
有 機 t口』 成 化 A寸，，＿ 2 
天 炊 物 化 ぶ寸旦ー． 4 
化 学 専 攻 複 素 環 化 民寸£ー． 4 
核 化 寸，，，＿一． 2 
固 体 物 理 化 A寸4ー． 2 
機 自E f生 材 キヰ す且4ー与 2 
同 位 体 化 戸寸2ー． 2 
O最 先 端 化 寸且ん・ 特 論 2 
反 応 物 ’性 特 別 議 義 1 
よD込 成 有 機 特 j'Jlj 講 義
水 素 1二 コf、 jレ ギ 一 特 別 講 義 1 
0化 寸，＿，，ー＿ 特 別 実 験 2 
Oゼ 、 ナ 一 jレ 4 
O化 寸，，，ー＿． 特 別 研 究 14 
植 物 系 統 分 類 寸A以4． 特 論 2 0 印 は 必修科 目
動 物 系 統 分 要員 寸主江一． 特 宮画晶岡 2 
品目 胞 生 物 且寸ιー 特 �，，岡). 2 生 物 学 専 攻
*Hl 胞 分 化 p寸ιー 特 音ロA岡 2 
遺 f云 ごぷナ£． 特 苔Eι岡 2 
形 態 青三 成 A寸lーl－ 特 ＝ロι聞 2 
平 成 9 年 4 月 発行
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動 物 生 理 戸寸ιー 特 ユ回開ι 2 
上七 較 内 分 泌 ナ品4 特 －白4岡 2 
生 物 学 専 攻 内 分 泌 細 胞 寸，，.，. 特 －白z岡,. 2 
生 体 帝lj 御 十品ゐ 特 論 2 
生 イ本 機 官E 調 節 AナLι 特 2面ι開 2 
0生 物 科 寸必tー． 特 ＝函ι岡 2 
生 物 E寸2ー． 特 別 議 義 I 1 
生 物 民寸ιー 特 J.llj 講 義 II 
O生 物 す主んー 特 別 実 験 2 
0ゼ 、 ナ 一 jレ 4 
O生 物 巴寸んー 特 J.llj 研 7向肉1、A' 14 
地 球 磁 気 戸寸ι- 2 0 印 は 必修科 目
固 体 地 球 物 理 井寸ιー 2 
地 球 構 造 寸且4ー 特 論 2 
地 震 学 特 論 2 
地 球 物 性 論 2 
物 理 探 査 寸ぷ4ー． 2 
地 球 周 辺 物 理 寸，，，．ー 2 
地 球 圏 物 理 ナ且4 特 百命 2 
雪 71< ナA以． 特 毛ロι岡 4 
積 雪 物 理 十且ι 4 
雪 71< 環 境 吾百d岡h、 4 
層 序 寸，，，．ー 2 
火 山 地 質 寸，，，ー． 2 
第 四 紀 寸Aι一 特 モ百＜h聞‘ 2 
岩 石 旦寸ιー 特 号百d周b、 I 2 地 球 科 学 専 攻 石忌よ』 特 言it'岡 2 石 ぶ寸立ー， II 
石u」 石 "'' Zζ 育長 i＇聞,. 2 
構 造 地 質 品寸aー． 2 
地 球 苅，，，＿之 動 論 2 
鉱 床 戸寸zー． 特 S白A岡 2 
地 球 進 化 AナLι 2 
地 質 ザAιー 特 Z白4岡 2 
地 質 主ザtー' 巡 検 I 3 
地 質 且寸4ー 巡 検 II 1 
0地 球 科 寸品£ー． 特 吾白A岡 2 
地 球 科 3寸泣ー． 特 J.llj 講 義 I 2 
地 球 科 ：主子£． 特 日リ 講 義 II 2 
0地 球 科 寸ユ且ー． 特 J.llj 実 験 2 
Oゼ 、 ナ 一 lレ 4 
0地 球 科 十且4 特 日lj 研 究 14 
O環 境 化 寸A以ー． ヰ寺 壬a岡εh 2 0 印 は 必修科 目
環 境 化 品寸ιー 計 視リ 2画A聞 2 
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環 境 微 豆王 成 分 分 析 特 論 2 
環 境 主E 機 反 応 論 2 
環 境 水 質 特 論 2 
地 球 化 寸必＇－込 特 論 2 
水 圏 化 戸寸ιー 特 論 2 
環 境 同 位 体 特 論 2 
環 境 物 質 循 環 特 論 2 
O環 境 生 物 特 論 2 
生 体 物 質 循 環 特 きロι聞 2 
生 体 応 答 特 論 2 
生 物 圏 環境科学専 攻 環 境 動 物 生 理 十旦£． 特 論 2 
生 物 物 理 学 特 論 2 
植 物 生 宵E 昌寸£ー． 特 ＝百ι聞 2 
植 生 立 地 旦寸九ー 特 論 2 
光 生 物 学 特 百命 2 
環 境 植 物 生 理 ナ且4 特 一面聞 2 
生 物 圏 環 境 科 且寸ιー 特 別 講 義 I 1 
生 物 圏 環 境 科 A寸Uー． 特 日リ 講 義 II 
O生 物 圏 環 境 科 学 特 別 実 験 2 
Oゼ 、 ナ Jレ 4 
O生 物 圏 環 境 科 寸，，.，.一 特 別 研 究 14 
富 山 大学 日 本海経済研究セ ン タ ー （ 仮称 ） 設置準備委員 会要項 の 制定
富 山 大 学 日 本 海 経 済研 究 セ ン タ ー （仮称 ） 設置準備 委 員 会要 項 の 制 定 理 由 .....
富 山 大学 日 本海経済研究セ ン タ ー （仮称 ） の 設 置 に 関 し て 必 要 な 事 項 を 審 議 す る た め の 設 置 準 備 委 員 会 に 関 し ， j
必要事項 を 定 め る 。 : 
富 山 大学 日 本 海 経 済 研 究 セ ン タ ー （仮称 ） 設置準備委 員 会要項 を 次の と お り 制 定 す る 。
平 成 9 年 3 月 21 日
富 山 大学 日 本海経済研 究 セ ン タ ー （仮称 ） 設 置 準 備
委 員 会要項
平 成 9 年 3 月 21 日 制 定
（ 設 置 ）
第 1 条 富 山 大学 に ， 富 山 大学 日 本海経済研 究 セ ン タ ー
富 山 大学長 小 黒 千 足
（仮称 ） （ 以下 「セ ン タ － J と い う 。 ） の 設 置 に 関 し て
必要 な 事項 を 審議す る た め ， 富 山 大学 日 本 海 経 済研 究 セ
ン タ ー （仮称 ） 設 置準 備 委 員 会 （ 以下 「委員 会」 と い う 。 ）
を 置 く 。
（ 審議事項 ）
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第 2 条 委員 会 は ， セ ン タ ー に 関 す る 次 の 各 号 に 掲 げ る
事 項 を 審議す る 。
( 1 )  設 置 目 的 ， 業 務 内 容 及 び 名 称 に 関 す る 事項
( 2) 規 則 等 に 関 す る 事項
(3 )  組織及 び運営 に 関 す る 事項
( 4 )  施 設 及 び設備 に 関 す る 事項
(5)  そ の 他 設 置 に 関 し 必要 な 事項
（ 組 織 ）
第 3 条 委 員 会 は ， 次 の 各 号 に 掲 げ る 委 員 を も っ て 組織
す る 。
( 1 ） 各 学 部 か ら 選 出 さ れ た 教 員 各 1 人 （ 経 済 学 部
に あ っ て は 4 人 ）
( 2) 庶 務 部 長
2 前 項 第 l 号 の 委 員 は ， 学 長 が 委 嘱 す る 。
（ 委 員 長 ）
第 4 条 委 員 会 に 委 員 長 を 置 き ， 委 員 の 互 選 に よ る 。
2 委 員 長 は ， 委 員 会 を 招 集 し ， そ の 議長 と な る 。 た だ
し ， 委 員 長 に 事故あ る と き は ， 委 員 長 があ ら か じ め 指
報 第387号
名 し た 委 員 が そ の 職務 を 代 行す る 。
（ 議 事 ）
第 5 条 委 員 会 は ， 委 員 の 半 数 以 上 が 出 席 し な け れ ば 開
会 で き な い 。
2 議事 は ， 出 席 者 の 過半 数 を も っ て 決す る 。 た だ し ，
可 否 同 数の と き は ， 議 長 が こ れ を 決す る 。
（ 庶 務 ）
第 6 条 委 員 会 の 庶 務 は ， 庶 務 部 庶 務課 に お い て 処 理 す
る 。
（ 雑 則 ）
第 7 条 こ の 要項 に 定 め る も の の ほ か ， 委 員 会 の 運 営 に
関 し 必要 な 事項 は ． 委 員 会 が別 に 定 め る 。
附 則
1 こ の 要項 は ， 平 成 9 年 3 月 21 日 か ら 実施す る 。
2 こ の 要項 は ， セ ン タ ー が設 置 さ れ た 日 に ， そ の 効 力
を 失 う 。
ミl � l!t 
第 7 回 廃 液処理施設運営委 員 会 （ 3 月 6 日 ）
（ 議 題 ）
( 1 )  廃 液 処 理 の 外 部委 託 に つ い て
( 2) そ の 他
第 1 01 回 構 内 交通対策委 員 会 （ 3 月 6 日 ）
（ 議題 ）
( 1 )  入 構 許 可 証 の 発 行 等 に つ い て
( 2 )  そ の 他
第 3 回 学長 候 補 者 選 挙 管 理委 員 会 （ 3 月 7 日 ）
（ 議 題 ）
( 1 )  第 2 回 委 員 会 記 録 の 確 認 に つ い て
( 2 ) 学 長 候 補 適 任 者 推 薦 書 の 確 認 に つ い て
( 3) 予 備 選 挙候 補 者 の 公示 に つ い て
(4 ) 予 備選 挙 不 在 者投 票 の 取 り 扱 い に つ い て
(5 )  予 備 選 挙 の 実施 方 法 に つ い て
(6 )  本 選 挙 実 施 に 際 し て 予 想 さ れ る こ と に つ い て
(7 )  そ の 他
第 7 回 学 生生活協議会 （ 3 月 1 1 日 ）
（ 審 議 事 項 ）
( 1 )  第42回大学祭 に つ い て
( 2 )  そ の 他
第 4 回 授 業料等減免選考 委 員 会 （ 3 月 1 1 日 ）
（ 議 題 ）
( 1 )  富 山 大学入学料免除者選考基準 に つ い て
(2 ) 富 山 大学授業料 免 除 者 選 考 基 準 に つ い て
(3) そ の 他
第 6 回 総 合 情報処理 セ ン タ ー 運営 委 員 会 （ 3 月 1 1 日 ）
（ 審 議 事 項 ）
( 1 )  富 山 大 学 キ ャ ン パ ス 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク ・ シ ス テ ム
利 用 内 規 （ 案 ） に つ い て
( 2 )  そ の 他
第 4 回 数 養 教育 委 員 会 （ 3 月 17 日 ）
（ 審 議事項 ）
( 1 )  平 成 8 年 度 教 養 教育 経 費 の 執行 に つ い て
( 2 )  工学部学生定 員 の 純 増 に 伴 い 教 養 教 育 分 と し て 予
算 措 置 （ 工 学 部 に 定 員 配 置 ） さ れ る 新 規 教 官 定 員
no 
平 成 9 年 4 月 発行
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（ 教授 ） に つ い て
(3 )  平 成 9 年 度教 養教育非常勤 講 師 任 用 計画 （ 案 ） 及
び資 格審査 に つ い て
( 4 )  そ の 他
第 2 回低温液化室 運 営 委 員 会 （ 3 月 18 日 ）
（ 審 議 事 項 ）
( 1 )  低 温 液 化 室 長 の 推 薦 に つ い て
(2 )  平 成 10年 度 歳 出 概算 要 求 に つ い て
(3 )  平 成 10年 度 国 立 学校施設整備概算 要 求 に つ い て
第 1 回 留学 生 指 導 相 談 室 運 営 委 員 会 （ 3 月 18 日 ）
（ 議 事 ）
( 1 )  留 学生 指 導 相 談 室 長候 補 者 の 選考 に つ い て
(2 )  そ の 他
第 2 回 留学 生 会 館 運営 委 員 会 （ 3 月 18 日 ）
（ 審 議 事 項 ）
( 1 )  平 成 9 年 4 月 留 学 生 会 館 入 居 者 の 選考 に つ い て
( 2 )  そ の 他
第 4 回 学 長 候 補 者 選 挙 管 理委 員 会 （ 3 月 19 日 ）
（ 議 題 ）
( 1 )  第 3 回 委 員 会 記録 の 確認 に つ い て
は ） 予 備 選 挙 不 在 者投票状況 に つ い て
( 3 )  予 備 選 挙 の 実 施 に つ い て
(4 )  そ の 他
第 4 回 大学 院委 員 会 （ 3 月 21 日 ）
（ 審 議 事 項 ）
( 1 )  富 山 大学大学 院学則 の 一 部改 正 に つ い て
(2 )  富 山 大 学 学 位 規則 の 一 部 改 正 に つ い て
(3)  富 山 大学学生 交流規則 の 一 部改 正 に つ い て
( 4 )  富 山 大学 大 学 院 人 文科学研究科規 則 の 一部改正 に
つ い て
( 5 )  富 山 大 学 大 学 院教育学研究科規則 の 一 部改正 に つ
い て
( 6 )  富 山 大 学大学 院経済学研究科規則 の 一 部改正 に つ
い て
( 7) 富 山 大学大学 院理学研究科規則 の 一 部改正 に つ い
て
(8) そ の 他
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第 1 1 回 評議 会 （ 3 月 21 日 ）
（ 審議 事 項 ）
( 1 )  富 山 大学学 則 の 一 部 改 正 に つ い て
(2)  富 山 大 学 教 養教 育 委 員 会 規則 の 一 部改 正 に つ い て
(3) 富 山大学 に お け る 教養科 目 及 び共 通基礎科 目 履 修
規則 の 一 部 改 正 に つ い て
(4 ) 富 山 大学研究生規則 の 一 部 改 正 に つ い て
(5)  富 山 大学学生交流規則 の 一 部改 正 に つ い て
(6) 富 山 大学 人 文学部規則 の 一 部 改 正 に つ い て
(7) 富 山 大学教育学部規則 の 一 部改正 に つ い て
(8) 富 山 大学経 済 学 部 規則 の 一 部 改 正 に つ い て
(9 )  富 山 大学理学部規則 の 一 部 改正 に つ い て
(10) 富 山 大学工学部規則 の 一 部 改正 に つ い て
(11) 富 山 大学 大 学 院学則 の 一 部改 正 に つ い て
凶 富 山 大学学位規則 の 一 部改 正 に つ い て
同 富 山 大学大学 院 人 文科学研究科規則 の 一 部 改 正 に
つ い て
(14) 富 山 大学大 学 院 教 育学研究科規則 の 一 部改 正 に つ
い て
(15) 富 山 大学大学院経済学研究科規則 の 一 部 改 正 に つ
い て
(16) 富 山 大学大学 院理学研究科規則 の 一 部改正 に つ い
て
（同 富 山 大学 日 本 海経済研究 セ ン タ ー （仮称 ） の 設 置
に つ い て
(18) 平 成 9 年 度 大 学 祭 に 伴 う 休業 日 に つ い て
同 学生 の 除籍 に つ い て
同 学 生 部 長 候 補 者 の 選 考 に つ い て
ω そ の 他
第 1 1 回 事務協議会 （ 3 月 21 日 ）
（ 諦 題 ）
当 面 の 諸 課題 に つ い て
第 3 回 国 際交 流委 員 会 （ 3 月 24 日 ）
（ 審議 事 項 ）
( 1 )  遼寧大学 と の 学術交流 に 関 す る 実施細 目 に つ い て
(2) 平 成 9 年 度 富 山 大 学 国 際 交 流 事 業 基 金 各種事業 の
募集要項 （ 案 ） に つ い て
(3)  富 山 大 学 留 学 生 セ ン タ ー の 設 置 に つ い て
(4) そ の他
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教 育 学 部 助 教授 神 川 康子
博士 （学術 ） （ 奈 良 女子 大 学 ）
平成 9 年 2 月 13 日
生 活 行 動 と 睡 眠 に 関 す る 研究
日 常 生活 に お け る 睡 眠の 質 を 高 め る 生 活行動 と ， 疲労 ・ ス ト レ ス を 効 率 良 く
解 消 で き る 睡 眠 に つ い て 検討 し ， 心 身 と も に 健 康 で ， 個 人 が も っ 能 力 を 最 大
限 に 発輝 で き る 生 活 の 実現 を 目 的 に 研 究 を 重 ね て き た 。 こ れ ま で に 得 た 結 果
は ， 次 の と お り で あ る 。
効 果 的 な 睡 眠 を 確 保す る た め に は ， ま ず生 活 時 間 の 管 理 に 関 心 を も つ こ と ，
そ し て バ イ オ リ ズ ム を 大 幅 に 乱 す こ と な く で き る だ け 規則 的 な 時 間 帯 に 睡
眠 を 確 保 す る こ と ， さ ら に 覚 醒 時脳 幹 賦 活 力 （ 覚 醒 レ ベ ル ） を 維 持す る た め に は ， 少 な く と も 4 時 間 以 上 限 る こ と ， ま
た 年 齢 に よ っ て 変 化 す る 隠 眠 実 態 を 理解す る こ と が重 要 で、 あ る こ と がわ か っ た 。
こ の 他 ， 睡 眠 衛 生 ， 睡 眠環 境 の 改 善 ， 入 限 の 工夫 ， 心 身 状 況 の 調 整 ・ コ ン ト ロ ー ル が さ ら に 睡 眠 効 率 を 上 げ て く れ る
学位取得者
学 位 の 種類
取得 年 月 日
学 位 論 文 名
論文 の 要 旨
こ と も 確 認で き た 。
平成 9 年度
[!) ミ』
学 位 取 得 者
富 山 大学入学者選抜学 力 検査 （後期 日 程） を実施
平 成 9 年 度 入 学 者 選 抜 学 力 検 査 （ 後 期 日 程 ） が 去 る 3 月 12 日 （ 水 ） に 実施 さ れ ま し た 。
検査 は ， 人 文 学 部 ， 教 育 学 部 ， 経 済 学 部 ， 理学部及 び工学 部 の 各検査場 に お い て ， 学 力 検査 ， 実技検査， 小 論 文 及 び
面接 な ど が行 わ れ ま し た 。
な お ， 後 期 日 程 の 志 願 者 数 ， 合格者数等 は 次 の と お り で す 。
企 後期 日 程 合 格発表
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平成 9 年度 富山 大学入学者選抜試験 （ 後期 日 程 ） 実施状況
学部 学科 ・ 課程 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 備 考
人 人 人 人
人 文 学 手ヰ 1 5  170 85 23 
人文 国 際 文 化 寸
戸んー 科 1 2  104 48 16  
＝ にコ 三ロ五口 又 化 学 科 20 239 1 08 28 
計 47 513  241 67 
小 学 校 教 員 養 成 課 程 25 1 28 58 26 
中 学 校 教 員 養 成 課 程 10 205 1 26 1 2  
養 護 学 校 教 員 養 成 課 程 3 31  18 3 
教育 幼 稚 闇 教 員 養 成 課 程 3 27 14 3 
情報教育課 程 教 育 情 報 コ ー ス 5 41  22 5 
情報教育課 程 環境情報 コ ー ス 4 35 23 4 
言十 50 467 261 53 
f乙1. キ王 j斉 ザ
主以ー． 科 3 1  236 96 44 
問 r£ 戸邑以． ザ且2ー． 手中 24 222 90 32 コ 玉
中正 A己以． 法 A寸,,_ 科 20 179 66 36 
ス 計 75 637 252 1 1 2  
経1斉 夜 奇圭 i斉
寸戸Zー． 科 4 65 26 9 
間 経 営 AイL」 科 5 83 50 8 コ 主
奇圭 営 法 寸＂＂＇－ 科 5 89 38 8 
ス 言十 237 14 1 14 25 
計 89 874 366 137 
数 J十込九 科 7 33 1 9  9 
物 理 主寸んー 科 9 43 2 1  1 1  
イヒ 十，，，＿ι 科 8 42 1 9  8 
理 生 物 p寸且ー． 科 6 32 1 1  7 
地 球 科 持寸ιー 科 9 52 52 9 
生 物 園 環 境 科 学 科 5 56 22 5 
44 258 144 49 
電 子 情 報 工 学 科 36 234 234 55 
機 械 シ ス テ ム 工 学 科 21 156 156 26 
工 物 質 工 戸寸旦ー． 科 16 102 102 27 
化 学 生 物 工 学 科 16 69  23  19  
計 89 561 515 1 27 
後 期 日 程 合 計 319 2 , 673 1 , 527 433 
前 期 日 程 合 計 957 3 ,432 3 , 231  1 , 102 
一 般 選 抜 合 計 1 , 276 6 , 105 4,758 1 , 535 
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異動区分 発令年 月 日 氏 名 異 動 前 の 所 属 官 職 異 動 内 容 （ 略 記 ）
育 児休業 9 .  3 .  5 狐塚 佳子 教務職員 理学部 （ 数学科 ） 育児休業 （ ～ 9 . 5 .  30 ) 
退 職 9 .  3 .  31  山 岸 長幸 人文学部 ・ 理学部事務長 定年退職
，， 奥村喜代志 教育学部事務長 今
，， 奥 田 真一 経済学部事務長 ，， 
，， 長i幸 義男 工学部事務長 ，， 
，， 五 十嵐清平 経理部経理課管理係営繕手 ，， 
苦手 職 9 .  3 .  31  林 誠 教務職員 工学部 （物質工学科 ） 辞職
採 用 9 .  4 .  1 ＋語 千夏 庶務部庶務課学事調査係
，， 本田 和博 技術職員 工学部電気電子 シ ス テ ム 工学科通信 シ ス テ ム 工学
昇 任 9 .  4 .  1 竹若 重勝 放送教育開発セ ン タ ー 管理部会計課長 附属 図書館事務部長
，， 村 中 一男 人文学部 ・ 理学部事務長補佐 庶務部企画室長
，， 中 田 1x 庶務部人事課課長補佐 人文学部 ・ 理学部事務長
Z》 新田 昌 六 経理部主計課課長補佐 教育学部事務長
，， 涌 井三枝子 庶務部企画室専門職員 庶務部庶務課課長補佐
，， 北JI I 功 経理部主計課司計係長 庶務部企画室室長補佐
，， 松永 良成 経理部主計課総務係長 人文学部 ・ 理学部事務長補佐
，， ム日�主v、E毎 功 学生課専 門職員 学生課専 門 員 （ 留学生担 当 ）（学生団体等指導相談担当 ）
，， 中 島 贋志 施設課工営係長 名古屋工業大学施設課課長補佐
，， 槻 光雄 施設課工営係工営主任 施設課工営係長
，， 藤井 栄吉 経済学部会計係用 度主任 附属 図書館情報管理課雑誌情報係長
，， 川 遁 識 工学部用 度係用度主任 文部省体育局生涯 ス ポ ー ツ 課登 山研修所庶務係長
，， 永 田 義則 教育学部学務係教務主任 富 山 医科薬科大学教務部入学主幹付入学試験係長
，， 田 中 輝和 庶務部庶務課庶務係庶務第一主任 高 岡 短期大学事業課専 門職員
，， 北川 敬信 経理部経理課出納係出納 第一主任 高 岡 短期大学会計課出納係長
，， 宮尾 幸一 工学部庶務係庶務主任 高 岡 短期 大学事業課研究協力 係長
，， 長崎 宏美 庶務部人事課任用係 庶務部人事課任用係任 用 第二 主任
，， 荒木 義弘 経理部経理課用 度係 経理部主計課司 計係予算 第二 主任
，， 村道 俊一 胞設課企画係 施設課企画係企画主任
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異動区分 発令年 月 日 氏 名 異 動 前 の 所 属 官 職 異 動 内 容 （ 略 記 ）
昇 任 9 .  4 .  1 林 英則 富 山 医科薬科大学業務部施設課電気係 施設課電気係電気第二主任
，， 荒井 誠一 附属図書館情報管理課総務係 附属 図書館情報管理課総務係年 史編纂事務主任
，， 藤 田 一吉 人文学部 ・ 理学部用度係 人文学部 ・ 理学部用度係用 度第一主任
，， 松田 義弘 人文学部 ・ 理学部用度係 人 文学部 ・ 理学部用度係用度第二主任
，， 光地 浩和 人文学部 ・ 理学部学務第一係 人 文学部 ・ 理学部学務第一係教務第二主任
イシ 高木 晃 経済学部庶務係 経済学部庶務係 人事主任
，， 光i幸 和嗣 経済学部教務係 経済学部教務係教務第一主任
，， 森 田 智 人文学部 ・ 理学部学務第二係 経済学部教務係教務第二主任
，， 石塚 久博 工学部庶務係 工学部庶務係 人事主任
，， i宰崎 勝彦 工学部用度係 工学部用 度係用 度主任
，， 津島 浩司 教育学部学務係 金沢大学庶務部企画室学務第一係教務主任
転 任 9 .  4 .  1 横 山 正弘 富 山 医科薬科大学総務部経理課専 門職員 厚生課専 門職員
，， 大聖寺一孝 文部省 体育局生涯 ス ポ ー ツ 課 経理部主計課管財係長登 山研修所庶務係長
，， 新出 信幸 高 岡 短期大学会計課用 度係長 経理部経理課用度係長
，， 本吉 友治 高 岡 短期大学学生課学生係長 学生課学生係長
，， 塚田 健夫 高 岡 短期大学会計課出納係長 教育学部会計係長
，， 川 上 重信 北陸先端科学技術大学院大学研究協 力 部 教育学部学務係長学生課厚生係長
,, 石坂 淳子 高 岡 短期大学庶務課人事係長 教育学部附属学校第二係長
dシ 山 田 知訓 富 山 医科薬科大学教務部学生課 経済学部教務係長教務第一係長
。 亀谷 仁一 高 岡 短期大学会計課出納係情報処理主任 経済学部会計係用 度主任
。 絹 石 達也 高 岡 短期大学会計課司計係予算主任 工学部庶務係庶務主任
。 尾崎 美幸 高 岡 短期大学会計課出納係 経理部経理課出納係
イシ 高 崎 淳也 金沢大学理学部会計係 経理部経理課用度係
。 竹島勢都子 筑波大学学校教育事務部管理課会計係 学生課総務係
,, 江幡 隆一 経済学部専 門職員 （ 留学生担当 ） 富 山 医科薬科大学教務部学生課専 門職員
，， 四 ツ 鳥正喜 施設課電気係電気主任 富 山 医科薬科大学業務部施設課電気係電気主任
宅P 泉 田 享一 工学部学務係長 高 岡 短期大学事業課専 門職員
，， 中 三川 敏之 経理部主計謀管財係管財主任 高 岡 短期大学会計課司計係予算主任
，， 亀谷 珠美 教育学部学務係 高 岡 短期大学庶務課図書係
，， 柳 田 邦雄 学生課留学生係長 富 山工業高等専 門学校学生課学生係 長
イシ 若林真 由 美 工学部庶務係 富 山 工業高等専 門学校庶務課人事係
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異動区分 発令年 月 日 氏 名 異 動 前 の 官 職 異 動 内 容 （ 略 記 ）
転 任 9 .  4 . 1 川 原 卯吉 教育学部附属学校第二係長 富 山 商船高等専 門学校庶務課人事係長
，， 佐野 久子 附属 図書館情報サ ー ビ ス 課学術情報係 富 山商船高等専 門学校学生課図書係
，， 稲川 敏行 人文学部 ・ 理学部庶務係庶務主任 金沢大学庶務部人事課給与係年金主任
配 置 換 9 .  4 .  1 高砂 慶 附属 図書館事務部長 山 形大学附属 図書館事務部長
4シ 青木 正克 筑波大学総務部情報処理課長 庶務部人事課長
，， 海老根 裕 東京工業高等専 門学校会計課長 経理部経理課長
，， 芋野 昭作 愛知教育大学施設課長 施設課長
，， 畑 田 健二 鶴岡工業高等専 門学校学生課長 厚生課長
，， 赤松 一 良 福 島工業高等専 門学校庶務課長 入 試課長
，， 岩槻l 恭幸 佐賀 医科大学教務部図書課長 附属 図書館情報管理課長
11 中村 敏朗 庶務部人事課長 東京学芸大学庶務部人事課長
，， 船崎 昌 治 経理部経理課長 岐阜大学医学部管理課長
，， 東 山 幸夫 施設課長 群馬大学施設部建築課長
，， 藤 田 孝 厚生課長 上越教育大学教務部学生課長
，， 野 田 優明 入試課長 東北大学庶務部入試課長
イシ 角 井興志雄 附属 図書館情報管理課長 経済学部事務長
，， 中 川 巌 庶務部企画室長 工学部事務長
，， 前 田 邦樹 富 山 医科薬科大学総務部庶務課課長補佐 庶務部人事課課長補佐
，， キ雨 喜一 庶務部庶務課課長補佐 経理部主計課課長補佐
，， 刈賀 春樹 教育学部事務長補佐 経理部経理課課長補佐
，， 近 岡 忠夫 富 山 医科薬科大学業務部医事課課長補佐 教育学部事務長補佐
，， 林 征紀 経理部経理課課長補佐 富 山 医科薬科大学総務部庶務課課長補佐
，， 飯田 憲郷 庶務部企画室室長補佐 富 山 医科薬科大学業務部医事課課長補佐
，， 赤井 弘 人 厚生課専 門職員 庶務部企画室専 門職員
，， 松本 進 経済学部会計係長 経理部経理課専 門職員 （ 契約担 当 ）
，， 今井 稔 経理部経理課専 門職員 （ 契約担 当 ） 教育学部専 門職員（ 附属学校企画調整担当 ）
，， 宮村 健壮 経済学部教務係長 経済学部 専 門 職員 （ 外 国 人留学生担当 ）
，， 市 川 勇 人文学部 ・ 理学部用度係長 経理部主計課総務係長
，， 東仙 博 経理部経理課用度係長 経理部主計課監査係長
，〉 牧野 秀謄 経理部主計課監査係長 経理部主計課司計係長
ゐ 友坂 義一 経理部主計課管財係長 施設課企画 係 長
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配 置 換 9 .  4 .  1 大崎 秀雄 厚生課厚生企画係長 学生課留学生係長
，， 佐野 勤 学生課学生係長 厚生課厚生企画係長
，， 鹿島 光雄 施設課企画係長 人 文学部 ・ 理学部 用 度係 長
今 河上 孝 教育学部会計係長 経済学部会計係長
dシ 竹下 義美 教育学部学務係長 工学部学務係長
，， 小路 隆 庶務部庶務課庶務係庶務第二主任 庶務部庶務課庶務係庶務第一主任
ベシ 山 田 洋一 学生謀総務係総務主任 庶務部庶務課庶務係庶務第二主任
。 鳥 田 勝弘 庶務部人事課任用係任用主任 庶務部人事課任用係任用 第一主任
，， 伏喜 俊至 経理部主計課司計係予算主任 経理部主計課司計係予算 第一 主任
，， 高瀬 範和 経理部経理課出納係出納第二主任 経理部経理課出納係出納主任
，， 森 田 昌 夫 工学部用 度係施設主任 施設課電気係電気第一主任
，， 尾 山 吉昭 経済学部学生係学生主任 附属 図書館情報サ ー ピ ス 課情報サ ー ビ ス 係情報サ ー ピ ス 主任
，， 裁川 一正 人文学部 ・ 理学部庶務係人事主任 人 文学部 ・ 理学部庶務係庶務主任
，， 小林 司 人文学部 ・ 理学部学務第一係教務主任 人文学部 ・ 理学部学務第一係教務第一主任
，， 新井 健二 経済学部教務係教務主任 教育学部学務係教務主任
イシ 北村 均 教育学部附属学校第二係庶務主任 経済学部庶務係庶務主任
，， 板東 康子 工学部庶務係研究調査主任 経済学部学生係学生主任
，， 飯野 る み子 庶務部企画室企画係 庶務部庶務課庶務係
，， 串 田 純恵 教育学部会計係 経理部主計課総務係
，， 細 田 和 義 経理部主計課司計係 経理部主計課管財係
，， 横井 宏正 庶務部人事課職員係 学生課学生係
，， 加藤 尚弘 経済学部庶務係 人 文学部 ・ 理学部庶務係
，， 山 田 豊 経済学部教務係 人 文学部 ・ 理学部学務第二係
，， 梶谷 理香 工学部学務係 人 文学部 ・ 理学部学務第二係
イシ ニg全z二 智子 経理部主計謀総務係 教育学部会計係
，， 大 門 聡 学生課学生係 教 育学部学務係
，， 本i季 誉子 庶務部庶務課文書係 教 育学部学務係
，， 高橋 知裕 工学部学務係 経済学部教務係
，， 寺林真佐美 庶務部庶務課庶務係 工学部庶務係
，， 三室龍一郎 教育学部庶務係 工学部経理係
，， 桶 田 哲郎 工学部経理係 工学部用 度係
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配 置 換 9 .  4 .  1 金森美枝子 人文学部 ・ 理学部学務第一係 工学部学務係
，， 城村 浩司 人文学部 ・ 理学部学務第二係 工学部学務係
，， 種目 ヨ シ ヱ 附属 図書館情報サ ー ビ ス 課 附属 図書館情報サ ー ビ ス 課参考調査係情報サ ー ビ ス 係
，， 内藤 綾子 附属 図書館情報サ ー ビ ス 課参考調査係 附属 図書館情報サ ー ピ ス 課学術情報係
職務命令 9 .  4 .  1 涌 井三枝子 庶務部企画室専 門職員 主任専 門 職 員 を 免ずる
，， 赤井 弘人 庶務部企画室専 門職員 主任専 門 職員 を 命ず る
，， 今井 稔、 経理部経理課専 門職員 契約担当 を 免ず る経理部経理課専 門 員 を 免ず る
，， 能登 功 学生課専 門職員 学生団体等指導相談担当 を 免ず る学生課専 門 員 を 免 ず る
，， 績 山 正弘 厚生課専 門職員 主任専 門 職 員 を 命ず る
，， 今井 稔 教育学部専 門職員 教育学部専 門 員 を 命ず る
，， 長崎 宏美 庶務部人事課任用係 庶務部人事課任用係総務主任 を 免ず る
，， 荒井 誠一 附属図書館情報管理課総務係 附属 図書館情報管理謀総務係年 史編 纂事務主任 を 免ずる
，， 種目 ヨ シ ヱ 附属 図書館情報サ ー ビ ス 課 附属 図書館情報サ ー ビ ス 課情報 サ ー ピ ス情報サ ー ピ ス 係 係情報サ ー ビ ス 主任 を 免ず る
，， 種目 ヨ シ ヱ 附属 図書館情報サ ー ビ ス 課参考調査係 附属 図書館情報サ ー ビ ス 課参考調査係参考調査主任 を 命ず る
，， 本田 和博 技術職員 富 山 大学技術官 と す る工学部電気電子 シ ス テ ム 工学科 富 山 大学技術部第二技術班員 を 命ず る
採 用 9 .  3 .  4 山本 千夏 事務補佐 員 附属 図書館情報管理課
9 .  3 .  17 平野砂都美 ，， 経理部経理課
9 .  4 .  1 i畢j篤いずみ 教務補佐員 理学部
，， 中西 義夫 臨時用 務員 教育学部作業員
，， 竹井 公子 砂 dシ
，， 福 島 春代 ,, ，， 
，》 舘野 洋子 ，， ，， 
，， 江川 秀子 事務補佐員 工学部
，， 嶋 由香里 ，， ，， 
，， 竹内 美貴 ，， ，， 
今 堀 愛里 ，， ，， 
，， 北風 和 子 ，， 地域共同研究セ ン タ ー
退 職 9 .  4 .  1 安部 公子 事務補佐員 附属 図書館情報管理課 9 .  3 .  3 1 限 り 退職
,, 山本 千夏 ，， 。 ，， 
砂 浜井 幸作 臨時用務員 教育学部作業員 ，， 
，， 高橋キ ク エ イシ 。 ，， 
- 66 -
平 成 9 年 4 月 発 行
異動 区分 発令年 月 日 氏 名
退 職 9 .  4 .  1 中村 紀子
，， 神保 暁子
，， 因 子 夏恵
，， 小島 美穂
臨 時 的 9 .  3 .  1 4  西本由紀子任 用
百字 職 9 .  3 .  31  赤阪 賢
,, 三賀 政美
。 太田 茂徳
’〉 北 岡 勝
，， 永 田 虞理
，， 河井 道子
，， 藤嶋 桂子
，， 梅j孝 功
，， 山 本富士子
，， 横 山 文樹
，， 武井 勲
退 職 9 .  3 .  1 4  西本由紀子
9 .  3 .  31  佐藤 日 出信
併 任 9 .  3 .  3 1  田 中 晋
育 児休業 9 .  3 .  14 岩 田万里子
採 用 9 .  4 .  1 徳永 洋介
，， 佐 々 木重洋
，， 中 島 淑恵
。 大野 圭介
，， 高i頼 彰典
，， 小林 真
，， 水上 義行
，， 嶋崎未和子
，， 堀 田 充
,, 四宮 卓子
，， 浦上 静香
品ム4-f- 報
異 動 前 の 所 属 官 職
事務補佐員 工学部
4シ ，， 
,, ，， 
� ，， 
教 授 人文学部 （ 国 際文化学科
環境地域論）
教 授 人文学部 （ 国際文化学科
国際文化関係論）
助 手 人文学部 （ 国 際文化学科
環境地域論）
教頭 （副校長） 教育学部 （ 附属小学校）
教 諭 教育学部 （ 附属 中 学校 ）
養護教諭 教育学部 （ 附属 中学校 ）
教 諭 教育学部 （ 附属養護学校 ）
教 諭 教育学部 （ 附属 養護学校 ）
教 諭 教育学部 （ 附属 養護学校 ）
教 諭 教育学部 （ 附属幼稚 園 ）
教 授 経済学部 （ 経営学科応用経営）
教 諭 教育学部 （ 附属 中学校 ）
（ 臨時的任用 ）
教頭 （ 副校長） 教育学部
（ 附属 養護学校 ）
教 授 教育学部
教 諭 教育学部 （ 附属 中 学校 ）
第 387号
異 動 内 容 （ 略 記 ）
9 .  3 .  3 1 限 り 退職
� 
イシ
，， 
教諭 教育学部 （ 附属 中学校）
（ ～ 9 .  8 .  28 ) 
辞職
ゐ
,, 
，， 
，， 
。
。
。
ゐ
� 
，， 
9 .  3 .  13限 り 任期満了退職
定年退職
教育学部長 （ ～ 1 1 . 3 . 30 ) 
育 児休業 （ ～ 9 . 8 .  28 ) 
助教授 人文学部 （ 人文学科歴 史文化 ）
助教授 人文学部 （ 国 際文化学科環境
地域論）
助教授 人文学部 （ 言語文化学科
ヨ ー ロ ッ パ言語文化 ）
講 師 人文学部 （ 言語文化学科
日 本東洋言語文化）
教 授 教育学部 （ 英語教育 ）
助 教授 教育学部 （ 学校教育 ）
教頭 （ 副校 長 ） 教育学部 （ 附属小学校）
養護教諭 教育学部 （ 附属 中 学校 ）
教 諭 教育学部 （ 附属 中学校 ）
教 諭 教育学部 （ 附属幼稚 園 ）
教 諭 教育学部 （ 附属 養護学校 ）
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採 用 9 .  4 .  1 竪 月 1告 教 諭 教育学部 （ 附属 養護学校 ）
，， 高 野 久子 教 諭 教育学部 （ 附属 養護学校 ）
，， 津 田 岡lj 教 諭 教育学部 （ 附属 養護学校）
，， 若林 丈靖 講 師 経済学部 （ 経済学科理論経済学）
，， 森 田知香子 講 師 経済学部 （ 経営学科応用 経営 ）
，， 森 口 毅彦 助 手 経済学部 （ 経営学科応用経営）
2》 幸 山 直人 助 手 理学部 （ 数学科情報数理）
昇 任 9 .  4 .  1 湯川 純幸 助教授 人文学部 （ 人文学科行動文化） 教 授 人 文学部 （ 人 文学科行動文化）
，， 草薙 太郎 助教授 人文学部 （ 言語文化学科 教 授 人文学部 （ 言語文化学科英米言語文化） 英米言語文化 ）
，， 恒川 正 巳 講 師 人 文学部 （ 言語文化学科 助教授 人 文学部 （ 言語文化学科英米言語文化） 英米言語文化）
，， 柳葉 靖子 講 師 人文学部 （ 言語文化学科 助教授 人 文学部 （ 言語文化学科ヨ ー ロ ッ パ言語文化 ） ヨ ー ロ ッ パ言語文化 ）
，， 佐藤 幸夫 助教授 名 古屋大学大学院国際開発 教 授 教育学部 （ 社会科教 育 ）研究科
，， 水谷 秀樹 講 師 教育学部 （ 保健体育 ） 助教授 教育学部 （ 保健体育 ）
。 酒井 義久 教 諭 教育学部 （ 附属 養護学校 ） 教頭 （ 副校 長 ） 教育学部（ 附属 養護学校 ）
，， 鍋島 直樹 講 師 経済学部 （ 経済学科理論経済学） 助教授 経済学部 （ 経済学科理論経済学）
，， 青木 亮 講 師 経済学部 （ 経営学科応用 経営 ） 助教授 経済学部 （ 経営学科応用経営）
今 坂出 健 助 手 経済学部 （ 経済学科比較経済論） 講 師 経済学部 （ 経済学科比較経済論）
，， 吉 田 竜 司 助 手 経済学部 （ 経済学科比較経済論） 講 師 経済学部 （ 経 済学科比較経済論）
,, 小野 理恵 助 手 経済学部 （ 経営学科管理科学 ） 講 師 経済学部 （ 経営学科管理科学）
イシ 古賀 さ ゆ り 助 手 経済学部 （ 経営学科管理科学） 講 師 経済学部 （ 経営学科管理科学 ）
。 j青楼 保弘 助教授 理学部 （ 生物 園環境科学科 教 授 理学部 （ 生物 園環境科学科環境化学計測 ） 環境化学計測 ）
。 塩原 肇 助 手 北海道大学理学部 助教授 理学部 （ 地球科学科（ 附属 海底地震観測施設） 地球 ダ イ ナ ミ ク ス ）
，， 作井 正昭 助教授 工学部 （ 電子情報工学科 教 授 工学部 （ 電気電子 シ ス テ ム 工学電気 シ ス テ ム 工学 ） 科電気 シ ス テ ム 工学 ）
イシ 中 谷 訓幸 助教授 工学部 （ 電子情報工学科 教 授 工学部 （ 電気電子 シ ス テ ム 工学物性デバ イ ス 工学） 科電子物性デバ イ ス 工学）
今 松木 賢 司 助教授 工学部 （ 機械 シ ス テ ム 工学科 教 授 工学部 （ 機械知能 シ ス テ ム 工学生産 シ ス テ ム 工学 ） 科設計生 産工学 ）
。 熊j畢 英博 助教授 京都大学大学院工学研究科 教 授 工学部 （ 物質 生命 シ ス テ ム 工学科 プ ロ セ ス 工学 ）
，， 小平 憲一 助教授 工学部 （ 化学生物工学科 教 授 工学部 （ 物質 生命 シ ス テ ム 工学細胞工学 ） 科生命工学）
，， 田 代 発造 助 手 工学部 （ 機械 シ ス テ ム 工学科 助教授 工学部 （ 機械知能 シ ス テ ム 工学機械情報 シ ス テ ム 工学 ） 科機械制御情報工学 ）
。 寺 山 清志 助 手 工学部 （ 物質工学科機能性材料 助教授 工学部 （ 物 質 生命 シ ス テ ム 工学工学） 科材料工学 ）
。 星野 一宏 助 手 工学部 （ 化学生物工学科 助教授 工学部 （ 物質生命 シ ス テ ム 工学生物 プ ロ セ ス 工学 ） 科 プ ロ セ ス 工学 ）
，， 山 本 健市 助 手 工学部 （ 物 質工学科機能性材料 助教授 工学部 （ 物質生命シ ス テ ム 工学工学） 科 プ ロ セ ス 工学 ）
- 68 -
平 成 9 年 4 月 発行
学
報 第 387号
異 動 区 分 発令年 月 日 氏 名 異 動 前 の 所 属 官 職 異 動 内 容 （ 田各 記 ）
昇 任 9 .  4 .  1 佐 山三千雄 助 手 工学部 （ 化学生物工学科 講 師 工学部 （ 物質生命 シ ス テ ム 工学細胞工学 ） 科生命工学 ）
転 任 9 .  4 .  1 谷井 俊仁 助教授 人文学部 （ 人文学科歴 史文化） 助教授 三重大学人文学部
。 金久 博 昭 助教授 教育学部 （ 保健体育 ） 助 教授 東京大学大学院総合科学研究科
，， 石 原 卓 助 手 理学部 （ 数学科情報数理 ） 助 手 名 古屋大学大学院工学研究科
，， 佐藤 雅弘 助教授 秋田工業高等専 門学校 助教授 工学部 （ 電気電子 シ ス テ ム 工学（ 電気工学科 ） 科通信制御工 学 ）
，， 古井 光明 助 手 名古屋大学工学部 助 手 工学部 （ 物質 生 命 シ ス テ ム 工学科材料工学 ）
｛井 任 9 .  4 .  1 風巻 紀彦 教 授 理学部 理学部長 （ ～ 1 1 . 3 . 31 ) 
ル 鈴木 正昭 ，， ，， 理学部数学科長 （ ～ 10. 3 .  3 1 ) 
，， 機井 醇児 ，， ，， ，， 物理学科長 （ ～ 10 . 3 .  31 ) 
，， 安田 祐介 ，， ，， ，， 化学科長 （ ～ 10 . 3 .  31 ) 
，， 小松美英子 ,, ，， ，， 生物学科長 （ ～ 10. 3 .  31 ) 
，， 針馬 勝年 ウ 4シ ，， 地球科学科長 （ ～ 10. 3 . 31 ) 
田 口 茂 ,, 生物園環境科学科長，， 。 ，， （ ～ 10.  3 . 31 ) 
，， 女川 博義 教 授 工学部 工学部電気電子 シ ス テ ム 工学科長（ ～ 10. 3 . 31 ) 
，， 米 国 政明 ，， ，， ，， 知 能情報工学科長 （ ～ 10. 3 .  31 ) 
岩1労j 牧男 ，， 機械知 能 シ ス テ ム 工学科長，， 。 ，， （ ～ 10.  3 .  31 ) 
杉本 益規
，， 物質生命 シ ス テ ム 工学科長。 ，， ，， （ ～ 10.  3 . 31 ) 
，， 金 久 博昭 助教授 東京大学大学院総合科学研究科 助教授 教育学部 （ 保健体育 ）（ ～ 9 .  9 .  30 ) 
退 職 9 .  4 .  1 奥 田 平八郎 教 授 人文学部 （ 言語文化学科 9 .  3 .  31 限 り 停年退職英米言語文化）
，， 提 山 淑郎 教 授 人文学部 （ 言語文化学科 ，， ヨ ー ロ ッ パ言語文化）
ム ラ ジ ア ン ・ 助教授 人 文学部 （ 国際文化学科 9 .  3 .  31 限 り 任期満了退職，， メ ア リ ー － ア ン 国際文化関係論）
，， 河野 信弘 教 授 教育学部 （ 保健体育 ） 9 .  3 .  31 限 り 停年退職
，， 松村 晴路 教 授 教育学部 （ 家政教育 ） ，， 
，， 吉 田 和 夫 教 授 教育学部 （ 英語教育 ） 今
，， 岸井 勇 雄 教 授 教育学部 （ 幼児教育） ，， 
，， 世利 幹雄 教 授 教育学部 （ 教育情報科学） ，， 
，， 山 口 孝道 教 授 経済学部 （ 経営法学科基礎法） ，， 
。 松浦 郁也 教 授 理学部 （ 化学科反応物性化学 ） イシ
，， 藤 田 宏 教 授 工学部 （ 電子情報工学科 。電気 シ ス テ ム 工学 ）
，， 石黒 隆義 教 授 工学部 （ 物質工学科 イシ機能性材料工学 ）
，， 笹倉 毒 介 教 授 工学部 （ 化学生物工学科 砂生物 プ ロ セ ス 工学 ）
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異 動 前 の 所 属 官 職 ｜ 異 動 内 容 （ 略 記 ）
教 授 工学部 （ 化学生物工学科 ｜ 
生 物 プ ロ セ ス 工学 ） I 9 .  3 .  31 限 り 停年退職
l!J��［！） 
学 部 長 の 改 選
＜ 人文学部長 に 鈴木教授 を選 出 ＞
小 津 浩 人 文学部 長 の 任
期 が， 平 成 9 年 5 月 1 日
で 満 了 す る こ と に 伴 い ．
人 文学部教授会 は ， 去 る
3 月 5 日 （ 水 ） に ， 次 期
学 部 長 候 補 者 の 選 挙 を 行
い ま し た 。
そ の 結 果 ， 鈴 木 敏 昭 教授 が 選 出 さ れ ま し た 。 任 期 は ，
平 成 9 年 5 月 2 日 か ら 2 年 間 。
鈴 木 教授 は ， 昭 和 47年 3 月 東京 大 学 文 学 部 を 卒 業 ， 同
50年 3 月 東 京 大 学 大 学 院 人 文科学研 究科修士課程 を 修 了 ，
同 53年 3 月 東 京 大 学大 学 院 人 文科学研究科博士課程 を 単
位 取 得 退学 後 ， 周 年 4 月 東 京 大 学 文 学 部助 手 に 採 用 と な
り ， 同 55年 4 月 富 山 大 学 人 文学 部 助 教 授 ， 平 成 6 年 4 月
間 教授 と な り ， 現 在 に 至 っ て い ま す 。
専 門 は ， 心 理 言 語 学 。
愛 知 県 出 身 。
（ 就 任 の 抱 負 ）
全 く 思 い が け な く 学部 長 と い う 重 大 な 職 務 を 仰 せ っ か
る こ と に な り ， ひ ど く 戸 惑 っ て い ま す 。 し か し ， ご 指 名
を 受 け た 以 上 は 微力 な が ら 少 し で も 学 部 の た め に 貢 献 で
き れ ば と 考 え て い ま す 。
こ の 3 月 に は 一 貫 制 教 育 に 伴 う 学 部 改 革 の 時 に 迎 え た
学生 が卒業 し ， 新 し い 体 制 の 基礎 が 固 ま り つつ あ り ま す 。
学 部 の 3 学科体制 の 整 備 も 進 み ， 大 学 院 の 改組 も 完 了 し
ま し た 。 何 よ り も ． 長 年 の 懸 案 で あ っ た 新校 舎 の 建 築 に
着 手す る こ と が決 ま り ま し た 。 こ の こ と で ， 物 理的 に も ，
一 層 緊密 な 交 流 を は か る こ と の で き る 環 境 が整 う こ と に
な り ま す 。 学部全体 の 努 力 と 関 係 各 位 の ご尽力 に よ る こ
の よ う な 成 果 を し っ か り と 固 め て い く こ と が今後 の 大 事
な 課 題 に な る と 思 い ま す 。 ま た ， 社 会 か ら 大学へ の 要 請
が多 様 化 し て い く 中 ， 当 面 す る 大 き な 課題 の 一 つ に ， 経
済 学 部 と の 共 同 に よ る 大学 院博士課程 の 設 置 の 問 題が あ
り ま す 。
さ ま ざ ま な 課題 が 山 積 し て い ま す が ， よ り 充 実 し た 教
育 ・ 研 究 体 制 が整 え ら れ る よ う 私 な り に で き る だ け の 努
力 を し て 参 り た い と 考 え て お り ま す 。
生涯学習教育研究セ ン タ ー 設置記念式典 を 挙行
生 涯 学 習 教 育 研 究 セ ン タ ー で は ， 建 物 の 改 修 工 事 が 竣
工 し ， 去 る 3 月 10 日 （ 月 ） に 黒 田 講堂 に お い て 設 置 記 念
式 典 ， 記 念 講演 会 及 び祝 賀 会 が開 催 さ れ ま し た 。
式 典 に は ， 文 部 省 ， 県 内 高 等 教 育 機 関 ． 富 山 県 ， 富 山
県 教 育 委 員 会 ， 富 山 県経 済 団 体 な ど学 内 外 関 係 者約 70 名
が 出 席 し ， 米 田 セ ン タ 一 長 の 式 辞 の 後 ， 小黒学長の挨拶，
文 部 省 大 臣 官 房 本 間 審 議 官 ， 富 山 県 知 事 （ 浜 岡 総 務 部 次
長 代 読 ） の 祝辞 があ り ま し た 。
式 典 の 後 ， 北 海道 大 学 高 等 教 育 機 能 開 発 総 合 セ ン タ 一
助教授笹井宏益氏 に よ る 「大学 と 社会 の 新 し い 関 係 」 と
題す る 記 念 講 演 会 が行 わ れ ま し た 。
引 き 続 き ， 祝賀 会 が行 わ れ ， 宮 本 高 岡 短期 大 学 長 ， 吉
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が寄 せ ら れ て い ま す 。
幸日,,..,.., 千
枝 富 山 県 民 生 涯 学 習 カ レ ッ ジ 学 長 ， 柳 田 富 山 県生 涯 学 習
団 体 協 議 会 会 長 の 祝辞が述べ ら れ ， 設置 を 祝 い ま し た 。
同 セ ン タ ー は ， 人 文 ・ 社 会 系 共 通 教 育棟 の 研 究棟 を 改
修 し 設 置 さ れ た も の で ， 床 面 積 309 ni 。 パ ソ コ ン を 備 え
た 研 修 室 ， 多 目 的 ス ペ ー ス な どが あ り ， 考 古 資 料 や 学 生
の 卒 業 製 作 の 展示 な ど ， 教 育 ・ 研 究 成 果 の 公 開 や 市 民 か
ら の 多 様 な 内 容 の 学 習 相 談 に も 対応 し ， 地 域 の 学 習 需 要
に 応 え ． 地 域 に お け る 生 涯 学 習 の 拠点 に な る も の と 期 待
平 成 9 年 4 月 発行
記念式典 で 式 辞 を 述 べ る 米 国 セ ン タ ー 長a‘ 
退 職 者 を 囲 む 懇 談 会
事 務 系 5 名
平 成 8 年 度 に 定年 （ 停 年 ） に よ り 退 職 さ れ る 方 々 を 囲 む 懇 談会が去 る 3 月 17 日
お い て 開 催 さ れ ま し た 。
懇 談 会 で は ， 小 黒 学 長 か ら 退 職 者 一 人 一 人 に 記 念 品 が贈 呈 さ れ た 後 ， 永 年 に わ た っ て 本学 に 尽 く さ れ た こ と へ の ね ぎ
ら い の 挨 拶 が あ り ま し た 。 こ れ に 対 し て 退職 者 を 代 表 し て 経 済学部奥 田 事務 長 が謝辞 を 述 べ ら れ ま し た 。
記念撮影 に 引 き 続 き 懇 親 会 が催 さ れ ， 終始和 や か な 雰 囲 気 の 中 ， 古 き 良 き 想 い 出 に 話 が は ず ん で い ま し た 。
な お ， 退 職 さ れ る 方 々 は 次 の と お り で す 。
事 務 局 文 部 技 官 五 十 嵐
人 文 学 部 文 部 教 官
（ 月 ） 1 1 時50分 か ら 黒 田 講 堂 会 議 室 に
介
士ロ
義宏男
隆
古手／色、居ん舟1生文 部 教 官音日
学
工
一一 教 官 14名
平
主同
口山か，， 自［）i扱山提
奥 里
田
石藤
イシ
,, 
，， 
’F 
平八郎
幸雄長
田
µ_, 芹山
，， 
文 部 事 務 官
文 部 教 官
，， 
人文学部 ・ 理学部
教 育 学 部 義1峯長文 部 事 務 官，， 幹手IJ世
夫弘路
和田
古河
，， ，， 
一言口
晴
勇 雄
喜 代 志
孝真郁日 出 信
道
也
野
井
キす
藤
田
i甫
キナ
口
松山
厚
奥
奥
松
佐
－ H U  l 
，， 
，， 
文 部 事 務 官
文 部 教 官
文 部 教 官
文 部 事 務 官
文 部 教 官
，， 
，， 
教育学部開属養護学校
経 済 学 部
理 者日
，， 
今
ぶ泣，寸ー
，， 
，， 
学長 を 囲 み 記念 撮 影
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企 学 長 か ら 一 人 一 人 に 記念品 を 贈 呈 企 謝 辞 を 述 べ る 奥 田 経済 学 部 事 務 長
��ミ）�［！）
渡航の種類 所 属 可哉 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 問
外 国 出 張 人 文学部 助教授 竹 内 i繋 フ フ ン ス
「 ア フ リ カ 農村 社 会 に お け る 市 9 .  3 .  1 
ギ ニ ア ・ ビ サ ウ 場 経 済 の 浸 透 と 文 化変 化 j に 関す る 調査等 9 .  3 .  24 
教育学部 助教授 向 後 千 春 マ ル チ メ デ ィ ア と ネ ッ ト ワ ー ク
9 .  3 .  1 
ア メ リ カ 合 衆 国 の教育利用 に 関 す る 調 査研究 9 .  4 . 16 
経済学部 教 授 滝 川 敏 明 タ A P E  C 「 P F P 競 争 政 策 セ ミ
9 .  3 . 16 
イ ナ ー 」 に 出 席 9 .  3 .  23 
理 学 部 助教授 栗 本 猛 ア メ リ カ 合 衆 国 第 2 回 B の 物 理 と C P の 破 れ に
9 .  3 .  23 
関 す る 国際会議 に 出 席 9 .  3 .  29 
j毎 外 研 修 理 学 部 教 授 堀 越 事1 ノ ポ ー ク ス シ ン ポ ジ ウ ム に 出 席 ，
9 .  3 . 12 
jレ ウ コ；ー 一 巡検参加， 研究打合せ 9 .  3 .  24 
，， 助 手 手口 田 直 也 イ ド ネ シ ア 森 林 生 態 系 に 関 す る 調 査 打 合 せ
9 .  3 . 13 
ン 及 び下 見 9 .  3 .  26 
経済学部 助教授 角 森 正 雄 ア メ リ カ 合 衆 国 小 額裁 判 所 視 察 及 び小 額 事 件 に
9 .  3 .  20 
関 す る 資料収集 9 .  4 . 15 
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氏 名 本 国 に お け る 来 学 目 的 本学受入 れ先 期 間
（ 国 籍 ） 所属機関 ・ 職 名
ロ シ ア 科 学 ア カ デ ミ ー 9 .  3 .  23 V . A . ク ラ ブチ ン ス キ ー ノ 〈 イ カ ル 湖 に 関 す る 研究 理学部 ・ 助教授
地 球 化 学 研 究 所
（ ロ ン ア ） 打合せ及 び意見交換 酒 井 英 男 9 .  3 .  26 王 任 石方 究 員
［ 訂正 ］ 前 号 （ 第386号 ） で 誤 り があ り ま し た の で 訂 正 し ま す 。 ( 12頁下 か ら 2 行 目 ）
正 理学博士 （ 京 都 大 学 ） 誤 理学博士 （ 金沢大学 ）
���［！） 
く住 所 変 更〉
部 局 名 ，呂J』． 1統 氏 名
戸j 務 音日 文部事務官 大 場 チ イ コ（庶務課庶務係）
＊士又 j斉 三寸泣ー． 音日 文部事務官 山 田 裕 子（ 庶 務 係 ）
〈新任者住所〉
部 局 名
生涯学習教育
研究セ ン タ ー
官 職 ｜ 氏 名
講 師 ｜ 室 進 一
〈改 姓〉
部 局 名
経 済 学 部
官 職
文部事務官
（ 庶 務 係 ）
氏 名 ｜日 姓
山 田 裕 子 高 柳
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幸日
富山大学名誉教授 植村元貿氏逝去
本 学 名 誉 教授植村 元畳氏が平成 9 年 3 月 18 日 に 逝 去
さ れ ま し た 。 享 年 81 歳 。
同 氏 は ， UH 和 14年 3 月 京都 帝 国大 学 経 済 学 部 ． 同 1 6
年 1 2 月 同 大 学 文 学 部 史学科 を 卒業 後 ， 昭和 17年 3 月 神
宮 皇 学 館 大 学 予 科 講 師 ， 同 18年 4 月 初1 宮 皇 学館 大 学 予
科 教授 ， 同 21 年 旧 制 富 山 高 等 学 校 講 師 ， 同 24 年 5 月 間
高 等学校教授 を 経 て ， 同 24年 6 月 本学助 教授 に 就 任 ，
｜百］ 34年 2 月 同 教授 に 昇ー任 し ， 同 56年 4 月 に 停 年 に よ り
退 官 さ れ ま し た 。
こ の 間 ， 同 氏 は 昭 和 42年 4 月 か ら 同 年 1 1 月 ま で 及 び
同 53年 9 月 か ら 同 55年 9 月 ま で経 済 学 部 長 ， 同 49年 2
月 か ら 同 53年 2 月 ま で 附 属 図 書 館 長 ， ま た ． 同 43年 3
月 か ら 同 年 7 月 ま で 及 び 同 45年 4 月 か ら 同 49年 l 月 ま
で 評 議 員 を そ れぞ れ 歴 任 さ れ ， 大 学 の 発展 に 多 大 な 貢
献 を さ れ ま し た 。
と く に ， 経 済 学 部 長 在任 中 は 全 国 に も 特異 な 経 営 法
学 科 を 新 設 し ， さ ら に 新校 舎 を 建 築 す る 等 同 学 部 の 充
実発展 に 努力 さ れ ， ま た 評 議 員 在任 中 に は 大 学 紛 争
の 沈静 化 に 努 め ら れ ま し た 。
こ れ ら の 功 績 に よ り ， 昭 和 田年 4 月 富 山 大 学 名 誉 教
授 の 称 号 が授与 さ れ ま し た 。
さ ら に ， 同 氏 は ， 退 官 後 の 昭 和 56年 1 0 月 か ら 同 62 年
3 月 ま で 富 山 女子短期大学教授， 同 63年 4 月 か ら 七 尾
女子短期大学初 代学長 に 就任 し ， 平 成 4 年 3 月 ま で 務
め ら れ る な ど ， 両大 学 の 発展 に も 多 大 な 貢 献 を さ れ ま
し た 。
研究面 で は ， 地域経済 と 経営 史 の 相 互 連 関 的 究 明 に
よ る 地域 と 産 業 の 発展 に 主 眼 を お き ， 幾 多 の 著 書 ， 資
料 集 ， 論文等 を 発 表 さ れ ， そ れ ら は 産 業 の 基 盤 を な す
経営 と 地域経 済 の 生 態 的 分析 を 行 っ て い る 面 で 地 域 の
発展 に 不 可 欠 な 研究 と し て 高 く 評価 さ れ て お り ， 学 界
や 実 務 界 に 寄 与す る と こ ろ 極 め て 大 き な 功 績 を 残 さ れ
ま し た 。
学 外 に お い て は ， 富 山 大学 附 属 図 書 館 長 時 代 に 国 立
大 学 図 書館協議会理事 及 び大学 図 書 館 恭 本 問 題特 別 委
員 会 委 員 を 務 め ら れ た ほ か ， 経営 史 学 会 評 議 員 ， 経 済
地理学会評議 員 ， 日 本 海学 会 理 事 ， 北 陸 経 済 研 究 所 理
事 と し て 活 躍 さ れ ま し た 。 さ ら に は ， 国 土 審 議 会 専 門
委 員 ， 同 審 議会 北 陸 地 方 開 発 特 別 会 員 会 委 員 ， 同 審 議
会 北 陸 地 方 開 発審議 会 企 画 部 会 委 員 ， 産 業 構 造 審 議 会
専 門 委 員 ， 中 小 企 業 近 代 化 審 議 会 専 門 委 員 ， 中 部 地 方
交通審議会特別 委 員 の ほ か 多 数の 富 山 県 ， 富 山 市 の 審
議会会長 を 務 め ら れ ， 地 域 の 発 展 に 寄与 し た 功 績 に よ
り ， 平 成 元 年 に は 富 山 市 か ら 富 山 市 制 百 周 年 記 念 特 別
功 労者表彰 を 受 け ら れ ま し た 。
ま た ， こ れ ら 長 年 の 功 績 に よ り 平 成 4 年 4 月 勲 二 等
瑞 宝 章 が授与 さ れ ま し た 。
こ こ に ， 同 氏 の 御 功績 を 偲 び顕 彰す る と と も に ， 御
冥福 を 祈 り ， 謹 ん で 哀 悼 の 意 を 表 し ま す 。
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本
大 学 院 人 文科学研究科 委 員 会
1 1 日 学 部 将 来 計 画 委 員 会 と 予 算 委 員 会 の 合 同 委 員
3 月 3 ～ 7 日 � 、
学 長 候 補 適 任 者推 薦 受付 1 2 日 平 成 9 年 度 入 学 者 選抜学力 検査 （ 後期 日 程 ）
4 日 第 5 回 国 際 交 流 委 員 会学術交流部会 1 4 日 学 部 図 書 委 員 会
国 家 公務 員 採 用 田 種試験説 明 会 教授会
6 日 第 8 回 数 務 委 員 会専 門 委 員 会 大学 院 人 文科学研究科 委 員 会
前 期 日 程 合格 者 発 表 17 日 平 成 9 年 度前学期授業 時 間 割 担 当 者 会 議
6 ～ 7 日 臨 時 東 海 ・ 北 陸 地 区 国 立 大 学 事 務 局 長 会 議 学部教務 委 員 会
（ 名 古 屋 大 学 ） 1 8 日 『 人 文 学 部 の し お り J 編 集 委 員 会
1 0 日 予 備 選挙 候 補 者 公示 後 期 日 程 合格者数検討会
1 1 日 K E  T 改訂 説 明 会 （ 人事 院 中 部事務 局 ） 19 日 教授会
研 修 担 当 官会議 （ 人事 院 中 部事務 局 ） 教授会 （ 人事 ）
北 陸 地 区 国立学校事務電算化専 門 委 員 会 （ 金 大学院 人 文科学研究科 委 員 会
沢 大 学 ） 21 日 独 立 大 学 院 （ 人 文 ・ 経 済 合 同 ） 委 員 会
第 6 回 自 己点検評 価 委 員 会教 育 活 動 専 門 委 員
A Z弐
教 育 学1 2 日 平 成 9 年 度 入学 者選抜学 力 検査 （ 後期 日 程 ）
13 ～ 14 日 前 期 日 程 入学手続 3 月 4 日 教育学研究科委員 会 小 委 員 会
14 日 第 4 回 教 養 教育 委 員 会 企 画 専 門 委 員 会 5 日 学 部 入 学 試験 委 員 会
1 4 ～ 1 8 日 予 備 選 挙不 在 者投 票 教授会
17 日 退 職 者 を 囲 む 懇 談 会 （ 黒 田 講 堂 ） 人事教授会
19 日 予 備 選 挙 7 日 学部安全管 理 委 員 会
選挙結 果公示 1 0 日 学部学生 生 活 委 員 会
第 3 回 東 海 ・ 北 陵 地 区 国 立学校等施設担 当 部 学 部 教 務 ・ 学生生 活 合 同 委 員 会
課長 連絡会議 （ 名 古 屋工事事務所 ） 学部教務 委 員 会
21 日 本 選 挙 候 補 者公示 教 育 学 研 究科 委 員 会
後 期 日 程 合格 者 発 表 教授会
24 日 消 防 訓 練 1 1 日 附属 養護学校卒業式
25 日 平 成 8 年 度 学位記授与式 13 日 学部 自 己 点 検 評 価 委 員 会
27 日 後 期 日 程 入 学 手続 附 属 小学校卒業式
29 ～ 3 1 日 追 加 合 格 者 入 学手続 1 4 日 学 部予 算 委 員 会
附 属 幼 稚 園 修 了 式
文 :¥' 1 7 日 附属 中 学校卒業式
18 日 附 属 幼 稚 園 修業式
3 月 4 日 学 部 長 候 補者選挙管 理 委 員 会 19 日 学 部 入学 試験委 員 会
前 期 日 程 合格 者 数検討会 教授会
5 日 教授会 呉 山 会 送 別 会
学 部 長 候 補 者 選 挙 管 理 委 員 会 附 属 中 学 校 修 業 式
教授会 （ 人 事 ） 附 属 養 護 学校修業式
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21 日 附 属 小学校修業式
24 日 教 務 委 員 会 教 職 科 目 専 門 委 員 会
経 済 品子同ー
3 月 4 日 学 部 入 学 方 法 検討 委 員 会
5 日 人事教授会
教授会
10 日 大学院経済学研究科 委 員 会 小 委 員 会
学部教務 委 員 会
1 2 日 平 成 9 年 度 入 学者選抜学力 検査 （ 後期 日 程 ）
13 日 広 報 委 員 会
大 学 院経 済 学 研 究科 委 員 会
教授会
17 日 各 種 委 員 選 考 委 員 会
学 部 図 書 委 員 会
編 集 委 員 会
18 日 学 部 施 設整 備 委員 会 （ 持 ち 回 り ）
学 部 将 来構想検討 委 員 会
19 日 学 部 入 学 方 法 検討 委 員 会
教授会
21 日 独立大学 院博士課程設 置 に 伴 う 合 同 打 合せ会
25 日 学位記授 与 式 及 び祝賀 会 （ 富 山 観 光 ホ テ ル ）
E里 学
3 月 4 日 排水安全委 員 会
5 日 教授会
人事教授会
6 日 学 部 案 内 編 纂 委 員 会
自 然科 学 研 究 科 設 置 準 備 委員 会 （ 仮 称 ） ワ ー
キ ン グ グ ル ー プ代 表者打合せ会
7 日 情 報 化対 策 委 員 会
10 日 学 部 入 試改 善 委 員 会
1 2 日 平 成 9 年 度 入 学 者 選抜学力 検査 （ 後 期 日 程 ）
13 日 大学院理学研究科 委 員 会
教授会
14 日 動 物 実 験委 員 会
予 算 委 員 会
自 然科学研究科設 置 準 備 委 員 会 （仮称 ） ワ ー
キ ン グ グ ル ー プ代 表者打合せ会
18 日 学 部 施 設 委 員 会
自 然科学研 究 科 設 置 準 備 委 員 会 （ 仮称 ）
19 日 大学 院理学研究 科 委 員 会
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工
教授会
人事教授会
学科長会議
24 日 学部学生 生 活 委 員 会
寸品主4・; 
3 月 4 日 合格者数検討 委 員 会
5 日 教授会
専 任 教授 会
6 日 自 然科 学 研 究 科 設 置 準 備 委 員 会 （ 仮 称 ） ワ ー
キ ン グ グ ル ー プ代表者打合せ会
7 日 教授会
研究科 委 員 会
博士後期 課程 委 員 会
1 1 日 事務局 と の 打 合 せ （ 理工学研究科 設置 申 請 ）
1 2 日 工 学 部外 国 人 留 学生 と の 懇 談 会
14 日 「工業 （ 専 門 ） 高 校 卒 業 生 を 対 象 と し た カ リ
キ ュ ラ ム 編 成 及 び教 育 方 法 の た め の調 査研究」
プ ロ ジ ェ ク ト 担 当 者会 議 （ 富 山 大学 工 学 部 ）
自 然科学研究 科 設 置 準 備 委 員 会 （ 仮称 ） ワ ー
キ ン グ グ ル ー プ代 表者打合せ会
17 日 入 学試験検討 委 員 会
学部運営 委 員 会
18 日 自 然科学研究科 設 置 準 備 委 員 会 （仮称 ）
合格者数検討 委 員 会
19 日 教授会
24 日 文部省 ヒ ア リ ン グ （ 理工学研究科 ）
28 日 日 本塑性加工学会北陸支部 第38回 技術 懇 談 会
（ 富 山 大学工学 部 ）
地域共同研究セ ン タ ー ｜
3 月 5 日 特許庁総務部長視察
12 日 静 岡 大 学 地域 共 同 研 究 セ ン タ ー 研 究協力 会 事
務 局 長 視 察
14 日 地域共 同研 究 セ ン タ ー 運営 委 員 会
21 日 先端技術講 演 会
28 日 日 本塑性加工学会北 陸 支 部会 員 視察
生涯学習教育研究 セ ン タ ー ｜
3 月 10 日 生 涯 学 習 教 育 研 究 セ ン タ ー 設 置 記 念 式 典
平 成 9 年 4 月 発行
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平 成 9 年 3 月 卒 業 者 数
0 学 部
ヰミλよ竺 7 5 4 3 2 7C 63 ムロ 言十
人 文 寸＝ー． 科 68 ( 1 )  8 ( 1 )  2 1 1 80 ( 2 )  
国 際 文 化 学 科 49 ( 1 )  49 ( 1 )  
人文学部 言 語 文 化 学 科 76 76 
語 学 文 学 科 7 2 1 10 
言十 193 ( 2 )  15  ( 1 )  4 2 1 215 ( 3 )  
小学校 教 員 養 成 課 程 100 5 1 106 
中 学校 教 員 養 成 課 程 4 0  ( 1 )  4 1 45 ( 1 )  
養護学校教員 養 成 課 程 20 20 
教育学部
幼稚 園 教 員 養 成 課 程 33 33 
情 報 教 育 課 程 42 1 1 44 
計 235 ( 1 )  10 3 248 ( 1 )  
畳 経 済 学 科 134 15 1 150 
問 経 営 学 科 1 1 5  ( 3 )  6 121  ( 3 )  
主 経 営 法 学 科 間 3 2 93 
コー1 計 337 ( 3 )  24 1 2 364 ( 3 )  
経済学部 夜 経 済 学 科 16 3 19  
間 経 営 学 科 18 18 
王 経 営 法 学 科 16 16 
コー1 50 3 53 
言十 387 ( 3 )  24 4 2 4 17  ( 3 )  
数 '*- 手中 44 4 2 50 
物 理 学 科 31 2 5 1 1 40 
化 学 科 33 3 1 37 
理 学 部 生 物 寸，.，，．ー 科 31 31 
地 球 科 学 科 13 5 1 19  
生物 園 環 境科 学 科 21 21  
計 173 14  8 1 2 198 
電 子 情 報 工 学 科 18 100 ( 2 )  14 3 5 1 141  ( 2 )  
機械シス テ ム 工学科 13 ( 1 )  57 ( 6 )  25  5 3 103 ( 7 )  
物 質 工 学 科 4 62 8 1 4 79 
工 学 部 化 学 生 物 工 学 科 4 62 14  4 1 85 
生 産 機 械 工 学 科 1 1 
化 学 工 学 科 1 1 
言十 39 ( 1 )  281 ( 8 )  61 13 13 3 410 ( 9 )  
Z口〉 計 39 ( 1 )  1 , 269 ( 14 ) 124 ( 1 )  32 16 7 1 , 488 ( 16 )  
（泊 1 . ( ） 内 は ， 外 国 人 留 学生 で 内 数 。
2 . 平 成 7 年 度 入 学 は 高 等専 門 学校 か ら の 編 入 学 。
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0 大 学 院
7三マ7主（
7 6 
日 本 ・ 東 洋 文 化 専 攻 14 ( 1 )  3 
人 文 科 学 研 究 科 西 洋 文 化 専 攻 4 
計 18 ( 1 )  3 
学 校 教 育 専 攻 5 ( 1 )  2 
教 育 学 研 究 科 教 科 教 育 専 攻 1 3  ( 1 )  1 
計 18 ( 2 ) 3 
地 域 ・ 経 済 政 策 専 攻 5 ( 2 )  
経 済 学 研 究 科 企 業 経 営 専 攻 7 ( 4 )  1 ( 1 )  
計 1 2  ( 6 )  1 ( 1 )  
数 A寸uー． 専 攻 8 ( 1 )  
物 理 ナ且£． 専 攻 23 ( 4 )  
化 寸主江ー． 専 攻 1 2  
理 学 研 究 科
生 物 且寸Lー 専 攻 5 
地 球 科 学 専 攻 7 2 
計 55 ( 5 )  2 
電 子 情 報 工 学 専 攻 61  ( 3 )  3 
前 機械 シ ス テ ム 工 学 専 攻 43 ( 2 ) 
期 物 質 工 学 専 攻 38 5果
程 化 学 生 物 工 学 専 攻 27 ( 1 )  
工 学 研 究 科 計 169 ( 6 )  3 
後 シ ス テ ム 生 産 工 学 専 攻 8 ( 2 )  
期 物 質 生 産 工 学 専 攻 7 5果
程 計 1 5  ( 2 ) 
計 169 ( 6 )  18  ( 2 ) 
t口』 計 272 ( 20 )  27 ( 3 )  
（出 （ ） 内 は ， 外 国 人 留 学 生 で 内 数 。
- 78 -
第 387号
5 i口� 言十
1 7  ( 1 )  
4 
2 1  ( 1 )  
7 ( 1 )  
14 ( 1 )  
21  ( 2 )  
6 ( 2 ) 
8 ( 5 )  
1 14 ( 7 )  
8 ( 1 )  
23 ( 4 )  
1 2  
5 
9 
57 ( 5 )  
6 4  ( 3 )  
43 ( 2 )  
38 
27 ( 1 )  
172 ( 6 )  
8 ( 2 )  
7 
15 ( 2 )  
187 ( 8 )  
300 ( 23 )  
平 成 9 年 4 月 発行 ふ主£‘寸ー 報 第 387号
平 成 8 年 度 大 学 院 研 究 科 修 了 者 一 覧
［ 人文科学研究科 （修士課程） ］
専 攻 氏 名 論 文 題 目
日 本 ・ 東洋文化 小 鹿 洋 子 現代中 国語の指示詞 「這、 那J に つ い て の一考察
( 17 名 ）
胡 ;9; 留 日 学生与中 国現代文学 一 論初期創造社小説 一
後 藤 由 珠 小説 『風の盆恋歌』 と メ デ ィ ア 表現 一 富 山 県八尾町の場所 イ メ ー ジ ー
言野 藤 秀 富 山 の ム ジ ョ ー ブツ
粛 藤 正 美 日 本の メ デ ィ ア と 女性運動の展開 ー ジ ェ ン ダー と 公共 圏 を め ぐ る 闘争 ー
坂 下 有 紀 律令国家の夷1大観 一 隼 人の特殊性 と 服属表明 ー
中 嶋 三津枝 シ ャ ガー ルの 〈聖書〉 に み る ユ ダヤの伝承の影響
中 村 勝 芳 「サ ッ カ ー王国 ・ 清水j の解剖学 一 校庭のサ ッ カ ー か ら J リ ー グ ま で ー
西 村 憲 一 律令制下の地方支配 一 地方行政監察機関の一考察 ー
林 直 美
〈家族〉 と 〈愛〉 と 家事労働
一 雑誌 『主婦の友』 に み る 女性の生 き 方 と 「愛の労働」
深 谷 信 茅元儀 と f武備志』
古 河 史 江 マ ー ガ レ ッ ト ・ サ ン ガー の女性論
八 島 裕 美 現代 日 本語 に お け る カ タ カ ナ 表記 に 関 す る 考 察
柳 田 美 幸 丁 目 昌 と 近代軍需工業 一 江南製造局 と 天津機器局の設立 を め ぐ っ て ー
小 平 篤 志 近代の電鉄会社の経営戦略 一 大阪に お け る 観光 開 発 を 事例 に し て ー
志 麻 克 史 貞観年 間 の仏教政策 に つ い て 一 官寺体制 を 中心に ー
野 村 尚 志 足利義満の御成 と 政治支配
西 洋 文 化 岩 城 時代美
A Textual Comparison of Travels into Several Remote Nations o f  the World (Gulliv巴r’s
( 4 名 ）
Travels} between the Oxford 1959 Edition and the 1726, the 1727 and the 1735 Edition 
辻 衣里子 A Study of  Chaucer : The Change of  the Idea of  Love in Troilus and Cris�yd� 
槍 垣 ま り
ア フ リ カ 都市音楽の 自 律的変遷
タ ン ザニ ア 、 タ ア ラ ブ音楽 を 中心 と し て ー
宮 田 裕 隆 在 日 朝鮮人のエ ス ニ シ テ ィ と 在 日 朝鮮 人問題
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［ 教育学研究科 （修士課程）
専 攻 専 修 氏 名 壬民ι間 文 題 目
学 学 上 田 浩 臣 大学生 の 自 己実現度が自 己開示に及ぼす影響 に つ い て
校 校 大 平 泰 子 幼児の プ ラ ン ニ ン グ と 修正方略の発達
教 教 高 畑 庄 蔵
知 的障害者への地域生活支援教室の試み
一 生活技能支援ツ ー ル に よ る 食生活 ・ 運動 プ ロ グ ラ ム の 開 発 と 検討 一
育 育 野 村 明 男 小学校社会科 に お け る 体験的活動の効果 に 関 す る 研究
専 専 古 村 真理子 幼児の読み行動 に 見 ら れ る Pre- Literacy に 関す る 一考察
攻 修 山 下 裕 市
腕あげ動作 コ ン ト ロ ー ル訓練に お け る 筋電図の測定 と 分析
一 脳性 ま ひ を持つ 人への適用 の試み ー
( 7 人 ） ( 7 人） 翁 麗 霞 現代中国 と 日 本の幼児の しつ けの比較 に 関す る 一考察
語学教育専陣
西 岡 了
数学教育 に お け る 知的活動 を 支援す る コ ン ビ ュ ー タ 利 用 に 関す る 研究
( 1 人） 一 中 学校数学科図形領域 「円」 の学習 を 通 し て ー
教 理 江 守 恒 明 高等学校 に お け る 化学計調lj実験の開 発
科
教 竹 原 昇 地域住民 の 自 然 に対す る 体験 ・ 意識 を 生か し た 環境教育モ ジ、 ユ ー ル教材の 開 発
科 育 万 稽 光 代 Y ( Fe 1 -xCox) 1 1 Tiお よ びその窒化物 の磁性
専
4事 増 田 延 子 新規機能性高分子の合成 に 関 す る研究
教 ( 5 人 ） 渡 辺 哲 康 希土類 ・ コ バ ル ト ・ ボ ロ ン 三元化合物 に お け る コ バ ル ト の磁気モ ー メ ン ト
専 保 高 本 珠 生 「体重 グ ラ フ 法」 に よ る 肥満解消法の事例研究
育 修
f
体
育
建
堀 勉 富 山県の児童 ・ 生徒の30年 間 ( 1965～ 1994年） に お け る 体格， 体力 ・ 運動能力の推移
( 3 人） 丸 山 順 子 言語指示が等尺性張力 発揮 に与え る 影響
専
技布教育専陣
小 関 JC 学校教育 に お け る イ ン タ ー ネ ッ ト 活用の支援体制 に 関 す る 研究( 1 人 ）
家 菅 原 陽 子 家庭経済学 に お け る 消 費者主権の展開 に 関す る 研究
政
攻 教 浜 田 美智子 学校種 と 肥満 ・ やせの生徒の発症 に 関 わ る 12年 間 の縦断的研究育
専
fl妻 三 ツ 塚 真樹子 高齢社会 に お け る 家族形態の現状 と 今後の家族生活の あ り 方 に 関 す る 研究
( 14 人 ） ( 4 人 ） 文 最 ラ ク ダ毛繊維の物性 と 化学修飾
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［ 経済学研究科 （ 修士課程 ）
専 攻 氏 名 論 文 題 目
地域 ・ 経済政策 西 尾 政 英 21世紀 に 向 け て の環境調和型 ラ イ フ ス タ イ ルの実現 に 関 す る 一考察
( 6 人 ）
青 木 卓 志 環境 ・ 経済統合勘定の地域への適用 に 関 す る 一考察 ー 富 山県 に お け る 試算 を 中心 と し て ー
北 村 彰 英 法 人所得課税の 国際調整 と 調和
塚 本 宣 行 戦後 自 動車産業の再編成過程 ～ 日 産 自 動車 を 中心 と し た 一考 察 ～
DUANGTH  I D A  
タ イ に お け る 金融 自 由化 と その影響S I R  I METHANONT 
キ卜 性 根 韓国 ・ 江原道の地域問題 と 開発戦略
企 業 経 営 曹 偉 マ ー ケ テ ィ ン グ戦略研究の成果 と 課題
( 8 人 ）
岩 城 隆 純 ロ シ ア 固有企業 に お け る 私有化 に つ い て
演 崎 伸一朗 わが国モ ー タ ー サ イ ク ル 企業の動向 と 課題 ～ 経営理念 と 国際化～
山 崎 博 司
公務員賠償責任 リ ス ク ・ マ ネ ジ メ ン ト に 関 す る 研究 ー ア メ リ カ の公務員賠償責任保険 （ PUBLIC
OFFICIAL LIABILITY INSURANCE） を 中心 に ー
簡 雅 慧 国際マ ー ケ テ イ ン グ に お け る 標準化論争 に 関す る 考察
K HOW Y I P  KHENG  キ ャ プテ ィ ブ保険会社の所在地 と し て の シ ン ガポ ー ル に 関 す る 研究
τ田吉J � 智 中 国金融 リ ス ク ・ マ ネ ジ メ ン ト に 関 す る マ ク ロ 的及 び ミ ク ロ 的分析
葉 軍
日 本企業の グ ロ ー パ ル 化 に お け る 人的資源管理に 関 す る 一考察 一 国際人材の要件 と 育成 を 中心 と
し て ー
［ 理学研究科 （ 修士課程） ］
専 攻 氏 名 自命 文 題 目
数 学 専 攻 石 川 直 樹 順序体の研究
( 8 人 ）
石 田 賢一郎 グ レ プナ基底 と ア ル ゴ リ ズ ム
小 泉 雅 子 フ ラ ク タ ル幾何学の研究
I事 顕 義 中立型差分方程式の振動理論
波多野 公 恵 フ ラ ク タ ル幾何学の応用
吉 岡 昌 徳 Almost quaternionic Hermitian and quaternionic Kahler manifolds 
両 瀬 桂 子 1 次元区間力学系 の研究
RO D R I GO,  
TRAVELLING P U LSES IN PARALLEL COUPLED NERVE FIBERS MA R I AN  I TO ROCHA  
物 理 学 専 攻 秋 末 岡1 物 質 中 の ニ ュ ー ト リ ノ 振動
( 23 人 ）
金 島 幸 夫 VSM を 用 い た 10テ ス ラ ま で の磁化測定装置の開発
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専 攻 氏 名 E命 文 題 目
黒 田 圭 司 M I  M ダ イ オ ー ド の分光学への応用
佐 藤 雅 敏 引 き 上げ法に よ る 希土類化合物単結晶 の作成 と 極低温域での磁気特性
清 水 哲 也 ニ ュ ー ト リ ノ 振動 と 基本相互作用
丈 池 崇 液体カ ル コ ゲ ン の金属 一 半導体転移
杉 浦 直 樹 不完全結晶 中での X 線回折
関 原 和 代 星 間分子の回転ス ベ ク ト ルの研究
高 島 朗 SmT2 X 2  ( T = Cu,  Ni ; X = Si, Sn ） の物質探索 と 物性
滑t 井 健太郎 Al/PdMn薄膜界面での固相反応、
辻 弁 伸 幸 ミ リ 波分光計の開 発 と 分子分光
鳥 毛 治 波長可変 レ ー ザー 光源、 を 用 い た 分子分光
中 内 崇 夫 遠赤外 レ ー ザー 分光
荻 原 新之介 ミ リ 波ス ペ ク ト ル に よ る ア セ ト ア ミ ド 分子 （CH,CONH ， ） の研究
長谷川 清 隆 協同現象の時間変動
平 井 響 子 極低温領域に お け る 希土類化合物の輸送現象異常
福 嶋 則 之 比熱波lj定装置の作製 と セ リ ウ ム 化合物の熱的性質
宮 入 敦 彦 ジ メ チ ルエ ー テ ル 分子 （CH,OCH ， ） のマ イ ク ロ 波分光
百 合 健 一 Yang一 Mills理論の双対性
自午 軍 超高感度 レ ー ザ ー 分光法の 開発
張 慧 敏 so上の量子力学か ら 誘導 さ れ る ゲー ジ ・ ポ テ ン シ ャ ル
1l 徳 f旋 ( Ce,  La)  PdSnの電気抵抗 と 熱電能挙動
李 応 虎 A l - N i - Cr系合金の準結晶及び、近似結 品 に つ い て
化 学 専 攻 石 村 朋 広 (VO) , p, Q，触媒の ブ タ ン 酸化機能 に 関 す る 研究
( 12 人 ）
今 井 亮 二 光学活性 ジ オ ー ル体 を 利 用 す る 不斉反応の 開 発
勝 木 俊 暗 ナ フ ト キ ノ ン 骨格 を 有す る 含酸素ヘ テ ロ 環化合物の新規合成法の 開 発 と 天然物合成への応用
小 林 郁 子 ジ チ エニ ル ア セ チ レ ン 誘導体の合成 と 性質
佐 藤 史 久 メ タ ン の二酸化炭素 リ フ ォ ー ミ ン グ反応 と その触媒に 関 す る 研究
高 吉 健 二 膜への イ オ ン対の分配 と そ の微量成分分析への応用
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専 攻 氏 名
谷 口 勝 則
大 門 知 代
野 崎 哲 也
平 井 勇 人
前 回 識 雄
脇 坂 博 之
生 物 学 専 攻 井 城 雅 夫
( 5 人 ）
内 山 秀 樹
四 方 幸 治
森 川 品 子
八 尾 博 幸
地 球 科 学 専 攻 佐 野 賢 二
( 9 人 ）
紫 村 一 真
鈴 木 直 勝
鈴 木 雅 博
野 村 利 里
前 寺 雅 紀
松 本 孝 之
小 林 直 哉
福 田 有 香
...,.., ザー
E命
幸E
文
フ ロ ピ リ ジ ン N ー オ キ シ ド誘導体の合成 と 反応性
単環ア ヌ レ ノ ン 類の合成 と 性質
題 目
遷移金属 を 用 い る 立体選択的付加環化反応の 開 発 と 天然物不斉合成への応用
困 相 を 用 い る 水中 の微量汚染物質のj農縮 ・ 定量 に 関 す る 研究
架橋基 を 含む大環状共役化合物の合成 と 性質
長鎖状化合物の振動 と 構造
ク ラ ミ ドモ ナ ス に お け る 遺伝子挿入 に よ る 突然変異誘発法の確立
植生及 び土嬢の理化学性に基づ く 北海道霧多布湿原の植物生態学的研究
第387号
完全寄生植物 ネ ナ シ カ ズ ラ 属 の色素体ゲノ ム の構造 と 機能 ． 光合成系遺伝子の単離 と 解析
ア フ リ カ ツ メ ガエ ル腎臓由来細胞に お け る カ ド ミ ウ ム の取 り 込み機構の解析
ラ ッ ト ゴナ ド ト ロ ピ ン 産生下垂体細胞の視床下部ホ ルモ ン に対す る 反応性
舞鶴西方のペル ム 一 三畳系
飛騨帯 な ら びに 周辺の変成岩類の地球化学
日 本付 近 に お け る 1950年以降の地磁気永年変動
烏帽子 一 鷲 ケ 岳火 山東部地域の岩石学的研究
岩石総気学的手法 に よ る 中生代花尚岩類の冷却 ・ 変形過程の研究
降水の過剰硫酸 イ オ ン の 同位体比 と その起源
福井県九頭竜川上流の飛騨外縁帯
粉体系 と し て の積雪の組織
松代の石英管伸縮計か ら 求め た地球自 由振動 の固有周期
［ 工学研究科 （ 博士前期課程） ］
専 攻 氏 名 論 文 題 目
電 子 情 報 工 学 相 川 治 毅 画像処理に よ る ヒ ド ラ を 用 い たバ イ オ ア ッ セ イ 法 に 関 す る 研究
専 攻
(64 人 ） 青 山 忠 義 単巻線形変成器に 関 す る 研究
浅 井 邦 彦 G aAs基板上のGaS薄膜の初期成長過程
阿 部 貴 幸 情報の伝達 と 適応のモ デル化 と 解析
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専 攻 氏 名
池 田 豊
石 井 裕 之
一 色 浩 史
伊 藤 禎 朗
稲 垣 i羊
井 上 裕 康
井 上 雅 文
植 木 研 三
上 目 立 志
宇佐見 賢 一
大 塚 栄太郎
大 平 耳意
片 山 昌 和
加 藤 正
唐 木 一 賢
岸 部 智 昭
木 下 浩 一
久 保 和 利
越 野 稔
坂 井 歩
坂 本 貴 之
坂 本 武 志
鮫 島 令 黛
島 野 争昔
鈴 木 秀 士
鈴 木 真 道
高 田 智 明
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交流 フ ィ ル タ を も っ三相 ダ イ オ ー ド整流器の高調波計算 に 関す る 研究
広帯域分配回路のパ ル ス 応答解析
推論パス ネ ッ ト ワ ー ク に よ る 仮説推論の推論時間 の予測
Si ( 001 ） 基板上へのAlSb薄膜の成長
段階的弛緩法 に よ る 文字列抽出 に 関 す る 研究
目
焦電検出法に よ る 硫酸 グ リ シ ン の 強誘電分極反転機構の観察に 関 す る 研究
微小視角 に お け る 色覚特性 に 関 す る 研究
水j商発電方法 に 関す る 基礎研究
境界要素法 に よ る 雷雲電荷分布推定の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン
強誘電履歴 曲線の精密 自 動測定に 関 す る 研究
第387号
M BE成長に よ る Si 1 -xGex/Si/Si 1 -xGex量子井戸の形成 と そ の 2 次元電子の電気的特性
P型Si (001 ） 基板 を 用 い た表面 2 次元正孔層 の形成 と そ の電気的特性
動画像符号化に お け る 画像品質の客観的評価
降雨 ・ 降雪の電荷量 の観測 と 雷雲の電気的構造に 関 す る 研究
目 次ペー ジの構造理解 に 関 す る研究
べ き 乗剰余計算の高速化に 関す る 研究
ニ相交流磁気誘導浮揚形 リ ニ ア モ ー タ に 関す る 研究
日 本語手書 き 署名 の検証方法の考察
B 級 プ ッ シ ュ プル増幅器の構成 と 解析
光重合ポ リ マ ー 膜に よ る 液品 分子の配向制御 に 関 す る 研究
ニ ュ ー ラ ル ネ ッ ト ワ ー ク に よ る 時系列予測
下 オ リ ー ブ核ニ ュ ー ロ ン の コ ン ピ ュ ー タ モ デ ル に 関 す る 研究
電荷移動錯体LB膜の構 造 と 電気的特性に 関 す る 研究
異性体混合反強誘電性液晶 の電気 ・ 光学的特性 に 関 す る 研究
ピ タ ピ復号 に お け る 不信頼領域の抽出 に 関 す る 研究
Filamentation Instability of Nonlinear Alfven Waves in Weakly Ionized Plasmas 
全文検索 シ ス テ ム への検索支援 イ ン タ ー フ ェ ー ス に関 す る 研究
平 成 9 年 4 月 発行
学
報 第 387号
専 攻 氏 名 論 文 題 自
高 松 衛 濃霧中 に お け る 色光の視認特性 に 関 す る 研究 一 富 山空港の視界改善 を 目 指 し て ー
為 川 貢 有機電界発光素子の電荷注入 ・ 伝導機構 に 関 す る 研究
坪 崎 義 徳 Si ( 00 1 ） 基板上のGeア イ ラ ン ド を 用 い た InSb薄膜の成長過程
戸 田 敦 郎 壁面形状に よ る 液晶分子の配列変化 と そ の電気光学的特性に 関 す る 研究
中 村 卓 矢 Si (00 1 ） 基板上でのSrOパ ッ フ ァ 一層 を 用 いたSrTiO a 薄膜のMBE成長
羽 根 孝 泰 ド ン ト ・ ケ ア を 含 む論理関数 をNANDゲー ト 回路で実現す る 一般計法
林 直 人 真空マ イ ク ロ デバ イ ス に 関 す る 基礎研究
j賓 本 町志 自 然言語テ キ ス ト に お け る 事実的知識の デー タ ベー ス への 自 動登録方式の研究
早 川 i閏 形式言語の準同型写像に よ る 特性化 と Dyck リ ダ ク シ ョ ン に よ る 特性化
早 瀬 敬 SrTiO, (00 1 ) 基板上でのMBE法 に よ る Bi 2 Sr 2CaCu 2 0x酸化物超伝導体薄膜の作製
平 沢 謙 輔 非対称形三巻線変成器に関す る 研究
平 松 徹 也 SBDD （ 共有二分決定 グ ラ フ ） を 用 い た 多 出 力 NANDゲー ト 回路の設計法
深 尾 和 弘 コ ン ピ ュ ー タ グ ラ フ ィ ッ ク ス に よ る パ ッ チ ワ ー ク ・ イ メ ー ジ制作
本 田 和 博 3 次元ポテ ン シ ャ ル場解析の ための無限境界要素
牧 野 隆 雄 文書画像に お け る 領域分割 と 領域解釈 に 関 す る 研究
牧 野 一 憲 有 限要素法 に よ る 非線形音波伝搬の シ ミ ュ レ ｝ シ ョ ン
巻 本 英 二 日 照条件に依存 し な い移動物体の検出 ・ 追跡 に 関 す る 研究
増 田 敦 志 電気的消 霧 に 関 す る 研究
松 井 達 則 日 本語会話テ キ ス ト の構造解析方式の研究
松 島 英 晃 導電性高分子 を 用 い た 有機電界発光素子 に 関 す る 研究
松 田 兼 治 生体計測 の た め の 多チ ャ ン ネ ル コ ー ド レ ス セ ン サ シ ス テ ム の開 発
ニー 毛ム 一 水、 オ プテ イ カ ル フ ロ ー を 用 い た 移動物体の検出 に 関 す る 研究
宮 向 謙 彰 ス メ ク チ ッ ク A液品 を 用 いた光制御素子 に 関 す る 研究
村 井 信 也 有 限要素法 に よ る 複合圧電 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ の解析
村 田 健 吾 動 き 物体追跡の た め の 3 層動的輪郭モデル
柳 本 成 哉 辺要素 に よ る 空洞共振器の電磁界駆動解析
薮 岡 治 明 符号化音声品質の客観的評価法の研究
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吉 田 阿lj
吉 田 祥 明
吉 野 保 幸
朱 松
銭 燕
任 古 城
機 械 シ ス テ ム 足 立 誠 司
工 学 専 攻
( 43 人 ） 阿 部 健
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荒 井 是 行
嵐 敬 晶
石 倉 智 子
内 田 隆 信
漆 畑 彰
恵 利 有 司
大河内 一 貴
大 谷 利 宏
岡 田 貴 之
越 智 高 士
恩 田 慎 也
北 野 亮 一
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近 藤 琢 年
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コ ン ピ ュ ー タ グ ラ フ ィ ッ ク ス にお け る ラ ジ オ シ テ ィ 法 に 関 す る 研究
音韻HMM に よ る 連続音声認識 シ ス テ ム への検討
ス バ ッ タ 膜の土佐積 に お け る 放電 ガス圧力 の 影響
目
有限要素法に よ る 超音波モ ー タ の回転子の影響 を 考慮 に 入れた基礎 的解析
ユ ー ザ イ ン タ フ ェ ー ス を 用 いた環境型教育 シ ス テ ム にお け る 学習者モ デルの構築
呼吸及 びボ タ ン 押 し運動 リ ズ ム の位相遷移 に対する 刺激並びに運動開始相の影響
ワ イ ヤ放電加工の ワ イ ヤ 温度計測 に 関 す る 研究
回転円板に よ る E R 流体の レ オ ロ ジ ー 特性の実験的解明
ワ イ ヤ放電加工の加工状態検出方式の検討
荷重変動推iflj型制御気体軸受に 関 す る 研究
熱 プ ラ ズ マ流の状態量分布特性計測 法 に 関 す る 研究
TiN被覆処理鋼の フ レ ッ テ イ ン グ疲労特性
遺伝的 ア ル ゴ リ ズ ム を 用 い た フ ァ ジ イ 制御器の設計に 関 す る 研究
微小泳動機械の基礎的研究
第387号
メ カ ニ カ ル ア ロ イ ン グ に よ る 耐熱性Al- Fe- Ni-Cr系粉末合金の製造に 関 す る 研究
各種表面改質処理 を 施 し た F 型チ タ ン 合金の疲労強度特性
プ ラ ズマ光輝釜化 と TiN被覆の複合表面改質処理 を 施 し た高硬度鋼の疲労強度特性
高減速比等高歯ハ イ ポ イ ド ギヤ の研究
国体中 を 伝搬す る圧力波の分子動力学的研究
流体支持膜面 を 用 い た進行波型 フ ィ ー ダの基礎 的研究
2024Al - Fe - N1系粉末合金の加工熱処理に 関 す る 研究
ね じ り 負荷 を 受 け る 超微小要素の応力 に 関 す る 分子動力 学的研究
改良 9 Crー 1 Mo鋼厚肉鍛造材の高温低サ イ ク ル疲労強度 に 及 ぼす切欠 き お よ び時効の影響
ク ラ ス タ ー の衝突に お け る エ ネ ル ギ一 変換機構
メ カ ニ カ ル ア ロ イ ン グ に よ る 2024Al- Fe- Ni系超微細結晶粒材料の作製 と そ の機械的性質 に 関 す
る 研究
冷問鍛造用新ア ル ミ ニ ウ ム 合金の腐食疲労強度特性
オ ー ス テ ナ イ ト ス テ ン レ ス 鋼の 断続切首lj に お け る 工具摩耗 に 関す る 研究
平 成 9 年 4 月 発行
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専 攻 氏 名 幸画企岡 文 題 目
杉 山 裕 亮 耐摩耗鋳造銅合金の加熱切削特性 に 関 す る 研究
墨 徹 也 窒化珪素の繰返 し疲労下の微小表面 き 裂進展特性 （ き 裂寸法 と 応力比の影響）
土 田 祐 知 摩機熱 を 伴 う 転が り 接触 に よ る 表面 き 裂の屈折進展特性
常 森 保 志 高 ク ロ ム 鋼の砥石切断性 に 及 ぼす熱処理の影響に 関す る 研究
中 川 誠 ニ ュ ー ロ コ ン ト ロ ー ラ の設計 と そ の応用 に 関す る 研究
中 村 泰 朗 ア ル ミ ナ セ ラ ミ ッ ク ス の ク リ ー プフ ィ ー ド研削性に関す る 研究
永 尾 誠 一 ポ ー ト ホ ー ル ダ イ に よ る 矩形押出 し シ リ ン ダ ー の寸法精度の 向 上 に 関 す る 研究
永 森 治 牛綴密骨の疲労寿命 と 応力繰返 し速度の関 係 に 及 ぼす応力比の影響
奈 良 哲 郎 骨セ メ ン ト の疲労特性並 びに骨セ メ ン ト と 海綿骨の接合強度 に 関 す る 研究
西 野 武 志 摩擦熱 を 伴 う 転が り 接触 に よ る 被覆材界面 き 裂の応力拡大係数
花 谷 智 則 UHMWPEの摩按摩耗特性 に 関 す る 研究
堀 田 秀 和 ペ ン タ ル ー プ振動子 に よ る 波動 フ ィ ー ダの基礎的研究
松 川 誠 治 定電流法 に よ る 小口径管内気i夜二相流の ポ イ ド計測 に 及 ぼす流動形態の影響
松 崎 英 世 複数の適応度 を持つ遺伝的 ア ル ゴ リ ズ ム を 用 い た P I D 制御器の設計 と そ の応用 に 関す る 研究
宮 下 直 道 SCM435鋼の疲労強度特性に 及 ぼす 表面改質処理の影響
村 井 敏 幸 熱処理 し た 各種 ク ロ ム 鋼の切削 に お け る 工具摩耗特性 に 関 す る 研究
山 根 俊 和 VR形機関の起振モ ー メ ン ト の研究
山 本 高 義 ス タ ッ ガー ド配列 フ ィ ン 付管群の渦発生特性 ー フ イ ン 形状及 び流路幅の影響ー
米 林 m買 也 ハ イ ポ イ ドギヤ の精密段取 り に 関 す る 研究
主長岡ι 貴 子 放電被覆処理に よ る 押 出 し ダ イ ス の 表面改質 と 性能評価 に 関す る 基礎研究
王 健 鉄 高 ク ロ ム 鋼の穴明け加工性 に 関 す る 研究
干し 祥 ＇＊ オ フ．ザー パ を 使 っ た 非対称油圧 ピ ス ト ン 駆動系 に 関 す る 研究
物 質 工 学 専 攻 青 山 i羊 士 機能性修飾物 質 に よ る 分子認識法 に 関す る 研究
(38人）
池 上 博 志 2 成分溶媒 を 含 む高分子溶液の乾燥機構
江 上 武 宏 1 - 2 - 3 系酸化物超伝導体の混合状態 に お け る 電気抵抗 と 熱電能の温度依存性
大 上 卓 男 ホ ウ 素炭化物Ho 1 -xNdxNi 2 B 2C系の超伝導 と 磁性
大 橋 一 普 液体超急冷 し た 過共品Al - Si合金の組織 と 機械的性質
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1 ,  l ー エチ レ ン ー l H ー ア ズ レ ニ ウ ム イ オ ン の合成研究
STM に よ る ア ル ミ ニ ウ ム 基合金の粒界近傍の優先変形挙動の観察
ホ ウ 素 一 窒素結合 を 有す る ペ ン ゾボ レ ピ ン 類の合成研究
第387号
目
シ ク ロ ヘ プ タ ［ a l シ ク ロ へ プ タ ［ gh l フ ェ ナ レ ン ー 5 . 10ー ジ オ ン の合成 と 性質 に 関す る 研究
フ ェ ナ レ ン核 を 含む縮合多環化合物の合成研究
Al-Al ,Ni共品系合金お よ びNi, Al金属 間化合物の電気化学的特性
Al-Ti-Zr系混合粉末の メ カ ニ カ ル ア ロ イ ン グ
電子 ビ ー ム 融解法でCuお よ び、Ni を注入 し改質 し た Al 一 Mg合金の機能性の評価 に 関 す る 研究
ア ミ ン 系抽出斉lj に よ る チ オ シ ア ン 酸 ア ン モ ニ ウ ム 水溶液か ら のAg ( I ） の抽出
Cu ( II ） ア ン ミ ン 水溶液か ら の均一球形酸化物微粒子の作製
発生 ガ ス 分析用感湿素子 に 関す る 研究
低熱膨張性超合金lncoloy 909に お け る 応力加速粒界酸化
Ln （ 希土類 ； Tb, Pr, Ce, Eu) -Cu-0系 複合酸化物 に 関 す る 研究
複合微細造粒粒子の連続生成 と 複合形態 一 粉砕 を 伴 う 円錐型転動造粒法 に よ る 一
粒子分散型 ア ル ミ ニ ウ ム 合金基複合材料の時効析出挙動
傘型回転振動円板 に よ る 異形微細粒子群の連続分離特性
2 層系二重拡散対流の層境界に お け る 熱． 物質． 運動量の移動現象
超合金Refractaloy 26の時効組織 と 性質
MA C 法に よ る 二重拡散対流の数値解析
Ag- Fe系 に お け る 磁気抵抗効果
過冷却溶液か ら の結品成長 に 伴 う 液相内の移動現象
ホ ウ 素炭化物Ho 1 -xYxNi 2B 2C系の超伝導 と 磁歪の研究
ガス 軟窒化部の異常軟化機構
Fe- W電着合金 に よ る 工具類の表面改質
TCNQ錯体のLB膜に 関 す る 研究
パ ル ス め っ き 法 に よ る 酸性 ク エ ン 酸浴 か ら のNi-Mo電着合金 に 関 す る 研究
超伝導混合状態 に お け る 熱流電磁気効果
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本 j事 明 H 2 SO, - NaCl水溶液 に お け る SUS304 ス テ ン レ ス 鋼の応力腐食割 れ に 関す る 研究
盛 裕 作 液 中 造粒への界面物性の影響
吉 田 朋 夫 HRTEM に よ る Al 一Mg- 81基合金の核生成機構の検討
渡 辺 亨 断熱鋳型半連続鋳造法 に よ り 作成 し た ア ル ミ ニ ウ ム 合金鋳塊の引 張特性
i度 塗 寛 樹 Fe-Mn酸化物 の炭素還元過程 に 関 す る 研究
渡 透 泰 伸 i夜中 国体面への液滴の付着
化 学 生 物 工 学 井 上 健 シ ソ 科植物の電気融合 と 細胞培養
専 攻 HPLC Analysis and Thermal Properties of Cycl ic Cyanamides Containing 
( 27人 ） 井 上 靖 彦
Alky lmelamine 
内 田 隆太郎 樹木に よ る 大気 中 のc ， ～c. ア ルデ ヒ ドの吸収
大 津 泰 成 刺激応答性プロ テ ア ー ゼ に よ る 酵素活性のON - OFF制御
岡 田 隆 行 パ ク テ リ オ フ ァ ー ジ ¢ Kの塩基性J タ ン パ ク 質の合成 と DNA結合様式
神 山 英 夫 Studies on the Photolytic Behavior of Several Sulfoxides and Sulfilimines 
川 口 智 章 新規糖脂質 と レ ク チ ン と の相互作用 に 関 す る 研究
黒 越 努 固定化 ト ラ ン ス グ ル コ シ ダ ー ゼ を 用 い た微水系での有用配糖体の酵素的合成
来 山 麻 衣 ホ ウ 酸基担持脂質膜界面 に お け る 分子認識
小 谷 智 樹
高分子半導体膜 を 用 いた 農薬の光触媒分解及 び大気中 の l ー ナ フ チ ル ア ミ ン と 二酸化窒素の粒子界
面 上 に お け る 反応
斉 藤 健 吾 砂浜植物の実験室育種
佐 々 木 智 一 撹持型 ビー ズ ミ ル に よ る パ ン 酵母内有用物質の放出過程
鈴 木 忠 夫 ヒ ト 14番染色体q32領域か ら の CA反復配列 を 含 むSTSマ ー カ の単離
竹 田 Jf.7:5 二酸化チ タ ン を 用 い た水中の農薬の光触媒分解反応
田 所 央 行 Studies on protein-polysaccharide interactions using Escherichia coli isometric phages 
富 岡 喜 昭 N1錯体触媒 を 用 い た ポ ＇） [ N 一 （ フ タ ル イ ミ ド メ チ レ ン ） イ ミ ノ メ チ レ ン ］ の合成 と その 高分子反応性
中 村 知 文 シ ッ フ 塩基化合物の抗酸化活性
野 本 同lj 可動有限オ ー ト マ ト ン に よ る DNAか ら タ ン パ ク 質合成過程の計算機 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン
前 田 美智 子 外部刺激に よ る Cyclodextrinの触媒作用 の制御
森 下 信 彦 Bacillus brevisに よ る ピ フ ェ ニ ルの水酸化 に 関す る 研究
耶 雲 隆 弘 外部刺激に対す る 植物の表面電位の応答
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安 音 孝 明 Bacillus cereus に よ る メ チ ル ナ フ タ レ ン 類の酸化 に 関 す る 研究
山 下 暢 隆 玄米の乾燥お よ び吸湿過程 に お け る 応力 と 割れ
山 本 貴 広
Hydroperoxynaphthalimide Drivatives-Mediated Oxidation and Damage of Enzymes 
on Photoirradiation 
山 本 浩 之
Study of lnterfacial Molecular Recognition on Self-Assembled Monolayers by Surface-
Enhanced Resonance Raman Spectroscopy 
山 本 哲 也 機能性高分子 ゲ ル に よ る 金属 イ オ ン の吸着平衡
楊 健 粘土層 の オ ス モ テ ィ ッ ク 吸引 力 と 電気浸透的脱水
［ 工学研究科 （ 博士後期課程） ］
専 攻 氏 名 1専 士 論 文 名
シ ス テ ム 生 産 北 西 正
The Dynamics of Electron-poistron Plasma Cloud moving across a Magnetic Field 
工 学 専 攻
（磁場 を 横切 っ て運動す る 電子 ・ 陽電子 プ ラ ズ マ雲の力学）
( 8 人 ） 木 田 秀 隆 A6063 ア ル ミ ニ ウ ム 合金押出 し形材のせん断加工 に お け る 形状性の 向 上 に 関す る 研究
城 石 昭 弘 晶析プロ セ ス に お け る 結品 の形状制 御 と 溶液側の移動現象論的研究
高 井 俊 宏 A l 一 Mg- Si系合金押 出 し材の合金組成 と 表面性状 に 関 す る 研究
掘 回 間1 配電線地絡事故に お け る 零相電圧及 び電流の波形 に よ る 原 因判別法
村 上 哲 構造用 ア ル ミ ニ ウ ム 合金中 空形材の押出 し 型設計に関す る 基礎的研究
向 上 Study on Development of High Temperature Strength Ragidly Solidified PM Aluminum 
Alloys and the Consolidation Process （耐熱性ア ル ミ ニ ウ ム合金粉末成育長材料の開発に関する研究）
定正 オミ Coalescence of Two Parallel Current Loops in a Non-relativistic Electron目Positron
Plasma （ 非相対論的電子 ・ 陽電子 プ ラ ズマ に お け る 2 本の平行電波 ル ー プの合体）
物 質 生 産 工 学 泉 淳 勇 昇 高効率化有機 E L 素子 に お け る 分子構造 と 電気光学的特性
専 攻
( 7 人 ） 川 上 隆 司 回転円錐型容器内粒子偏析効果 を 利 用 し た造粒 プ ロ セ ス の 開 発 に 関 す る 研究
近 藤 隆 之 樹木に よ る 大気汚染物 質の吸収 に 関 す る 研究
間 部 勝 セ ラ ミ ッ ク ス 被覆処理鋼の耐食性評価 と 腐食疲労強度特性 に 関す る 研究
山 口 弘 信 DNAに よ る 個 人の特定に関す る研究
山 崎 偉三雄 澱粉の老化及 び分解酵素 に よ る 構造物性に関す る 研究
山 下 友 一 断熱鋳型方式に よ る 新堅型半逮続鋳造法の開発
編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 :ti 福 3 1 9 0 
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